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村を焼かれて死んだ魔王の元カノですが、

彼の次元を超えた執着愛が重いです


谷村二十円
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　この世界を創造した神は邪神だ。

　なぜなら地を這はうすべての生き物に、争いと死が宿命づけられている――――。
















１章　絞死







「――痛っ！」

　サンダルの底が剥はげ、石畳に爪先が引っかかった。

　親指の爪が剥がれたかもしれない。けれど私は走るのをやめられない。

　足を止めることは死に直結する。

　なぜならここで行われているのは、魔族による〝人間狩り〟だからだ。

「そっちに逃げたぞ！」

　声が迫る。見通しの悪い夜の路地で、追っ手がどこから来るのかもわからなかった。

「見つけた！」

　別の声が真上から聞こえた。まるで鬼ごっこでもするように明るく弾む声。一瞬で背筋が凍る。

　見上げると、爪痕のような大きな三日月を背景に、角つのを持った人影が私を見下ろしていた。

　悪魔だ――。

　魔族というのは人間にとって、童話に出てくる悪魔そのものだ。姿形は人間に似ていて同じ言葉を操るけれど、禍々しい角を持っており、身体能力が並外れている。そのうえ〝魔法〟を使う者もいるみたいだ。

　人間にとって、彼らは圧倒的強者。魔族にとっての人間は、虫けらか家畜同然の存在みたいだ。

　魔王率いる魔族の軍隊――魔王軍に目をつけられれば、人間たちはすべてを捨て逃げ延びるしかない。ここ十数年で、人間の街や村の多くは魔王軍に滅ぼされてしまった。

　でも、どうして彼らは人間を襲うのか……。

（あっ――！）

　金髪の悪魔がマントを広げ、建物の屋根から飛び降りる。

　そして次の瞬間には、私は飛び降りてきた彼に、石畳の上に張り付けにされていた。

「フフッ！　ようやく捕まえた」

「放して！」

　石畳に押しつけられた手首が擦れて痛みを発する。

「ずいぶん元気に逃げ回ってくれたね。お嬢さん、名前は？」

（え……名前……？）

　これから殺すか家畜にする相手に、名前なんて必要なんだろうか。

　けれども彼は、できの悪い生徒でも叱しかるような口調で言う。

「名前は？　あるでしょう、名前くらい」

「……ミント……」

「ミントちゃんか、かわいい名前だね。僕はアドニス。みんなからはアドニス将軍って呼ばれてるけど、〝将軍〟はあんまり好きじゃないからアドニスでいいよ」

　名前を教えても、彼は私の上からどこうとしなかった。それどころか、まるで舐なめ回すように顔を眺めている。

「いやあ、似れば似るもんだね！」

　彼の口元に意味深な笑みが浮かんだ。

　次の瞬間、彼はつかんでいた手首を引っ張り、私を引き起こす。

「顔だけじゃない。髪も、背の高さも……ミスティちゃんにそっくりだ！」

「ミスティ？」

「魔王の恋人だよ。……いや、元恋人と言うべきかな？　十八年も前に死んでしまったからね。可哀想に、人間たちが村に火をつけたせいで！」

（えっ？）

　唐突に聞かされた言葉に、私は戸惑い我が耳を疑った。

（魔王の村が焼かれた？　そして私は、そのとき死んだ魔王の恋人に似ている……？）

　それが事実だとして、私とどんな関係があるのか……。

「ミントちゃん、君を見つけられたのは運命だ」

　アドニスが私の服に付いた土埃つちぼこりを払いのける。

「君はこれから魔王の元へ行く。そして第二の〝ミスティ〟になるんだ」

「待ってください！　私は人間です！　魔王の前へなんか行ったら殺される！」

「そうだね。魔王は人間という存在をひどく憎んでいる。ミスティちゃんの敵かたきだからね。でも……」

　こちらへ向けられた彼の視線が、ふと真剣なものに変わった。

「殺し合いがもう十数年も続いてる。このままじゃ人間は根絶やしになってしまうし、僕たちだってこれ以上の無駄な戦いは避けたい。そこでどうだろう、ミントちゃん。魔王が人間の君を愛するようになれば、この戦いは終わるかもしれない。それに賭けてみない？」

「え――……」

　すぐには答えられなかった。

「それは……あなたは私に、世界の平和のために死にに行けっていうんですか？」

「そうなるね」

　アドニスは小さく笑ってみせる。

　人間を虫けらみたいに殺し続けてきた魔王が、いくら思い人に似ているからといって、人間の私を愛するようになるだろうか？　私には信じられなかった。

　けれど魔族に捕まってしまった今、私にはこの話に乗るほか生きる道はなさそうだ。

　生きたいという本能が、恐怖の中でも足を前へ踏み出させた。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　それから……。

　私が連れていかれた場所は、おそらく魔王の城だった。城の中は真っ暗なのに輝いていて、すべてが黒曜石か何かで作られているみたいだ。

　そういえば魔王軍の主力であるドラゴンなどの魔獣は、魔王が異世界から召喚したものだとウワサされていた。それを考えるとこの城を形作っている鉱石も、異世界のものなのかもしれない。

　魔王の部屋はいくつかの扉をくぐって、さらに長い階段を上った先にあった。

　私は途中、魔族の女性たちの手で風呂に入れられ、薄布のようなドレスに着替えさせられた上でその部屋に入れられた。

　さっきまでいた場所とは違い、部屋の中は暗くて周囲がよく見えない。

　目が慣れてくると、そこは予想以上に天井が高く、広い空間だということがわかった。広い部屋の所々に、ろうそくの灯った燭台しょくだいが置かれている。

　窓はないのか、それとも今はまだ夜なのか……。ここへ来るまでに時間の感覚が狂ってしまってよくわからなかった。

　突然、何かを引きずるような音とともに、剣のように細く尖とがった光が目に飛び込んでくる。

（えっ――？）

　光がすっと大きくなり、その中に人影が立つ。奥で大きな扉が開いたんだということを、私は遅れて理解した。

　あれはきっと魔王だ。

　彼は低く鋭い声で何か言っている。配下にでも指示を飛ばしているんだろうか。よく聞き取れない。

　それから魔王らしき男は硬い足音を響かせ、私のいる部屋の中まで入ってきた。

　彼の後ろでゆっくりと扉が閉まり、部屋はまた元の暗さに逆戻りする。

　彼はため息をつきながら、部屋の中央にある天蓋付きのベッドに腰かけた。ベッドを包む薄いカーテンの向こうに明かりが灯る。

　彼はそこから数歩先にいる私に気づいていないようだった。私が無意識に気配を殺していたせいかもしれない。

　声をかけるべきなのか。でもなんて？　失礼します？　こんにちは？

　それよりいっそ、今のうちに逃げ出すべき？

　ところが私の足は動かなかった。恐怖で動けなかったのか、魔王の姿を見てみたいという好奇心に駆られてしまったのか。きっとそのどっちもだ。

　そのうちにカーテンの向こうの影が動いた。

「そこにいるのは誰だ……？」

　低く気だるげな声に色気が漂う。先ほど指示を飛ばしていたときの声色とは違った。

　私が取るに足らない存在だということに、彼は気づいているのかもしれない。

「なぜ黙っている？」

　ベッドを包むカーテンが、音もなくめくられた。

　するとすぐ白い煙に乗って、甘い香りが鼻に届く。もしかしたら幻覚作用のある植物を吸っているのかもしれない。そういうものがあると、前に話に聞いたことがあった。

　肩にかかる長い髪を、彼が優雅に振り払った。

　すべての光を吸い取ってしまうような、漆黒の髪だった。ともすると彼自身が、漆黒の闇そのものに見える。

「お前、侍女ではないな」

　闇がゆっくりと近づいた。

　それから小さなため息が響く。

「アドニスか……。あいつは女という生き物を過大評価しているようだが。あいにく私は、そういうものに食指が動かないんだ」

　彼がこちらに近づいてきて、ようやく顔が見えた。

　彫りの深い目元に、愁うれいを含んだまなざし。魔族特有の角は、太く湾曲していて立派だった。

　けれども艶のある豊かな髪は乱れ、唇は乾いてみえる。

　ぞっとするような美しさだった。退廃的な美を絵に描いたなら、きっと彼になるんだろう。

「口が利けないのか？」

　乾いた唇に長いキセルが当てられた。

「いえ……」

　震える声で答えたけれど、心臓の早鐘が止まらない。

　恐ろしい。この男は危険だ。本能がそう訴える一方で、どうしてか胸の奥の部分が疼うずいていた。

（この人を、もっと知りたい……）

　組み上がらない組木のパズルが、バラバラになって胸に浮かび上がる。

　それと同時に、私は彼を知っているような気がした。

「アドニスからなんと言われて来た？」

　静かに問いただされる。

　下手な答え方をすれば、今すぐ首が飛ぶだろう。

「ただ……、魔王の元へ行くようにと」

「それだけか？」

　有無を言わさぬ瞳だった。

「魔王が人間を愛するようになれば、この戦いは終わるかもしれない……。アドニス将軍は、そうも言っていて……」

「――くだらない」

　彼の目元が不快そうに細められた。

「あッ――！」

　大きな手がまっすぐに伸びてきて、私の首を勢いよくつかむ。

　かかとが床から離れ、つま先立ちになった。

「……っ、どう、して……？」

　宙吊ちゅうづりになった私は呼吸を求め、パクパクと口を動かしながら彼を見る。

　怒っているのか。私は殺されるのか。

　首を絞め上げる彼の手は、小刻みに震えていた。

　目が合う。落ちくぼんだ瞳に、怒りの色は見当たらなかった。

　怒っているんじゃない、この人は……。

　――頼む！　これ以上、俺の世界をかき乱さないでくれ！

　心の声が聞こえた気がした。

　魔王は苦しんでいる。

　見つめ合い、彼の瞳から――いや……涙がこぼれたのは私の瞳からだった。

　その瞬間――。

「ミスティ……？」

　彼が両腕で私を抱きしめた。

　絞められていた首が解放され、こほこほと咳せきが出る。肺に空気が補給され、ようやく呼吸が楽になった。

「顔をよく見せてくれ……」

　彼の手のひらが私の頬ほおを包み込んだ。

「ミスティ……僕の、僕のミスティ……」

　頬に、鼻筋に……。乾いた唇が何度もぶつかる。

「魔王さま……？」

「ロイだ」

「ロイ……」

　呼んだ次の瞬間には、唇同士が合わさっていた。

　首を絞め上げた凶暴さとは打って変わって、優しいキス。それはだんだんと情熱的なものに変わっていった。

　口の中でねっとりと舌が絡み合う。

　慣れないキス、慣れない相手。それなのに胸が甘く疼くのはどうして？

　私は魔王に恋をしてしまったのか……。

　でも彼が求めているのは死んでしまった恋人で、私じゃない……。そう思うと胸が痛んだ。

　彼だって、私がミスティでないことはさすがにわかっているはずだ。

　キスしていた唇が外れると、彼は目を伏せて長いため息をついた。

「あの……？」

「すまない……」

　恥じ入るような反応に、私は驚く。

「ミスティは、どんな人だったんですか？」

　聞くと、彼はゆっくりと考えるような間を置いてから答えた。

「幼なじみで、小さいころからずっと一緒だった。初めて愛した人だった」

　初めて。その言葉に甘酸っぱい響きが混じって聞こえる。

「君は？」

　短く聞き返された。

「私の初めての恋人は……。戦いの中、私を見捨てて逃げました」

　口にするとほろ苦かった。でも仕方のないことだと思う。誰だって命は惜しい。

　そして皮肉なことに、今いる相手はその戦いを仕掛けてきた張本人だった。

「そうか……、君と私は見捨てられた者同士なのか。悲しいものだな」

（え……？）

　魔王の言葉に戸惑った。でも、その意味はなんとなく理解できた。

　この世界に居場所がないと感じている。

　考えているうちに、さっきまで顔に当たっていたキスがいつの間にか胸元へ下りていた。

「あっ……」

　布越しに、胸の膨らみを鷲わしづかみにされた。どう反応していいかわからなくて、私はただ声をかみ殺した。

　彼の手のひらが肌をなで、邪魔な服を剥ぎ取っていく。

　ここへ来てから着せられた薄布のようなドレスは、すぐにそれを許してしまった。

　胸や腹があらわになって、彼の興味は昔の恋人に似た私の顔から、体の方へ移っていったようだった。

　そのうちに腰を抱き上げられ、上半身をベッドに押しつける格好でうつ伏せにされる。

　私はここで、魔王の慰なぐさみものにされるのか。どうしてか、それでもいいと思った。

　彼の手が、ドレスの裾を押しのけ下半身に触れてくる。

「……ああっ……」

　こんな状況でも、私の体は熱い愛撫あいぶに高まっていった。命の危機にあるからこそ燃え上がるのかもしれない。

「君は淫らだ。私に触れられて、こんなにも濡ぬれている……」

　彼の長い中指が私の中に侵入し、体の内側への奉仕を始めた。

　私は上半身をベッドに投げ出したまま、手に触れていたシーツを強くつかむ。

「あ……だめ……！」

　感じやすい内側の粘膜を、丹念に掻かき回された。

「君は私に抱かれに来たんじゃなかったのか？」

　背後から聞こえる声に、欲望の色が混じっている。女に食指が動かないと言っていた彼が、気持ちを変えたのか。

　そのうちに指が引き抜かれ、代わりにもっと硬く重たいものが押しつけられる。そしてその瞬間はすぐにやってきた。

「……ふ――いやあっ！」

　どこか夢うつつだった私は、目の覚めるような衝撃に体を強ばらせた。

　人間と魔族では種が違うけれど、番つがうことはできると聞く。この行為によって孕はらむこともあるんだろうか……。そんなことを考えたら、体の奥が甘酸っぱく疼いた。

　吐息と彼の髪が、首の後ろにかかる。

　上半身をひねって振り向くと、彼は眉間にしわを寄せ、わずかに開いた唇から、熱い息を吐き出していた。

　彼は切ないくらいに儚はかなげで、とても美しい。今まさに、女に無体を働いているようには見えなかった。

「ロイ……」

「ああ――、君がもっと必要だ」

　背中から抱きしめられ、深いところを穿うがたれた。

「やあっ！」

　体と体が深いところでぶつかり合う、生々しい感触。突き抜ける快感に意識が飛びかける。

　けれどもロイは止まらなかった。

「もっとだ」

「待って……」

「ダメだ、もっと――君が必要なんだ！」

　暗い部屋の天井に、じゅくじゅくと濡れた音が響く。

　息もできないでいる首筋に、噛かみつくようなキスが降ってきた。

　ああ……。彼の「もっと」は、どこまでいけば満たされるんだろう？

　私は彼の、ぞっとするような重さを知っている。それも痛いほど。

　頭の中にバラバラに散らかっていた、組木のピースが宙を飛び交い組み上がる。

　――そう、私はミスティ。人間として生を受ける前、前世で魔族だったころの私の名前がそれだった。

「ああっ、ロイ！　お願い、もう――……」

　どうしてこんなことになったのか……。恋人は魔王になり、平和だった世界を暗黒の世に変えてしまった。

「ねえ、ロイ……こんなの、ダメ……」

　彼の動きが緩やかになって止まる。

「……だったらどうすればいい？」

　己を私の深いところに留め、彼は聞いた。魔王は迷子のような顔をしていた。

　そう、彼は迷子なんだ。世界を壊してしまうほどに混乱して、未来を見失っている。

　だったら、目指すべき未来はひとつしかない。

「もう、悲しいことは忘れて……。人間と和解してほしい……」

　そんな私の言葉に、返ってきたのは、深い深いため息だった。

「君は……やっぱりただの人間なのか……」

　彼の両手が首にかかった。体はまだ繋つながったままなのに……。

「……っ……ロイ……どうして……」

「人間は、滅ぼさなければならないんだ。ミスティのために……」

　首に掛かった両手に、徐々に力が加えられる。

「夢を見させてくれた礼だ。せめてこの手であの世へ――」

　私の命を潰そうとする彼の手は、冷えて震えていた。

　ロイ……。せめて顔が見たい。

　振り向こうとしたけれど叶かなわなかった。

　意識が急激に遠のいて――。

　私が最後に感じていたのは、まだ体内に留まっている彼の一部だった――。
















２章　水辺







　水の香りがした。水草と、水辺に葉を茂らせる草木の香り。

　暖かい。日だまりと、水気をたっぷり含んだ空気が肌を包んでいた。

　体を芯から浄化させ、活動を促してくれる自然の力を感じる。

　ずっとこうしていたい。もっと世界を確かめ、世界と繋がりたい。

　だんだんと後者の思いが強くなり、私はまぶたを持ち上げた。

「あ……」

　目を開けるとそこは、美しい湖のほとりだった。木々の隙間を通ってきた風が水面をなで、私の元へ涼しさを運んでくる。

　水面がキラキラと輝いていた。湖は、首を回せば見渡せるほどの広さだ。

　私は何をしていたんだろう？　どうしてここに寝そべっていたのか。

　湖のほとりに座り込み、まだぼんやりした頭で考えていると、突然肩に触れられる。

「ミスティ、大丈夫？」

　振り向き、私は息を呑のんだ。

　なぜならそこに魔王がいたからだ。

「魔王――!?」

　首を絞められたときのショックがよみがえり、ヒュッとのどが鳴る。

「……？　魔王って何？」

　目の前の彼が不思議そうにまばたきした。

「魔王じゃない……？」

「何言ってるの。ロイだよ、君の幼なじみの」

　彼は白い歯をのぞかせて笑う。

「ロイ……」

　そうだ、彼は私の知っている幼なじみのロイだ。魔王とは違う澄んだ瞳、若々しい肌をしている。髪は魔王と同じ艶のある黒髪だけれども、軽くひとつにまとめていた。

　でもどうして？　ロイは魔王になって、魔王の城にいたはず……。

　そこで私は別のことに気がついた。今いる場所に、見覚えがあるということだ。

　ミスティだったころ、私は綿わた摘つみをしながらよくここへ来ていた。この湖の周辺に、野生の綿花がたくさん咲いていたから……。

　視線を落とすと、身につけているエプロンのポケットに、白くてふわふわな綿花がたくさん詰まっていた。

　倒れたときに落としたのか、周囲にも白い綿花は散らばっている。

（どういうこと……？　私は……）

　立ち上がり、湖の水面をのぞき込む。

　揺れながらそこに映るのは、ほっそりした手足を持つ小柄な女性。さらに身をかがめると、少女から大人になりかけの、やや幼い顔が映った。額が広めで顎は細い。

　そして額の両脇から、小さな角が生えていた。

（ミントじゃない！　前世でミスティだったころの私!?）

　角は魔族の特徴だ。

「私、ミスティなの？」

「え……、それも忘れちゃった？」

　ロイが私の周りをぐるりとひと回りした。

「ほんとに大丈夫？　転んで頭でも打った？」

「…………。そうかも？」

　ミントだったころの記憶は、転んで気を失っていた間の長い長い夢だった？　そうじゃなかったら、私は生まれ変わる前の時間に戻ってきてしまったことになる。

　わからない……。どちらも現実味がないように思えた。

　ただひとつ言えるのは、私は今ミスティだったころのことをはっきりとは思い出せないということだ。

　ロイの顔は覚えている。自分がお針子で、糸を紡ぐのに綿花が必要だったということも。

　でもどうやって暮らしてた？　家や家族は？　まず家への道が思い出せない。

「ミスティ、本当に大丈夫？」

　ロイが心配そうにのぞき込んできた。

「綿摘みはまたにして、今日はもう帰って横になった方がいいよ。送ってく」

「うん……」

　とりあえずロイについていけば家がわかりそうだ。

「ああ、でも……ロイは何か用があってここに来たんじゃないの？」

　ふと気づいて聞くと、頬をぷにぷにといじられる。

「いじわるだな。今さらそれを聞くなんて」

「え……？」

「君に会いたくて来たんだよ。それ以外に、僕がここへ来る理由がある？」

　固まっていると、今度は頬にキスをされた。

「僕はいつだってミスティに夢中だよ」

　ロイとの距離が思った以上に近かった。

　凜りんとして整った顔立ち。けれども浮かべる表情は、どこまでも甘い。目を奪われてしまうのに、近すぎてどんな顔をしていいのかわからない。ドキドキしてしまってダメだった。

「なんで目を逸らすの？」

　ロイは甘えるように聞いてくる。

「だってロイ、近くない？」

　前髪同士が触れ合った。

「そうかな？　僕はこの距離が気に入ったよ」

「！」

　顎をつかまれ、今度はしっとりと唇が合わさる。

（えーっと、待って待って！　私このとき、ロイと付き合ってた？）

　ロイに愛されていたことは、遙はるか彼方の記憶として残っている。けれども覚えているのは記憶というより感情だ。具体的なエピソードは思い出せなかった。

　考えているうちにロイの唇が一旦離れ、キスの角度を変えた。さっきよりもキスがいちだんと深くなる。

「……んんっ、待ってロイ」

　私はとっさに彼の胸を押し返した。

「あっ……、ごめん。でも今、私そんな気分じゃなくて……」

　ロイを傷つけてしまったかもしれない。彼の驚いた顔を見て混乱する。

　ところがロイは、まぶしそうに私を見つめ、頬を染めた。

「僕こそごめん。ミスティがめずらしくキスを許してくれたから、つい」

「え……？」

（……ってことは私たち、付き合ってない？）

　なんだか力が抜けてしまった。

「もう、びっくりさせないでよ」

「ん？　何をびっくりしたの？　キスしたこと？」

「……なんでもない……」

　私は気まずさの中、手の甲で唇をぬぐった。

「そうそう、ドレイクの卵を拾ったんだ」

「ドレイクの卵？」

　ドレイクはドラゴンの一種だったか。

「うん。僕の召喚に応えてやってきた子が、卵を産み捨てて異世界に帰っちゃって。今度見においでよ」

　話題がキスのことから離れてくれてよかった。

（とりあえず今、私とロイは付き合ってなくて、私たちは村で平和に暮らしてる？　でも、ミントの記憶は……）

　頭の中の整理がつかない。

「どうしたの、ミスティ？　またぼーっとしてる……」

「あっ。うん、ちょっと……」

　それからロイが落とした綿を拾ってくれて、私たちは里へ戻った。
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　谷間の森にひっそりとあるこの村は、魔族の隠れ里だ。

　目立つ建物は大きな木の上にある集会所と粉ひきの水車小屋、それから穀物倉庫ぐらいだ。

　人々は石造りや木造の、簡素な家に住んでいる。村全体でも、家の数は三十にも満たなかった。

　村の周囲には沼地をそのまま利用した畑が点在している。

　あの魔王の城と比べると、里での魔族たちの暮らしぶりは信じられないほどに質素だ。

　集会所前の広場に、若者たちが数人集まっていた。

　彼らは思い思いの場所に立ったり腰かけたりして、楽しそうに話している。

　ロイと一緒に近づいていくと、輪の中心にいる人物に目が留まった。

　アドニスだ。

「チャオ～、ミスティちゃん！　それにロイ」

「アドニス将軍……」

　私は思わず固まる。彼もこの村の住人だったのか。

「何、〝将軍〟って」

　アドニスは声をたてて笑った。

　今の彼は将軍でなく、村の若者みたいだ。よく見ると、ミントを捕まえたときの彼よりだいぶ若い。年はハタチ過ぎくらいか。

　アドニス将軍の持つ狂気の気配がなりを潜めていた。

「兄さん、帰ってきてたんだ？」

　私の隣でロイが言う。

（えっ、兄さん？）

　アドニスはロイの兄だったのか。そう言われるとそうだった気もする。ぼんやりとだけれども思い出してきた。

「ただいま、ロイ」

　彼は華やかな笑みを浮かべた。

「また人間に化けて、彼らの街へ？」

　ロイが呆あきれたように言うところを見ると、アドニスは人間の街に行ってばかりいるのか。他のみんなは綿や麻布でできた素朴な衣服を着ているのに、彼だけが人間の街で見るような、艶やかなシルクを身につけていた。

　アドニスが答える。

「そうだよ。今みんなにもその話をしてたんだ。人間の街は楽しいよ。飲み屋や劇場もあって。市だって毎日立つしね」

「劇場？」

「うん。お芝居をしたり、歌ったり踊ったり！　ロイだって、一度行けば帰りたくなくなるよ」

　言われたロイは、ちらりと私を見て言った。

「僕はいい。ミスティがいるから」

「ははっ。何もかわいこちゃんは、ミスティちゃんだけじゃないんだよ」

　そう言いつつ、アドニスは私の方へウインクを飛ばす。

「もちろん、ミスティちゃんが世界一だけどねっ！」

　なんのフォローなんだろう。彼の軽薄なところはアドニス将軍と変わらないみたいで、私は思わず彼をにらんでしまった。

「おおっ。その冷たい視線、痺しびれるねえ！」

　アドニスは何が面白いのか、ケタケタと笑っている。

　そんな彼に、ロイが真顔で返した。

「ミスティが誰よりも素敵なのは知ってるけど、そういうことじゃなくて。僕はいつもそばで彼女を守りたいんだ。ミスティは小さいころから体が弱かったから……」

　ロイの言う通り、ミスティは心臓が弱くて走ったり踊ったりすることができなかった。私とロイが幼なじみとして一緒に育った理由も、主にそれで……。

　そこへ集会所から、縄ばしごを使って白いひげの老人が下りてきた。彼は確かこの村の長老だ。

　ひげは白いが眼光は鋭く、足取りもしっかりしていた。老人といっても、歳はまだ還暦を過ぎたばかりか。

「アドニス、ふらふらと外へ行くのはよせと言っただろう！　人間との交流は危険だ。彼らは魔族を恐れている。魔族であることが知られれば、命を狙われる」

「長老、大丈夫だって～！　僕、そんなヘマしないから」

　アドニスはヘラヘラ笑って肩をすくめた。

「どうだかな」

　長老は周囲にもにらみを利かせる。

　居づらい空気になってしまった。広場に集まっていたみんなはゴニョゴニョと言葉を交わしながら、それぞれの家や畑へ散っていく。

　長老も集会所へ戻っていき、広場は静かになった。

（この時代、魔族たちはこの隠れ里に隠れて生きてたんだ……。それが、なんであんなことに……）

　静かな里の景色を眺め、私は途方に暮れる。

　この村が人間の手で焼かれ、私は死んで、ロイは魔王になるなんて……。

　そしてあの人間狩り――。

　サンダルの底がはげ、私は石畳につまずいて……。

　爪先つまさきの痛みをふいに思い出した。

「……――！」

　あれは夢じゃなかった。私は今それを確信した。

　なぜならミスティは走れない。走れない私が恐怖におののきながら、あんなふうに走る夢を見るなんて……。あり得ない。

　あれは夢なんかじゃなく現実だ。

　私はミスティとして命を終えたあと、人間に転生し魔王に殺された。そしてまたミスティだったこの時間に戻ってきた。

「大丈夫？　ミスティ……」

　ロイが不安げにする。

「私……」

　血の気が引いていった。目の前にいる純朴な幼なじみが、いずれ魔王となり、世界を恐怖に陥れる。そしてその原因が私だなんて……。

「ロイ、私――」

　ふらつき、彼の腕に抱き留められた。

「ミスティ!?」

「ごめん……」

「横になった方がいい。家まで運ぶ。そのあと薬師のおばさんを呼んでくるから！」

　ロイは私を横抱きにして、集落の外れにある家へ走った。
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　それからどれくらい経ったのか。目を覚ますと私は布団の中にいた。

　あれからすぐ眠ってしまったらしい。

（もう夜……？）

　起き上がっていき外を見ると、魔族の隠れ里は静寂の中に沈んでいた。

　私はどうすればいいのか……。おそらく私だけが、この先世界に訪れる、不幸な未来を知っている。

　怖い……。じっとしているのも恐ろしい。
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　気づいたときには私は月明かりを頼りに歩き、ロイの家の前まで来ていた。

　彼の家を覚えていたことが驚きだけれど、それくらい歩き慣れた道だったんだろう。確かにここはロイの家だ。

　石造り母屋に明かりは灯っていない。手前にある、家畜小屋の方に明かりがあった。

（ロイ……？）

　入り口の戸がわずかに開いていたので、私はそっと小屋の中へ足を踏み入れる。

　小屋にはロイの魔獣たちが繋がれていた。

　みんな寝静まっているみたいだ。曲がったくちばしを持つグリフォンが、入り口のそばで羽を休めている。その隣で番犬のケルベロスが、眠りながら鼻を鳴らした。

　そんな中、ロイは奥に積んである飼い葉の上で、横になっていた。

　眠っているみたいだ。今なら彼を亡き者にできるかもしれない。

　そうすれば、世界の不幸は止められる。

　私は小屋の壁に立てかけてあった、少し錆さびたハンティングナイフを手に取った。

　足音と息を殺し、一歩ずつ近づいていく。

　非力な私が人を殺せるだろうか。わからない。でも、やらなきゃ。

　あと一歩でロイの首元に手が届く……。

　ところがそのとき、私はあることに気づいてしまった。

（ロイ……？）

　彼は腕の中に、人の子どもの頭ほどもある大きな卵を抱いていたのだ。

　きっとこれがドレイクの卵だ。

　確かロイは、召喚したドレイクが卵を産み落としていったと言っていた。

　ロイは親のドレイクを召喚した手前、その卵に責任を感じているんだろう。親から離れてしまった卵は、誰かが温めなければ孵かえることなく腐ってしまう。

　ナイフを握った手が動かなくなってしまった。

　ロイは優しく清らかだ。そんな彼の命を、まだ犯してもいない罪を理由に奪おうとするなんて……。

（私……何考えてたんだろう……）

　私は呆然ぼうぜんと、握ったナイフを見下ろした。

　そのとき、ロイが動く。

「……!?」

「え、ミスティ？　君っ、何やって――」

　ロイはさっと身を超し、私の顔と、自分自身に向けられたナイフの切っ先を見比べた。
















３章　魔獣使い







「ミスティ……、何してるの？」

　卵をそっと横に置き、戸惑いの表情でロイが尋ねる。

　なんて答えるべきなんだろう？　ナイフを握る手が汗でぬめるのを感じながら、私は思考をフル回転させた。

　林檎りんごでも剥こうとした？　林檎なんてここにはない。

　だったらナイフを借りにきたとか！　こんな夜更けにナイフを借りに来る理由もなかった。

　どうしよう……。言い訳のしようがない。

　背中を冷たい汗が伝った。

「グワアッ！」

　後ろでけたたましい鳴き声が響く。さっきのグリフォンだ。

　驚いて振り向くと、いつの間に気づかれたのか、ケルベロスが三つの頭を低くしながら私のすぐ後ろまでにじり寄っていた。

　他の魔獣たちも次々とこちらへ首を回す。

（まずい！）

　彼らにとってロイは主あるじだ。魔獣たちは主を守ろうと、次々と私に襲いかかってきた。

「きゃあっ！」

　ケルベロスに突き飛ばされた私を、今度は巨大なクサリヘビが宙吊りにする。

「ミスティ!?」

　ロイが駆け寄った。

「ナイフを離して！」

「えっ？」

「――お前たち！」

　今にも飛びかかろうとする魔獣たちを、ロイが制止する。

「彼女を傷つけるな！　この命令は絶対だ！」

　声に乗せた魔力の波がロイを中心に広がって、大きな魔獣たちをその場に縛り付けた。

（すごい……！）

　力では適わないはずの魔獣たちが、ロイの前では大人しくなり、彼の一挙手一投足に注意を払っている。

　魔獣使いは魔獣たちの王だ。

　私は宙吊りにされたまま、昼間の穏やかなロイとは違う、有無を言わさぬ横顔に見とれた。

　手からナイフが滑り落ち、クサリヘビが私をゆっくり下ろす。

「ミスティ……！」

　ロイに抱き留められた。

「大丈夫？　怪我はない？」

「ロイ……」

　もう彼はいつものロイに戻っていた。

「ごめんね、僕の魔獣が……。怖かったでしょう？」

「そんなことより……」

　ナイフは足下の土に深く突き刺さっていた。そこが地面でなくロイの首筋だったら……。想像すると、今さらながら震えてしまう。

「ごめんなさい……。私、本当にどうかしてた……」

「いいよ……」

　ロイはなだめるように、私の肩を優しく叩たたいた。

「いいって何!?　私今、ロイのこと殺そうとしてたんだよ!?」

　こんな私に優しくされる資格なんかないはずだ。

　ところがロイは警戒を解くように息をつき、私のこめかみに唇を押し当てた。

「君になら、殺されたって構わないよ」

「なんでそんなこと……」

「なんでだろう。理由はいくつも思い浮かぶけど……」

　彼は私を見て小さく微笑み、言葉を続ける。

「僕に魔獣使いの力があるってわかったとき、村の大人たちは力が強すぎるって僕を殺そうとした」

　言われて私も思い出した。異世界から魔獣を召喚し、従わせる力――それを持つのはロイと、あとは伝説上の英雄だけだった。この村ではそういう力を持つ者は、何代も出ていない。

　危険な力を持つロイを、村の住人たちが受け入れられなかったとしても不思議じゃない。

「あのころ、幼い僕が殺されることはなかったけど、今はどうだろう？　僕たちはもうすぐ十八になる。誰がいつ、僕を殺しにくるかわからない。覚悟はしてる……」

　私を抱きしめるロイの腕に、力がこもる。

「だからね、君に殺されるなら僕は本望だよ。君のためならいつでも死ねる。愛してるよ、ミスティ……」

　そしてそっと、唇が合わさった。

「ロイ……」

　強いからこそ、彼は力のない私を大切にしてくれる。大きな優しさを持っている。

　不安にさいなまれていた私は、そんな彼にすがりたい気持ちになっていた。

「嫌じゃないの？　キス……」

　額を押しつけ、ロイは甘い声でささやく。

「……嫌じゃないよ、ロイとなら……」

　彼の腕の中、私は目を閉じてキスに応じた。

　私はたぶん、ロイが好きだ。

　今まではきっと、恥ずかしくてキスを受け入れられなかったんだと思う。だって今、彼にキスされてときめいている。

「どうしよう、嬉うれしい……」

　ロイが私を飼い葉の上に横たえた。ふたり横になって、まだキスは続く。

　触れ合う吐息と唇が、甘酸っぱくてしょうがない。

　キスしながら、彼の体が次第に高まっていくのがわかった。

　けれども私たちは十七で、たぶん未経験で、付き合ってはいなくて。今日初めてちゃんとキスしたばかりだった。

「あの、ロイ……」

「ん……？」

「これっ、ちょっと展開早くない!?」

　忌憚きたんのない意見をぶつけると、彼は私を見てとろけるような笑みを浮かべる。

「大丈夫だよ。ミスティが僕とそうしたいって思うときまでしないから」

　つまり我慢する気でいるのか。でも……。

「私がそうしたいと思うときって……。ロイ、私の頭の中なんてわかんないでしょ」

　言い返す声が裏返った。

　だって私はそのときになっても、きっと「したい」なんて言えない。

　そして今ちょっと、流されてもいいかな、なんていう気持ちになっている。ロイはそのことに気づいていなかった。

「顔を見たらわかるよ」

　彼は当たり前みたいに言う。

「ううん、わかってないと思う……」

「そうかな？　ミスティだって、僕の顔見たらわかるでしょ」

（顔っていうか、下半身を見たらわかるけど……）

　とろけるような笑みを浮かべながらも、ロイの雄の部分はズボンの中で窮屈そうにしていた。

（こんなにくっついて、つらくないのかな……？）

　ロイの清らかな献身に、違う意味で胸がドキドキしてしまう。

「……大丈夫？　ちょっと離れない？」

「嫌だ。離れたくない」

　ロイが私の腰を両腕で抱きしめた。

　ああ。とっても言いにくいけど当たってる。

「せっかくこんなに近くにいるのに。一秒だって離れたくない！」

（えーっ、これはもしかして、我慢比べみたいな？）

　ロイの清らかな献身、言ってしまえば生殺しの状態は朝まで続き……。

　私は彼の家の家畜小屋で、朝を迎えることになった。

「ん……」

　首筋にくすぐったさを感じ、私は目を覚ます。

「あれ……？」

「おはよう、僕のミスティ……」

　ロイの両腕が昨夜と同様、私の腰に巻き付いていた。

　そしてさっきから何度も首筋に当たっているのは、彼の唇だ。

　おはようと言ったくせに、抱きしめる腕が緩む気配はなかった。これじゃあ起きられない。

「ねえロイ、起きようよ」

「その前に……んっ」

　正面からたっぷりと唇を吸われた。

「んっ……。もう、起きる気ないでしょ？」

「そんなことないって」

「ドレイクの卵は？」

　私を抱きしめ続けるより、卵を温めるべきだと思う。

「ここ」

　そう言われてロイの視線をたどると、彼は股間に卵を挟んでいた。

「！」

　いくら丈夫な殻に包まれているとはいえ、卵が気の毒だ。

「ロイ、いい加減に――」

　そのとき、小屋の窓から、ひょっこりアドニスが顔を出した。

「あれ？　ふたりの声がすると思ったら……お楽しみ中だった？」

「えっ？　違っ……」

　私たちは飼い葉の上で横になり、抱き合ってキスしていたわけで。そういうことをしていると思われても仕方ない。

「そうかー。村一番の美女・ミスティちゃんが、ついにロイのものに！」

「だから違うってば！」

「そんな真っ赤になって否定しなくても……」

　慌てる私とは対照的に、ロイはマイペースに答える。

「ミスティは産まれたときから僕の天使だよ」

「もう、ロイ？」

「昨日の夜は本当に、天にも昇る心地だった」

　ロイの唇がまた私の首筋をなでた。

「ちょっ……、誤解されるようなこと言わないでよ！」

　そんな私たちを眺め、アドニスは嬉しそうに話し始める。

「わかるよー。僕も初めて女性と同衾どうきんしたときは、興奮してしまって二、三日は眠れなかった。奥手なロイと違って、十二、三歳のころだけどねっ」

　アドニスのそういう不埒な武勇伝は、いい加減に聞き飽きている気がした。覚えてないけど。

（ダメだこの兄弟……。まともに相手してたら疲れる！）

「私そろそろ綿摘みに行かなきゃ」

　強引にロイの腕の中から這い出した。

「待って。昨日みたいに倒れたらどうするの？　今日はゆっくり休むべきだよ。僕と一緒に、ね？」

　ロイはそう言って腕を伸ばすと、私を腕の中へ引き戻す。

「えええ……？」

　このまま一日中、ロイの腕の中で過ごすのはさすがに気が遠くなる。体の欲求が暴走してしまわないとも限らないし。

「ねえ……」

　言い返そうとすると、私より先にアドニスが口を挟んだ。

「ロイは長老の家の畑に、クガランナを貸しに行く仕事があるんじゃない？　離れがたいとは思うけど、ミスティちゃんと一緒にはいられないよ」

　アドニス、ナイスアシスト！　私は記憶がある中で初めて彼に感謝した。

　ちなみにクガランナはロイが使役している魔獣の一種で、牛に似た生き物だ。今日は農作業のために貸し出すことになっているみたいだ。

　農作業や荷運びのために魔獣を召喚するのは、村でのロイの役目だった。

「そうだった。長老は魔獣づかいが荒いから、なるべく元気のいい子を召喚しなきゃ……」

　ロイはしぶしぶといった様子で身を起こした。

　アドニスが続ける。

「もう日が高いから、早く連れてかないと長老の雷が落ちるよ。あの人、詠唱なしでいきなり雷を落とすからなあ……。油断するなよ？」

　雷っていうのは長老の魔法で、つまり比喩でなく物理的な話みたいだ。

「うん。でも……」

　離れがたいのか、ロイは指先を使い、私の乱れた髪を丁寧に整えた。

「ねえ、やっぱり……長老の畑は明日でもよくないかな？」

「よくないでしょ！」

　私は呆れながらロイの髪を雑に直す。

「早く行ってきて！」

「うん……。ミスティ、愛してるよ」

「うん、私も」

　そう言わないと、ロイが仕事に行ってくれそうになかった。
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「ああっ、ミスティ！」

　ロイは私を強く抱きしめると、何度も振り返りながら小屋を出ていく。

「行ってくる！」

「いってらっしゃーい！」

　離れていく背中を見えなくなるまで見送ったあと、私とアドニスは家の前で顔を見合わせた。

　アドニスが苦笑いで言う。

「ロイはいつも君のこと守りたいって言ってるけど、どっちかというと君の方がママだよね。ロイはママの手を離せないちっちゃな子どもだ」

「私もちょっと、そんな気が……」

　ロイは強く優しい。ただ、私に執着しすぎている。それは明らかだった。

（あんなに甘々なロイが、世界を恐怖に陥れる魔王になるなんて……）

　信じられない、と胸の中で言いかけて、私はヒュッと息を呑んだ。

　そうだ……。あの執着愛こそが、彼を魔王にしてしまった原因だ……。

　ロイが自立した精神の持ち主なら、いくらなんでもあそこまで、昔の恋人を引きずらないだろう。気だるそうにキセルの煙を吸っていた、魔王の姿が脳裏に思い出された。

「私が死んでしまったら、ロイは……」

　思わず声に出してつぶやくと、アドニスが冗談めかして言ってくる。

「それは大変なことになるな！　ロイは君のいない世界なんて受け入れられずに、魔獣を使って滅ぼしちゃうかもね？」

「えっ――？」

　――人間は、滅ぼさなければならないんだ。ミスティのために。

　魔王の言葉を思い出し、背筋が凍り付いた。

「何……、冗談だよ。大丈夫？」

　アドニスが不思議そうにする。彼もまさか弟が魔王になり、自分がその部下として働く羽目になるなんて考えてもいないだろう。

「ううん、なんでもないの……。ただ私たち、今のままじゃダメだと思って……。私はロイのママじゃないし、ロイにはもう少し冷静になってもらわないと……」

　それだけ話すと、アドニスは形のいい顎をなでながらうなずいた。

「それもそうだね。ロイは小さいころからミスティちゃんにべったりだったから。たまには他の女の子にも、目を向けてみた方がいいかもね。ああ、もちろん君もだよ」

「私も……？」

「そう、君も」

　彼はにっこり微笑む。

「ふたりとももっと広い世界を知らなきゃ、本当の意味でお互いの良さもわからないでしょ？」

「それはまあ……」

　こんな小さな村だ、同年代の若者は数人しかいない。その中でくっついたり離れたりするのは、残念ながら、消去法で選んだ結果と言えるのかもしれない。

「ミスティちゃんもさ、一旦ロイと離れてみるのもいいんじゃない？」

　アドニスはまるで言い聞かすように、私の肩に手を置いた。

　見つめる彼の瞳が輝く――。
















４章　街







「ミスティちゃんもさ、一旦ロイと離れてみるのもいいんじゃない？」

　そう言われて私は、目の前に広がる里の景色を見渡した。

　ロイは林の向こうに行ってしまい、のどかな朝の村に今、人影は見当たらない。

　森の木々とまだらに立つ家々が、静かにたたずんでいるだけだった。

「ロイと離れるって……。でもどうやって？」

　ここは隠れ里にある狭い村だ。お互いの家は目と鼻の先だし、生まれ育った場所だ。周囲の森だって、ロイにとっては自分の庭のようなものだった。

　それを考えたら私たちが離れるなんていうのは難しい。

　だからといって体の弱い私が、里の外へ行くのは容易でない気がした。

「そうだなあ……」

　アドニスは腕を組み、何か企むような顔をする。

「こんなのはどう？　僕と一緒に人間の街に行くのは」

「人間の街に？　ロイじゃなくて、私が？」

　聞き返す私に、彼は大きくうなずいてみせた。

「そうだよ、君が！　面白そうじゃない？　僕も近々また人間の街に行くつもりだしね。しばらく君と離れれば、ロイも燃え上がりすぎた恋の熱を少しは冷ますはずだ。うん、我ながら名案！」

　晴れた日の太陽を反射して、波立つ金髪に囲まれたアドニスの笑顔が輝く。

（……どうしよう？）

　アドニスを信じて付いていって大丈夫なのか？　正直そこは疑わしい。

　一方で未来を変えるためには、前と同じことをしていてはダメだと思った。

　そして古い記憶を探ってみた結果、私はミスティだったとき、人間の街に行ったことはなかったはずだ。

「うーん……」

　アドニスと街へ行くのも、案外現実的な選択肢に思えてきた。

「何？　もしかしてこの僕が信じられない？」

　黙ってしまった私を見て、アドニスは笑いながら聞いてきた。

「考えてもみてよ。僕と君は幼なじみだ。お互い気心は知れてるし、君に手助けが必要なことはわかってる。悪いようにはしないよ」

「本当に……？」

　私はアドニスの口車に乗って魔王の部屋に行き、命を失ったばかりだ。

　けれどもあれは私がミントだったからで、今は幼なじみのミスティだ。アドニスも幼なじみに対してなら、危険の中に放り出すような、雑な扱いはしないに違いない。

「行こうよミスティちゃん。きっと楽しいよ！」

　彼が背中を押してくる。

「わかった、行く」

「本当に？　やった！　旅の楽しみが増えたな！」

　アドニスは嬉しそうに手を打った。

「それでいつ人間の街へ行くの？」

「そこだよな……」

　彼は周囲をうかがい、相変わらず人影がないことを確認してから私の耳元へ顔を寄せた。

「ロイや長老たちに見つかれば、きっと止められる。明日か明後日か、隙を見てこっそり夜に出かけよう。君はいつでも行けるように旅の準備をしておいて」

「わかった」

「一番近い街へ行くから、夜中に出れば次の日にはたどり着く。向こうでの滞在はざっくり三、四日かな？　あんまり長いと村のみんなが心配するだろうし……。でもま、行ってから考えよう」

　それくらいなら体力や、お金の負担はなんとかなりそうだ。私も頭の中で、旅の準備をし始めた。

　どんな旅になるのか……。
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　魔族の隠れ里から一番近い人間の街は『リシツェン』という名前が付いていた。

　私も少し前まで人間の娘だったから、人間の街についてはアドニスよりも知っているはず。密かにそう思っていたけれど……。

「何これ……？」

　アドニスと人間のフリをして行った劇場は、私の知っているものとはまるで違った。

　賑にぎやかな音楽が響くフロアには、無数のランプとテーブルが並んでいる。正面には一段高くなっている舞台が。

　その舞台では踊り子が、音楽に乗って激しく足を振り回していた。

　スカートの中が丸見えで、私は目のやり場に困ってしまう。

　しかも曲が変わって次に出てきた娘たちは、すました顔で胸をさらけ出していた。

「うーん。今日も踊り子さんたち、気合い入ってるね～！」

　アドニスは平気な顔でビールのジョッキに手を伸ばしている。

　独特の苦みを持つ発酵香が私のところまで香ってきた。ここに入った瞬間から鼻についていたのはこの香りだったのか。

「ミスティも飲みなよ」

「ううん、私はいい……慣れてないし」

　魔族の村では、お酒はハレの日くらいにしか飲まないはずだ。それをガブガブ飲んでいるアドニスにびっくりする。

　けどそれよりもっと気になるのは舞台の方だ。

「ねえ……、いつもこんな感じなの？」

　私がそっと肘をつつくと、アドニスは困ったように笑った。

「勘違いしないでよ？　これは芸術！」

「芸術？」

「つまり、彼女たちがおっぱいを出すのはエッチな意味じゃなくて、その……」

　彼は自分の胸筋をもみながら、言葉の続きを考えている。

「そう！　きれいだから！」

「きれい……？」

　わかるような、わからないような……。正直ピンとこなかった。生まれ変わった上に過去に戻っているのに、私の人生経験が足りないのか。

　反応に困っている私に、アドニスは続ける。

「ミスティちゃんのおっぱいだってきれいだよ。見たことないけど……あっ、今度見せて？」

「……はい？」

　その笑顔を見て気づいた。この人の言うことを、理解しようとすること自体が間違いだった。

　踊り子さんを見るのはやっぱり居心地が悪いし、アドニスの話に真面目に返すのも疲れる。

「甘いお酒もあるけど飲んでみない？」

「私はいい……」

「そんな硬くなってないでさー。ほら、ミスティちゃんもせっかく来たんだから楽しも？」

　そもそもアドニスは、下心があって私をここへ連れてきたんじゃないのか。そんな疑問がふと胸にもたげた。誘うときは幼なじみであることを強調されたけれど、なんというか、これはきっと口説かれている。

　彼の手が肩に回ってきたので、私はさっとその腕を避けた。

「私、先に宿へ戻るね」

「えっ、もう？」

「気分じゃなくて」

　ところがそこへ人波をかいくぐるようにして、人間の女性たちが近づいてきた。

「アドニス！」

「やあ、ハニーたち！」

　アドニスの知り合いみたいだ。

「いらしたなら声をかけてくださらないと」

　黒髪の女性がアドニスの腕にしなだれかかる。

「もう会えないかと思ったわ」

　赤毛の子がもう片方の腕に絡みついた。

「また遊びに来てくれるって約束したでしょう？」

「もちろんそのつもりだよ」

　アドニスが赤毛の子の髪にキスをする。

　黒髪が彼の二度腕をつねった。

「あら、マリアともそういう関係だったの？　だったら私はお払い箱かしら」

「そんなこと言ってバーバラ、自信満々の顔じゃないの」

　ふたりの女性の間で火花が散る。アドニスはふたりともに手を出しているのか。女性同士が知り合いだっていうのに、よくやる……。

　ともかく、ここにいてはアドニスを巡る不毛な争いに巻き込まれてしまう。

　私はそっと、その場を離れようとした。

「ああ、ミスティちゃん！　ひとりで行ったら危ないよ？」

　アドニスが引き留める。

「誰、この子……」

「アドニスとどういう関係？」

　女性たちの視線が突き刺さった。

「どういう関係も何も、私は……」

「この子はミスティっていうんだ。幼なじみで、今は僕の弟の愛する恋人だよ」

　アドニスは軽薄に笑う。けれども女性たちは私に疑いのまなざしを向け続けた。
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「いやー。楽しかったね！」

　ほろ酔いのアドニスは宿に戻っても幸せそうだった。

「あれだけ面倒なことになったのに……。本気で言ってる？」

　あのあと私たちは、あの女性たちから質問攻めにされていた。

　硬いベッドに腰かけ、私はため息をつく。

　ここは街の中心部から少し外れた場所にある、小さな宿だ。

　部屋にはベッドがふたつと鏡、それに洗面台がある。それから一応、内側から鍵がかかるようになっていた。

　アドニスの仕事は吟遊詩人で、私はお針子。ふたりともそんなにお金を持っていない。そもそも村での暮らしは物々交換が主で、人間たちの持つような貨幣を普段は使わなかった。

　だからこの街へ来てから当面の滞在費を、持ち物を売って確保した。

　それはそうと、劇場でのことだった。

「バーバラもマリアも、完全に怒ってた……」

　バーバラは黒髪の女性、マリアは赤毛の子だ。バーバラは年上、マリアはアドニスと同い年くらい。ふたりともアドニスに夢中だった。

「僕は女の子たちに取り合われるのも、悪い気がしなくてね。……この絵、上下逆じゃない？」

　アドニスは壁に申し訳程度に飾られている、小さな額縁を眺めている。

「心臓に毛でも生えてるのかな？」

「僕の心臓に？　だったら美しく波打つ金髪だろうね」

　彼は歌うように言った。

「さて、今夜はどっちのベッドに行こうかなあ。ふたりとも期待してるみたいだったし……。あ、でもミスティちゃんが寂しがるなら行かないよ？　君だってたまには――」

　誰かと羽目を外したいかもしれないし――とでも彼の言葉は続くんだろうか。

「私のベッドに来たら刺すからね」

　私は思わず牽制けんせいした。するとアドニスはからりと笑ってみせる。

「ははは！　ミスティちゃんを口説くには、まだまだ時間がかかりそうだな」

　何を言っているのか……。正直口説かれても困る。

　そんなことより、私には大きな疑問があった。

「ふたりとも、アドニスが魔族だってこと知らないんでしょう？　知られたら大変なことになるんじゃ？」

「ああ、そうだね。うっかりベッドで気を抜いて、変身の魔法が解けてしまったら、きっと彼女たちは失神しちゃうよ。気をつけなくちゃね」

　笑って答える彼を前に、私は頭を抱えた。

「どうしてそんな、危険を冒してまで行くの？」

「どうしてって……」

　アドニスは自分の顎の先をつまみ、ふと真剣な顔をする。

「邪悪な神が僕の中に入り込み、女の子たちの元へ向かわせるんだ」

　もっともらしい顔で言うと、彼は姿見の前に立ち、つばで自分の眉を整えた。

「さてと、そろそろ行ってくる。もう遅いから、ミスティちゃんはいい子に寝ててね？」

　それからパチンと器用に指を鳴らし、魔法で角を見えなくする。

　人間の吟遊詩人・アドニス青年のできあがりだ。

「おやすみ、子猫ちゃん」

　ドアが閉まる直前に、アドニスは投げキッスを寄越した。

　それからスキップでもするような軽快な足音が、ドアの前から遠ざかっていく。

　ベッドがふたつある部屋を取ったのに、アドニスが泊まらないならひとつでよかった。

　私は途方に暮れ、殺風景な部屋をぼんやり眺めた。

　いまごろ、里にいるロイはどうしてるんだろう？

　アドニスと街へ行くことは、独り暮らしの私の部屋に置き手紙をしてきた。

　アドニスと私だけでこっそり街へ行くなんて、仲間はずれにしたみたいで、ロイは怒っているかもしれない。

　ううん、ロイは怒るより悲しんでいる……。そんな気がして、小さな後悔のトゲが胸に刺さった。

　でも……。これでいいはずだ。私たちが距離を置くには……。

　結局その日は、あれこれ考えてしまって朝方まで眠れなかった。
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　驚いたことに翌日もその次の日も、アドニスは宿に戻らなかった。

　女の子のベッドに潜り込むのに忙しいのか。

　仕方なく私はひとりで街を歩いてみたけれど、退屈しのぎにしかならなかった。

　アドニスのことは腹立たしい。でもそれより、ロイのことが気になった。
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　じりじりしたまま街での時間を過ごし、三日目の午後。ショウウィンドウの並ぶ通りで、偶然アドニスを見かけた。

　バーバラかマリアと一緒なのかと思ったら、彼はまた違う女性を連れていた。

　何か言ってやりたいけれど、またアドニスの恋人に絡まれるのはごめんだ。

　彼に目配せし、どういうつもりだと目で訴える。

　するとすれ違う瞬間「ごめんね、今夜こそ戻るよ」と耳打ちされた。

　そうしてもらわないと困る。私だって、そろそろ里に戻りたい。

　里へは徒歩で一日程度の距離だけれど、間にある深い森をひとりで行くのは危険だった。

　けれどアドニスに帰る気はあるのか。それが不安だ……。

　今夜は絶対にその話をしようと思い、道の向こうへ離れていく彼の背中を見送った。
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　そしてその夜だった。

　街の時計台の鐘が夕刻を知らせた少しあと、泊まっている部屋のドアをノックする音が響く。

「アドニス？」

　返事はなかった。私はドアの内鍵を外し、外をのぞこうとした。

　その瞬間、誰かがドアに体当たりし、無理やり部屋に押し入ってくる。

「きゃっ！　……何？」

　ドアにぶつかりよろけた体を立て直すと、目の前には人間の若い女性が立っていた。

　肩の上で揺れる豊かな赤毛。気の強そうな瞳。

　アドニスの恋人のひとり、マリアだった。

「……っ、何しに来たんですか？」

　私は角を隠しているスカーフを手で確認した。アドニスと違って魔力を持たない私は、角を物理的に隠すしかない。

「アドニスはどこ？」

　マリアはこちらににらみを利かせた。

「いません。見ればわかるでしょう」

　私は何もない部屋を指し示す。

　マリアは私から視線を外さずに、そのままにじり寄ってきた。

「あなた、アドニスとどういう関係？　ただの幼なじみだなんて嘘うそでしょう？」

「うそなんかじゃ……」

　勢いに押され声が小さくなる。

「信じられないわ！」

　彼女は私を威嚇するように部屋の中を歩き回り、それから簡素なふたつのベッドを見比べた。

　ひとつには私の使ったあとがあって、もうひとつは誰にも使われないままシーツがぴんと張っている。

　マリアの顔がカッと怒りの色に染まった。

「え……？　違うの！　誤解しないで」

　これじゃ私とアドニスが、同じベッドを使っているみたいだ。

「うそつき！」

　そう叫んだ彼女は目の色までが変わっていた。まるで何かに取とり憑つかれたみたいに……。

　マリアが勢いよく右腕を振り上げる。

「許さない！　あんたになんか、アドニスは渡さない！」

（殴られる……！）

　私はとっさに頬をかばい、襲ってくる痛みを覚悟した。恐怖に体が固まっていた。

　相手は人間の女の子だ。けっして強くないはず……。

　けれども体が弱く走ることすらできない私に、抵抗する力はなかった。だったら耐えるしかない。

　ところが予想していた衝撃は、すぐには襲ってこなかった。

（……どうして？）

　不審に思って顔を上げたとき――。

　ここにいるはずのない人物が目に映った。

「――ロイ？」

　特徴的な角を隠しているけれど、彼だった。ロイはマリアの背後に立ち、彼女の振り上げた右腕を後ろからつかんでいた。
















５章　騎士ナイト







「ちょっと、なんなの!?　放してよ！」

　マリアが暴れ、金切り声をあげる。

　けれどもロイは彼女の腕をつかんだまま、眉ひとつ動かさなかった。

　マリアの声だけが、安宿の薄い壁を震わせる。

「ロイ、放してあげて！　私はもう大丈夫だから！」

　他の部屋の客が声を聞きつけて、騒ぎになってしまわないか心配だった。

「…………。ミスティがいいって言うなら」

「いい！　いいからっ」

　ロイが彼女の手を離し、大きく息をつく。

　しかしマリアの怒りは収まらないみたいだ。

「なんなのこの男！」

　ロイと私を不快なものでも見るようににらんでいた。

「ミスティのナイトだ」

　ロイは恥ずかしげもなく真顔で返す。聞いているこっちが慌てた。

　ところがマリアからの追及はなく、彼女は何かに気づいたような顔をする。

「あなた、もしかしてアドニスの弟……？」

　マリアが品定めでもするように、ロイの頭の先から足下までに視線を走らせた。

「もしかしなくても弟だよ……」

　ロイは小さく息をついて答える。

　マリアが気づいた通り、ふたりの顔立ちはよく似ていた。アドニスはきらびやかな美形だが、ロイも整った顔をしていた。ただ表情豊かなアドニスに対して、ロイの方は表情の変化が小さめだ。そこに生真面目さが表れている。

「髪の色が違うけど……」

　マリアが不思議そうに続けた。ロイは艶のある黒髪、アドニスは波打つ金髪だ。

「ああ……兄さんの髪は……」

　ロイが言いかけて止まった。

　アドニスは魔法で髪の色を変えているんだろう。あの金髪はおしゃれな彼のこだわりだ。

　けれどもロイも、その事実を人間の前で言うつもりはないようだった。彼はさっと口を閉じ、話題を変える。

「アドニスのことはいい。そんなことより、ミスティに何かしたら僕が許さない！」

「何よ、そんなにその子が大事なの？」

　マリアは不快そうに私たちを見比べた。

　確かに私もロイは過保護すぎだと思うけれど、それに関しては今に始まったことじゃなかった。

　小さいころの記憶では、彼は私のために道の先にいるヘビを追い払ったり、大きな水たまりを越えるのにおんぶしてくれたりもしていた。

　ふと記憶がよみがえり、胸の中がふわりとやわらかなものに包まれる。

　それと同時に目の前にいるマリアの瞳が、暗い色を宿して光るのに私は気づいた。

　彼女がロイをあざ笑う。

「おめでたいわね、あなた……。この女はあなたを差し置いて、アドニスとふたりでこの街に来たのよ？　それがなんのためだか考えなかったの？」

「…………」

　ロイが一瞬、傷ついたように目線を下げた。

　その変化を見逃さず、マリアは追い打ちをかける。

「はっきり言わなきゃわからない？　この女、アドニスとも寝てるわよ？」

「何言ってるんだ、君は……」

　ロイは理解できないとでも言うように眉を歪ゆがめた。

「あの博愛主義者のアドニスが女の子と泊まって、手を出さずにいられると思う？　この女はそれがわかっていてくっついて来てるのよ！　計算高いんだから！」

　マリアは私に向かって吐き捨てて、またロイを見る。

「こんな女に守る価値があるかどうか、あなたもよくよく考えてみたら？」

「…………。もう出ていってくれないか！」

　ロイが後ろのドアを目で示し、苦しそうに言い放った。

　捨て台詞が効いて満足したのか、マリアはにやりと笑い部屋を出ていった。

「ロイ……？」

　閉まったドアを見たまま彼は動かない。

　私はどうしていいのかわからずに、そっと彼の腕に触れた。

「……ああ、ごめん。ぼーっとして」

　ようやくこっちを向いたロイは、まだ引きつった顔をしていた。

　マリアの言っていたことは嘘。そう言いたいけれど、今それを言うわけにはいかなかった。

　代わりに私はさっきから気になっていたことを口にする。

「ううん。でも……、どうしてここに？　どうやってこの宿がわかったの？」

「君が心配で来たんだよ。それに長老たちがアドニスのことを怒ってて、それで……」

　ロイは口元だけで小さく笑って答えた。

　つまりアドニスと私を連れ帰るために来たのか。

「泊まっている場所は、町中の宿に片っ端から聞いて回るつもりだったけど、そう苦労せずに見つけ出せた。運がよかったよ」

「そうだったんだ……」

「帰ろう、ミスティ。僕たちの村へ」

　ロイが私の手を握る。でも私に触れる彼の手は、ほんの少しためらっているみたいだった。

（ロイ、さっきマリアが言ったこと、やっぱり気にしてるんだ……）

　否定したい。けれど彼と距離を置こうとしている今、それは許されないことのように思えた。

（私は悪者になってもいい。ロイが私のことを好きじゃなくなれば、彼は魔王にならずに済む……）

　魔王の、深い悲しみをたたえた瞳を思い出す――。
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　結局その夜も、アドニスは宿に戻ってこなかった。

　気が変って、昼間一緒にいた女性と過ごしているんだろうか。それともバーバラかマリアのところへ行ったのか。

　もしかしたらあのあとマリアに捕まり、彼女が放してくれないのかもしれない。

　マリアのアドニスへの執着ぶりを考えると、それもあり得る気がした。

「兄さん、どこへ行ってしまったんだろう」

　部屋の窓から早朝の通りを眺め、ロイがつぶやく。彼はほとんど寝ずに兄の帰りを待っていた。

「たぶん、こっちの知り合いのところだと思うけど……。その知り合いの居場所がわからないから、探しようがなくて」

　私は使ったベッドを整えながら答えた。

「どうする？　あと何日もいられないけど、もう少しここでアドニスを待ってみる？」

　心配なのは宿代だった。ロイもそれはわかっていたんだろう。首を横に振った。

「ううん。宿の人に言伝ことづてして、僕らは先に村へ帰ろう。ここにいて、昨日みたいなことがまたないとも限らないし」

「昨日みたいなこと？　あっ……」

　マリアが押し入ってきたことを言っているのか。

「うん。ミスティの安全が一番大事だよ」

　ロイはさっそく帰りの荷物を確認し始めた。
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　それから私たちは、朝食を取って宿を出た。途中、市で少し買い物をし、遅くならないうちに街の門を出る。街に入るときは通行税がかかるが、出るときにはかからなかった。

　城壁に囲まれたリシツェンの街を離れると、街道から逸れて森に入る。

　人間の街や村は互いに街道で繋がっているけれど、魔族の隠れ里は深い森の奥にある、洞窟の向こうだ。

　森の香りに包まれるとほっとする。針葉樹特有の、清涼感のある香りだ。

「このまま東へ行くと沢があるから、まずはそこまで歩くよ」

　ロイは獣道の目印を知っていて、私を先導してくれた。

　獣道を覆うツタをナイフで払いのけながら、彼は言う。

「魔獣に乗っていけば早いんだけどね。ここでは目立つから。万が一にも人間に見られたら困る。とくに街の近くでは……」

　ところが沢にたどり着く前に、ロイが足を止めた。

「……どうしたの？」

　彼は木々の向こうを凝視する。

「来た」

「来たって何が……？」

　彼の視線を追っていき、私も近づいてくるそれをようやく目に捉えた。

「あれって……」

　小さな魔獣がふわふわと木々の間を飛んでくる。

　はじめはカラスか何かかと思ったけれど違った。コウモリのような羽に短めの手足、角が生えているそれはドレイクだ。

「僕のドレイクだ。追いかけて来ちゃったのか」

　ロイが腕を持ち上げると、小さなドレイクがふわふわと飛んできて、そこに着地した。

「わあ、かわいいね」

　ドレイクは口角の持ち上がった大きな口と、クリクリした丸い目玉を持っている。

「ミスティが前に、うちに来た日に温めていた卵だよ」

「無事に孵ったんだ」

　ドレイクの子はロイの頬に体を押しつけて、ミィミィと鳴いている。鳥などに見られる刷り込みというやつなのか。

「産まれるまでもっとかかると思ったけど、あっという間だったよ。異世界とこっちでは時間の流れが違うから」

　鳥よりも硬い皮膚のドレイクに体を押しつけられ、ロイはちょっと痛そうだ。それでもその顔は幸せそうだった。

「甘えん坊でかわいいけど……。もう少し大きくなって自分で餌を取れるようになったら、元の世界に返してやらなきゃね」

　彼はドレイクの子に語りかけるようにつぶやく。

「それまでずっとこの子の面倒を見るつもりなの？」

　どれくらいかかるのか、私には見当もつかなかった。

「きっとすぐだよ。産まれるのも早かったし」

「そっか……」

　そんな話をしながらドレイクを見ていると、胸の中がざわざわする。

　ここは静かな森の中なのに、街の燃える音を聞いた気がした。

　そうだ、あれは私がミントだった未来。戦禍に見舞われた街の上空を、戦闘用のドレイクたちが飛んでいた。彼らは火を吐き、ときには魔法弾も落とす。

　あんな世界は嫌だ。この子には街を襲ってほしくない。もちろんロイにも……。

　ひとりと一匹を抱きしめたくなる。けれどもそれはためらわれた。

　私との心の繋がりは、彼らの未来にとってきっとプラスには働かない。

「お前も一緒に村へ帰ろう」

　ロイはドレイクの子を肩に乗せて歩きだした。

「……？　どうしたの、ミスティ。何かあった？」

　考え込んでいて歩きだすのが遅れた私に、ロイが声をかけてくる。

「あ……。ううん！　ごめんね、なんでもないよ」

（ほんとは私は、ロイと一緒にいちゃいけないんだよね……？）

　ロイのそばにいると、どうしても気持ちが彼に傾いてしまう。それがつらかった。

「待って……！」

　また歩きだそうとした私の腕を、突然ロイがつかんだ。

「どうしたの？」

　そのまま腕を引っ張られ、茂みの中へ引き込まれる。

「しっ……動かないで……」

　鬱蒼うっそうとした茂みの強い匂いに包まれる中、背中にロイの体温が密着した。

「……何？」

　トクトクと心臓が高鳴る。少し首を動かすとロイの唇が耳のふちにぶつかった。家畜小屋でキスしたことを思い出す。

　けれどもロイを取り巻く空気があのときとは違った。彼は緊迫した空気に包まれている。

　ロイは私を静かにさせるのと同時に、ドレイクの子どもも胸に抱き込んでいた。そのドレイクも、何かに気づいたようにしきりと耳を動かしている。

「人間だ……。こんな森の奥に人間が来るなんておかしい。僕たちをつけてきたんだ……」

（えっ……？）

　私は息を呑んだ。

　つけてくる人間たちの目的はなんなのか。

　物取り目的ならまだいい。私たちが魔族だと気づいてつけてきているなら大問題だ。

　その場合、人間たちは私たちを殺すか、魔族の村を突き止めようとしているのかもしれない。

　茂みの陰で息を殺しながら、全身から冷や汗がふき出した。

　ロイの抑えた呼吸からも、ピリピリしたものが伝わってくる。

　緊迫した空気の中、私はあることを思い出していた。ミントとして生きていた最後の日、アドニスから聞いた話だ。

　ミスティが死んだのは、人間たちに村を焼かれたから――。

　となると私たちはこれから隠れ里の場所を突き止められ、村に火をかけられる運命にあるのか……。

　この運命を逃れなければ、ロイは魔王になってしまうのだ――。
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　どくどくと心臓がせわしないリズムを刻む。硬い麦の葉がどこかでガザガザと音をたてた。

　茂みに隠れている私たちのところに、気配が近づく。

　茂みの中へ踏み込んだ片足が見えた。すね当てが鉛色に光っている。

　甲冑かっちゅうを着込んでいるなら、単なる物取りではないだろう。そして彼らはひとりではなかった。

「見失ったか！」

「いや、きっと近くに隠れているはずだ！」

　男たちの言い合う声が聞こえた。

「どうしよう、ロイ……」

　私は小声で問いかける。

　私の肩の上で、ロイが小さく首を横に振った。動くなと言いたいみたいだ。

　確かに、下手に動けば見つかってしまう。今は息を殺してやり過ごすしかなかった。

　そのとき、聞き覚えのある声が聞こえる。

「魔物が飛んでいくのが見えた。やっぱりあの女も魔族なんだわ！」

　ドキリとしてそちらを見ると、すぐ近くの木の下に若い女性が立っていた。肩にかかる豊かな赤毛が見える。マリアだ。

　魔物とはドレイクのことだろう。ドレイクを連れていることで私は魔族だと疑われている。

　そして〝あの女も〟というなら、私より先にアドニスが魔族だっていうことを疑われていることになる。

　――ふたりとも、アドニスが魔族だってこと知らないんでしょう？　知られたら大変なことになるんじゃ？

　――そうだね。うっかりベッドで気を抜いて、変身の魔法が解けてしまったら、きっと彼女たちは失神しちゃうよ。気をつけなくちゃね。

　数日前の、アドニスとの会話を思い出した。彼がヘマをしてマリアに正体を知られたに違いない。

　アドニスの正体を知ったマリアは、魔族に弄ばれたことを恨みに思って私たちの後をつけたのか。

「あの女見つけたら八つ裂きにしてやって！」

「後をつけて正体を突き止めるんじゃなかったのか？」

「そのふたつの目的は矛盾しないでしょう？」

　聞こえてくる物騒な会話にぞっとする。

　けれどもその会話から察するに、彼らの中心人物はマリアだ。一緒にいる男たちもリシツェンの街の兵士でなく、彼女の手配した私兵だろう。

　四、五人の男の姿が遠巻きに見えた。

「あの子、昨日の……！」

　ロイがマリアを目で示す。

「うん。マリアっていう子。アドニスの恋人のひとりみたい……」

　私は小声で返した。

「ミスティに何かしたら許さないって、昨日忠告したばかりなのに……」

「それより、マリアがいるってことはアドニス絡みだよ」

「そうだね。すぐ街へ戻って、兄さんにこのことを伝えよう……！」

　私たちは静かにうなずき合った。

「……けど、彼らをどうする？　戦いは避けたかったけど、もう僕たちの正体に気づいてる。生かしておくと、あとあと悔いることになるかもしれない」

「それって――」

　私は思わずロイの腕をつかんだ。

「殺すなんてダメ……！」

「どうして？」

　聞き返すロイにためらいの色は見当たらない。

「ロイはドレイクの子を救ったでしょ？　人間だって同じ命だよ、簡単に殺すなんてダメに決まってる……！」

　そんな私の言葉に、ロイは理解しかねるとでもいうように、眉間に深いしわを寄せた。

　その表情に、十数年後の魔王の片鱗へんりんが垣間見える。

　でもそれは、ロイが無慈悲だってことじゃない。魔族から見た人間は、生活を脅かしかねない天敵だということだ。

　私だって、ミントとして生きた十八年間がなければ、人間も魔族も命の重さは同じだというふうには感じられなかった。

　ともかく、今はロイを説得しなければならない。私の望みはひとつ。彼を魔王――つまり人間たちを脅おびやかす存在にしないことだからだ。

「ロイ、お願い……」

　私は緊迫した空気の中、祈る思いでロイを見つめた。

　ところが言いかけた言葉は短く遮られる。

「わかった」

「え……？」

「わかったよ。ミスティがそういうなら、僕は人間を殺さない」

「えっ……本当に……？」

　あまりにあっさりと受け入れられ、かえって疑いたくなってしまった。

「本当だよ。僕が君の頼みを断ったことがある？」

　ロイの青い瞳が細められ、唇がわずかに弧を描く。曇りひとつない微笑み。そうだ、彼はミスティのナイトで、かつ熱狂的な信者だった。

　ロイの執着の強さには困ることもあるけれど、〝お願い〟すれば、彼は大抵のことを聞いてくれる。私たちはそういう関係だった。

「ロイ、お願い。あの人たちに見つからないようにここを抜け出して、街へ戻ってアドニスを見つけ出したい……」

「わかった」

　ロイから好戦的な気配が消えた。私はそのことにほっとする。

「人間たちは東側に散らばっているみたいだから……後ろの林を大きく迂回うかいして、元の獣道へ戻ろう」

　私たちは彼らの隙をうかがった。

　人間たちはまだ私たちを探しているようだ。見つかれば確実に血を見る事態になってしまう。それだけは避けたかった。

　じりじりするような時間が過ぎていく。

　そして……。

「――今だ」

　人間たちの足音が遠ざかったところで、私たちは隠れていた茂みをそっと出た。
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　無事にマリアたちから離れることができたけれど、私の胸の中にある不安はなくならなかった。

「アドニスと行き違いにならないといいけど……」

　ロイと一緒に来た道を逆戻りしながらつぶやく。

　行き違いになり、アドニスが何も知らずにこの森へ踏み込めば、彼がマリアたちに見つかってしまう可能性は高い気がした。

　そうして魔族の隠れ里が人間たちに見つかり、火をかけられる――。私の恐れている事態になってしまう。

　私の不安を察したのか、ロイが足下の小枝を拾って微笑んだ。

「アドニスがあとから来たら気づくと思う。僕らは同じ獣道を使ってるから」

「それは？」

　彼の手にした小枝を見る。

「さっきから落ちてる。兄さんが街に向かうときに落とした枝だ」

「どうしてアドニスのだってわかるの？」

「切り口と、枝の乾き具合で」

「……？」

「枝が乾いてるから数日前のだ。それから兄さんのナイフ使いの癖。切り口が途中でひしゃげてる」

「へええ」

　ロイの観察力に驚いた。

「だったら行き違いになる心配はないんだよね？」

「うん、兄さんが村へ戻ろうとしていれば」

　ロイが拾った枝を再び地面に落として微笑んだ。

　私の抱えている不安は大きいけれど、ロイの存在がとても心強い。

「ねえロイ……。マリアはどうして私たちを追ってきたと思う？」

　今度はそのことが引っかかった。

　ロイは歩きながら淡々と答える。

「人間たちは魔族を恐れ、忌み嫌っている。街の近くに魔族がいるなんてわかったら、慌てふためいて調べると思う」

「でも彼らはアドニスじゃなく、私たちを追っていた。どうして？　私の歩くのが遅いせい？」

「どういうこと？」

　木々の隙間から差す光が、昼の日差しから波長の長い夕日に変わっていた。

「つまりね、アドニスより私を追うのが簡単だっていうことはわかるけど、マリアがアドニスを見逃すかな？　昨日は彼を探して宿にまで乗り込んできたのに」

「…………」

　ロイは片足を岩に乗せたところで足を止めた。

「アドニスにもすでに尾行がついてるな！」

　ロイの肩でくつろいでいたドレイクが、迫り来る宵闇よいやみに首を巡らせた。

　そのとき、木々の向こうで硬い金属音が響く。

「もう戦いは始まってる！　ドレイク、君はミスティを守って！」

　ロイが駆けだした。

「どうしよう……！」

　私もロイを追っていく。思わず走ろうとしてすぐ苦しくなってしまったけれど、目的の場所はすぐそこだった。

　夕闇の森で、ひとりの魔族が人間の兵隊たちに囲まれていた。

「アドニス!?」

「兄さん！」

　夕日を背に、弧を描く立派な角が、金髪の左右から突き出ている。アドニスはもう、人間に化けることをやめて全力で戦っているようだった。

「ロイ……？　ミスティちゃん？」

　細身の長剣を手にしたアドニスが、こちらへ大きく振り返った。

（あっ――！）

　目の下に、鮮やかな刀傷がついている。私がミントとして彼に会ったとき、アドニスの顔に傷痕なんてなかった。

　私を街へ連れていったことで、アドニスの運命が変わってしまったのか……。

　彼が叫んだ。

「この人数は手に余る、助太刀してくれ！」

　囲む敵は五、六人。アドニスの握っている長剣は、敵から奪ったものらしかった。

　彼は吟遊詩人だから、得意なのは剣やナイフより琵琶びわや竪琴たてごとだ。

　それでも使い慣れない武器で複数の敵と渡り合えているのは、魔族ならではの身体能力の高さゆえだった。

　けれどもそれも長くは持たないだろう。今みたいに、複数人で囲まれては。

　ロイがさっと前へ出る。

「出いでよベヒモス！　僕に力を貸して」

　彼は敵が身構えるよりも早く地面を叩き、土埃を巻き上げた。

　土煙が渦を巻き、夕闇の中、ロイの左右に巨大な魔獣が二体同時に出現した。

　ベヒモスは四つ足の魔獣で、農作業に使うクガランナよりも大型だ。その巨体とうなり声だけで人間たちを圧倒する。

　ベヒモスたちの出現に、兵士の半分はその場で腰を抜かし、残りの半数はワッと逃げ出した。

　逃げ出した者たちにヘビモスたちは襲いかかる。

　甲よろいがガシャンと大きな音をたてる。

　兵士たちは早々に、体当たりを食らって気絶した。

　気絶した者、戦意を失った者たちは、ロイがゴブリンたちを使って縛り上げる。ゴブリンはロイが召喚した異世界の小鬼だ。仕事をするとすぐ、黒く光って揺らぐ時空のひずみへ戻ってゆく。

　その間に人間をかみ殺そうとしたベヒモスを、ロイが制した。

「殺すな！　無益な殺生はミスティが喜ばない」

　それから彼は魔獣に命じたのと同じ口調で、アドニスにも命令する。

「兄さんは早く！　彼らの記憶を消してしまって！」

「えっ？」

「見られたんでしょう!?　その角」

「そうだった！」

　ロイが魔獣を操る力を持つように、アドニスには人を魅了したり、記憶を操作したりする力があるらしい。

　アドニスは縛られたひとりひとりの兜かぶとを跳ね上げ、額に触れていった。

　額の辺りで蛍のような光が舞い、すっと消えていく。あれは魔法の発動光だ。

　額に触れられた者たちは、自分がなぜここにいるのかわからないといった様子で周囲を見回す。けれどすぐ別の魔法で眠らされた。

「もういいよ、ありがとう」

　ベヒモスたちも、ロイの合図でひずみの中に消えていった。

　ドレイクの子と一緒に遠巻きに見ていた私は、そっと息をつく。

　私とロイはさっきの追っ手にドレイクといるところを見られてしまったけれど、魔族だという証拠まではつかまれていない。

　アドニスの方の追っ手の記憶を消せたなら、あとはおそらく元凶であるマリアの記憶を消せばいいはずだ。

「兄さん、全員の記憶を消せた？」

　最後の一人からアドニスが手を離したところで、ロイが聞く。

「それが……」

　顔を上げたアドニスの表情が、彼らしくなく硬かった。

「実は、一人逃がした。ロイたちが来る直前に、怪我したひとりが引いていって……」

「なんでそれを早く言わない！」

　ロイが弾かれたように顔を上げ、周囲を見回した。

　事態は相変わらず悪い方向へと向かっているらしい。
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　あれから逃げたひとりの人間を探したものの、暗い夜の森で見つけだすことはできず……。

　私たちは尾行されないよう周囲を警戒しながら、魔族の隠れ里へ戻った。

　たどり着いたのは月が高い空に昇る深夜だった。すでにほとんどの村人は寝静まっていたものの、長老たちが起きていた。

　長老と、年配の魔族たち数人が私たちに気づいて広場までやってくる。

　お説教する気満々の空気を出している彼らに、アドニスが打ち明けた。

「長老ごめん……。人間に正体を見られてしまった」

　長老は白ひげをなでながら空を仰ぎ、深いため息をつく。

「言わんことでないぞ、この大馬鹿者が！　いつかこんなことになると思っていたんだ」

　長老はアドニスに続き、そばにいる私とロイにも視線を送る。

　私も村を出るときは、こんなことになるなんて思いもしなかった。浅はかなのはアドニスだけじゃない、一緒についていった私もだ……。

　大人たちが口々に言う。

「これだから最近の若者は！」

「仕置きが必要だな！　三人とも牢ろうに入れてしまえ！」

「生ぬるい、アドニスはいい加減に村から追放すべきだ！」

　危険を引きつれてきた私たちが非難されるのは当然だ。

「そんなことより――」

　長老が彼らをひとにらみして黙らせた。そしてアドニスに向き直る。

「正体を見られたのはわかった。だが、この村の存在までは人間たちに悟られなかっただろうな？」

「えっ！　いやあ、さすがにそれは――」

「それは否定できません」

　言いかけたアドニスに、ロイが言葉をかぶせた。

「アドニスと別行動をしていて、僕らも後をつけられました。洞窟の向こうの森です。人間の兵士が四、五人はいた。もしかしたらすでに彼らが、洞窟を越えて里のそばまで来ているかもしれません。しらみつぶしに探されれば時間の問題です」

　それまで口々に罵っていた大人たちが、一転して息をのむ。

　考えたくはないけれど、私もロイの言う可能性は十分にあると思った。この村がこの先、人間たちの手によって焼かれてしまう。そういう未来を私は知っているから……。

「このまま村にいては危険です。人間たちに見つかる前に、村ごと他へ移動した方がいいと思います」

　私の思い切った発言に、他のみんなだけでなく、元凶であるアドニスまでが騒ぎだした。

「待ってよミスティちゃん、移動するなんて無茶だって！」

「ここは先祖代々の土地だぞ？　それにそう簡単に、新しく住める場所が見つかるわけがない！」

　大人の一人が言った。

　もっともだ。けど――。

　ここで黙っていては、村のみんなを見殺しにしてしまうことになるかもしれない。私は震えながらもう一度口を開いた。

「人間たちがこの村に、火をかけるかもしれません。一時的にでも避難できませんか」

「ミスティちゃん、どうしたの？　怖いのはわかるけど、冷静な君らしくないよ」

　アドニスが困惑顔で聞いてくる。どちらかというと彼は事を荒立てたくないようだ。

「怖いは怖いけど、そうじゃない！　私は未来を知ってるの！」

「え、未来……？」

「そう。その未来に今、向かっているのかまではわからないけど」

　みんなが顔を見合わせる。

「何を言っているんだ？　この子は」

「ミスティに未来を見る力があるなんて聞いてないぞ」

「人間の街になんか行って、変な考えに取り憑かれたんじゃ……？」

　誰もが疑いのまなざしを向けていた。

「疲れてるんだよ、ミスティちゃん！　帰って寝よう！　……ほら、おじさんたちが怖いし、ね？」

　アドニスが耳打ちして腕を引っ張った。

「放してアドニス！　ロイ……」

　私はとっさに助けを求めてロイを見る。

　するとロイは無言でアドニスの手から、さっと私の腕を奪い取った。

「僕はミスティを信じる！」

「えっ……？」

　私はロイを仰ぎ見る。

　他からも息を呑む声が聞こえた。

「けど……」

　ロイが続ける。

「他のみんなが信じるかどうかは、みんな次第だ。だから行こう、ミスティ」

「えっ……、ロイ!?」

　ロイは私の腕をつかんだまま、ぐんぐんと歩きだす。

「この村が焼かれる運命にあるなら、僕らはここにいられない。僕が、ミスティを守る」

「ロイ……」

　ロイだけが私を信じてくれた。

　この状況をどう受け止めていいのかわからない。それなのに考えるよりも先に、胸が熱くなってしまった。

　私たちは運命に逆らえるのか。悲しい未来を避けられるのか。

　先のことは何もわからない。不安ばかりだ。それでも今、私はロイに心動かされていた。

　すっと背筋の伸びた広い背中が、手首をつかむ大きな手が頼もしい。

　私は未来を変えるためにここへ来たんだろうか。それともただ、愛しいロイに会いたくて……？
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　村はずれにある家のドアをくぐると、私たちはすぐさま抱き合った。

　ロイの肩に止まっていたドレイクが驚いて、天井の梁はりへと移動する。

「ミスティ……、もう大丈夫だ。何も怖くない」

　ロイが抱きしめる腕を緩め、そっと私に額を合わせた。

　ここ、私の住む小さな家は村から少し離れていて、仮に誰かが村に火をかけたとしても延焼が及ぶことはなさそうだ。

「でも、村が燃えたら戦いになる……」

「ここを動かないつもりなら、長老たちは明日にでも村を守るために動きだすと思う。人間たちの好きにはさせないよ」

　言いながら、ロイが私をベッドへ誘いざなった。

　小さな家の小さなベッドが、ふたり分の体重を受け止めて軋きしむ。

「……だから君は、僕のことだけ考えて……」

　腰に跨またがってきたロイが、背中を丸めて熱いキスを落とした。

「……ロイ？」

　彼は泣きそうな顔で続ける。

「君を守るのは僕だから。兄さんじゃなく、僕を愛してほしいんだ」

　またロイが覆い被さってキスをした。

　触れ合う体から、悲鳴のような胸の震えが伝わってきた。

　私とアドニスとの関係を疑って、ロイは苦しんでいる……。それがわかったとたん、私は後悔の念に襲われた。

　でも、どうしたらいい？　私たちの近すぎる関係が、ロイを狂気に駆りたて魔王にしてしまうかもしれないのに……。

　そんな考えの一方で、私は今、目の前の彼を傷つけたくないと思っていた。

　私が火事で死ななければ、ロイは魔王にならずに済む。

　だったら今、私がこの状況に身を任せても、それは許されることなんだろうか……？

　ロイは私の体のあちこちにキスをしながら、着ているものを一枚一枚震える手で剥ぎ取っていった。彼はアドニスに奪われただろう私の体を、自らの手元へ取り戻そうとしている。何度も吐き出される熱い吐息から、私はそのことを感じ取った。

　ロイが胸の頂を強く吸う。

「……あっ、あのね、ロイ……違うの……！」

　言うつもりのなかった言葉がのどから出た。

「アドニスとは何もなかった。私たちはただの幼なじみで……特別な気持ちなんかないもの。だから、ロイがあせることは……ぁっ、何もっ……」

　胸への刺激に耐えかねて、声が乱れる。

「アドニスは君のこの肌に、触れなかった？」

　先端にキスをしながら、胸の膨らみを鷲づかみにされた。

「してないよ……」

「兄さんは僕ほど我慢強くないでしょ」

「だとしても、女の子は私だけじゃないから」

「君しかいないよ。僕には」

　ロイが胸元から、上目遣いに私を見る。思い詰めた瞳に息を奪われた。

「ミスティ、僕はずっと君の虜だ。誰かに奪われるくらいなら、もう我慢なんかしたくない」

「ロイ……」

　彼が伸び上がって上を脱ぐ。

　月明かりに照らし出される引き締まったシルエットが、絵画のようにきれいだった。

　呼吸する筋肉が私を誘っている。

「なんて顔してるの？」

　下も脱ぎ捨ててしまった彼がため息をついた。

「そんなに僕が美味しそう？　食べられちゃうのは君なのに」

「……えっ？」

　そんなに私は物欲しそうな顔をしていたんだろうか。

「で、でもロイは、私がしたいと思うときまでしないって言って……」

　彼がまたベッドに上がり、私の鼻先まで顔を近づけてくる。

「ごめんミスティ、もう我慢するのはやめたんだ。それに……」

（それに……？）

　ロイの腰で高ぶっているものが、私の太ももにぶつかった。

「……あっ！」

「君もずいぶん前から、僕のこと欲しいと思っているでしょ？　ずっと確信がなかったけど、今目が合ったとき、そうだってわかった」

「！」

　顔から火が出そうになる。

「ロイ……いじわる言わないで……」

「大丈夫だよ。僕だって君が欲しくて欲しくてたまらないんだ」

　あやすように鼻先にキスをされた。

　同時にロイは、私の腰に唯一残っていた下穿したばききを取り去って、茂みに指を触れてくる。

「やっ……」

「どんなふうに触ったらいい？」

「そんなことっ、私に聞かないで……」

　全身がカッと熱を持ち、耳の中が今までないくらいに熱くなった。

　ミントの記憶がある私は、知識の上では処女ではないはずなのに。どうしてなのか。

　十七歳のロイと結ばれることに、今ものすごくドキドキしている。

「ここ、濡れてる」

　ロイが指に愛液を絡め取り、周囲に塗りつけた。指が敏感な突起やひだに触れていく。

「ねえ、そんなふうに触ったら……ああっ……」

「……気持ちいいの？」

　ロイの先端からも、透明の蜜がしたたっていた。

「……ねえ、ミスティもして？」

　甘くささやかれたら逆らえなかった。私は羞恥に耐えながら、彼の蜜を絡め取って周囲に塗りつけた。

「あっ――」

　ロイが眉間にしわを寄せた。

「ミスティ……」

「ロイ……」

　恥ずかしくて何も言えない。でもしたい。

　幼なじみ同士は震える唇で何度もキスをしながら、お互いの秘所を弄ぶことに集中した。

　そうするうちに、体は限界まで高まっていく。

「ミスティ、もう、ここに入れたい！」

「……ああっ！」

　くちゅりと水音が鳴る。ロイの指が私の中深いところまで沈み込んだ。

「痛いの？」

　私は首を横に振る。

「痛くないから……ロイの好きにして！」

　初めての体で、ちゃんと気持ちよくなれるかどうかわからない。でも構わなかった。

　ロイを受け入れたい。その思いで私は脚を開く。

「ありがと……ミスティ、愛してる……！」

　ロイが覆い被さってきて、私の中へゆっくりと己を埋めた。

　さっきまで手で弄んでいたから、大きさはわかっている。私は甘い痛みに酔いしれながら、彼と完全に繋がり合う瞬間を待った。

　ここは深い深い森の奥、魔族の隠れ里……。

　雲が月を覆い隠し、里にある小さな村が、不吉な闇に沈んでいく。

　私たちは夢中だった。

　だからそのとき動きだした影の存在に、少しも気づいていなかった――。
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「あぁ……ああっ……ロイ……！」

　彼がすっぽり、私の中に収まる。

　そうなるまでにはそれなりの時間が必要だった。

「ミスティ、すごい……！」

　ロイの震えるような興奮が伝わってくる。

「君の中、すごいよ」

　角の付け根にキスされる。

「はじめは狭かったのに、今は僕を優しく包んでくれてる……」

　そう言うロイのは熱くて硬くて、とても優しくなんかなかった。

「動いてもいい？」

「いいから聞かないで……」

「じゃあ……」

　ロイは慎重に腰を送る。こんな状況でも、私の体を気遣ってくれているみたいだ。

　それでも彼のはやる気持ちは伝わってきて、体は確かにつらいけど、私の胸は熱くなった。

「……もっと、動いて大丈夫……」

　受け入れやすい体制を精いっぱい作る。

「うん……」

　ロイが腰を強めに打ち込んだ。

「……ああっ」

　中がこすれ、ふたり同時にため息みたいな声が出た。

「これは大丈夫？」

「へいき」

　また反対側の角の付け根にキスをして、ロイはまた動きだす。

　彼が動くたび、こすり合わさった粘膜がもどかしいような熱に侵された。

　気持ちいいのとはまだ違う。でも、もっとしてほしい。

　彼の肌が汗でじっとりと濡れてきた。髪にもいつの間にか水滴が光っている。

　私は自分の上で腰を振るその姿を眺めた。

　ロイは美しい。魔王の退廃的な色気とはまた違った、華やかな健康美を振りまいている。

　どちらかというと真面目で堅物な彼が私の上で今、花開いているみたいだった。

「ああロイ……ロイはきれい……」

　私が感動を口にすると、彼は息を吐きながら、腰の動きを静かに止めた。

「きれいなのはミスティだよ……」

　体の線をゆっくりとなぞられる。

「今日の君に出会うために、僕は生まれてきたのかも？」

　ロイの唇が耳たぶにぶつかった。

「ずっと、僕は君だけを愛してる」

　その瞬間、背筋をぞくぞくするものが駆け抜けた。

　お腹の中の彼を締め付けてしまい、ロイがびくんと震えた。

「ああ、ミスティ、これっ……」

　ロイがまた腰を使いだす。

「気持ちよくてやっぱりだめだ」

　ロイが気持ちいいなんて言うから、私もその気になってきた。

　中をこすられるたび、快感を追いかけるように腰がうねる。

「ああっ、私も……きもちい……」

「よかった。ミスティももっとよくなって！」

　ロイが花のように微笑んだ。

「ロイ……！」

　私は彼の首に腕を回してキスをねだった。

　顔をこすり合わせるようにして、何度も情熱的なキスをする。

　その間にも、ロイは腰を打ち付けた。

　濡れてこすれてぐずぐずになった私の体は、与えられる刺激をすべて快感と捉えるようになっていた。

　全部の刺激が気持ちいい。

　ロイので突かれるたびに声が出て、その声がロイをさらに高ぶらせるみたいだった。

　快感がふたつの体を循環して増幅する。

　そのうちにロイは私の中にほとばしる熱を放った。

　彼の大きな体が倒れ込んできて私を抱きしめる。

　乱れた息を、耳元で聞くのが心地いい。

　満たされている。世界にはふたりだけ。

　抱き合う今が、永遠だったらいいのに……。

　私は落下するようなめまいの中で、そんなことを考えた――。




　ロイを愛してる……。




　お腹の中に、彼の精が放たれた。

　もう何度目だろうか。

　意識が途切れ、覚醒し、私はそのたびにロイの体を抱きしめ直した。

「……ミスティ、大丈夫？　苦しくない？」

　ロイは私を気遣うけれど、彼の一部は相変わらず私の中に埋まっている。

　体の弱いミスティにとって、性交は考えていた以上に負担だった。長い時間、湖にでも浸かっていたみたいに体が重い。

　でもお互いに気持ちが高ぶっていて止められなかった。

「ロイ……離れないで……」

　私は気だるく重たい腕を彼の首に回し、汗で濡れた体を密着させた。そうするとロイがまた、お腹の中を掻き回す作業を再開する。

　そのうちに彼が深いところを突き、なんともいえない快感が私の背筋を駆け抜けた。

　私はそれだけで簡単に達してしまう。今日だけで、すっかり癖になってしまったみたいに。

　数時間前までは清い関係だったのに、どうしてだろう。ふたりとも体で愛し合う悦びに支配されてしまったようだった。

　そんなときだった。

　遠くでパチパチと音がして、窓の外が赤く光った。

　村で何かしているのか？　でもまだ夜が明けるには早い時間だ。

　おぼつかない頭で考えて、それから私はハッとした。

（まさか……！）

　ロイが裸のままベッドを飛び出して、目の前にある窓に張り付く。

「火事だ！　村が燃えてる！」

　振り返った彼の顔の反面を、赤い光が彩った。

「そんな……」

　すぐには信じられなかった。村が焼かれることを、私は確かに知っていたはずなのに……。

　慌ててベッドから這い出そうとしてよろける。

　ロイがすぐに来て私をベッドへ寝かし直した。

「ミスティはここにいて！　僕が様子を見に行ってくる」

「でもロイ……」

「大丈夫。僕を信じて」

　こんな状況なのに、ロイの表情に不安の色は見当たらなかった。

　それどころか何か吹っ切れたような、すっきりした顔をしている。

　それから梁の上に止まっているドレイクに声をかけた。

「ドレイク、君はミスティを守って！」

　ドレイクがふわりとベッドへ下りてくる。

　それと入れ違いに、ロイはドアから外へ飛び出していった。

「ロイ……」

　また外でパチパチと音がした。

　彼がいなくなったとたんに不安が胸の中で膨らんでしまう。

　私はよろよろと窓辺へ移動した。

　森の木々が邪魔をしてよく見えないけれど、村の上空、暗いはずの空が赤く染まっていた。

　ただの火事じゃない。〝大火〟という言葉が浮かんだ。

　人間たちが隠れ里を見つけて火を放ったので、おそらく間違いないだろう。そうじゃなかったらタイミングがよすぎる。

　でもどうして？　夜中に村を見つけて、村の様子を確かめもせず火を放てるものだろうか。子どもやお年寄りがいるかもしれないのに。

　それを考えたら人間が恐ろしくなってしまった。自分がミントのときは、無慈悲で恐ろしいのは魔族の方だと思っていたのに。

　愕然がくぜんとしていると、気づいてくれと言うように、ドレイクが私の足首に顔をこすりつけてきた。それで私は窓辺に立ち尽くしていた自分に気づく。

　上だけ羽織っていた体に服を着た。

　それからしばらく待っても、ロイは戻ってこなかった。

「どうして、ロイ……」

　きっと私はこの火事で死ぬ運命だった。けれど私は生き残り、ロイが私の代わりに？

　そんなことがあるだろうか。でももしそうだとしたら、私が運命に逆らおうとしたせいだ……。

「……あっ！」

　木々の向こうに見える、集会所の木が大きな炎に包まれた。

「ロイ……！」

　ロイにはこんなところで死んでほしくない！　この先彼が、世界を暗黒の世に変えてしまうとしても。

　胸が締め付けられ、私は気がつくと家を飛び出していた。

　ドレイクの子が追ってくる。

「あなたは来ちゃダメ！　いい子だから！　家の中で待っていて」

　ロイの救ったこの子を危険な目に遭わせたくない。

　私はドレイクを抱いて戻って家の中に閉じ込めた。そして村の中心へ向かっていく。

　木立を抜け、畑を横切った。

　走ったわけでもないのに息が乱れた。気が動転している。額からは汗が出た。

　ロイはどこだろう？　見晴らしのいい場所に出ても、ロイどころか魔族のひとりも見当たらなかった。

　誰も村の中心部から逃げてこないということは、みんな寝ているうちに火をかけられて、逃げ遅れてしまったんだろうか。自分の想像が恐ろしい。

　また進む。

「きゃっ！」

　燃える木のそばを通り過ぎようとして、上から火のついた枝が落ちてきた。

　足がすくんだ。そうしている間に、枝から周囲の下草に炎が燃え広がった。

（ロイを見つけなきゃ……！　ロイに会いたい！）

　風が吹き、流れてきた煙が目に染みる。

　そんなときだった。

「――見つけた」

　冷たい声を背中で聞いた。

　マリアだった。マリアは片手にたいまつを持っている。

「火をつけたのはあなたなの……？」

「だったら何？」

　彼女は火のついたたいまつを茂みの方へ放り投げ、空いた手に短剣を構えた。

　背後で炎が勢いよく燃え上がる。

「さっき魔族みたいな人たちが川の方へ逃げていったけど……」

　短剣の切っ先が私の方へ向けられた。

「あなただけは逃がさない！」

　切っ先に踊るような炎が映る。

　一方で、彼女が私の額に生える角を見ていた。

「その角……。思った通り、あなた魔族だったのね。どうせ魔法でアドニスをたぶらかしたんでしょう？　言いなさいよ！」

「違う……私には魔法の力なんか……！」

　力がないのは事実だ。魔族だって、全員が特別な力を持つわけじゃない。

　中でも私は体が弱く、非力だった。幸い手先は器用でお針子の仕事でなんとか食べていけるけれど、そうじゃなかったらとっくに野垂れ死んでいた。私はそういう存在だ。

「うそ！　私のアドニスを返してよ！」

　マリアが短剣を振りかぶった。

　とっさに逃げようとしたけれど、周囲はすでに炎に包まれていてダメだった。逃げるならマリアを突き飛ばすなりしていくしかない。

　私はその場に留まり、マリアと対峙たいじした。

「ねえ待って！　落ち着いて……。私を刺してもアドニスは手に入らない……」

　なぜならアドニスは、誰も愛していないから。彼が好きなのは自分自身と、ゲームみたいな恋の駆け引きだけだ。

「アドニスは――」

　言いかけた私の言葉をマリアが遮った。

「知ってる……！　彼も魔族なんでしょう？」

　彼女の瞳に涙が光った。

「私はそれでもよかったのに……。あいつが私を裏切るから、こうするしかなかったのよ！」

　次の瞬間、マリアが正面からぶつかってくる。

（え……？）

　何が起きたのかわからなかった。

　私は平衡感覚を失って、その場に崩れ落ちた。

「あなたは死ぬ、そしてアドニスも死ぬ。それで終わりよ」

　泣いているのに、感情が読み取れない……。暗闇みたいな瞳が私を見下ろしていた。

（死ぬって何……？　私は……）

　しゃべったつもりが、口から出るのは途切れ途切れの息だけだった。

　目の前で、短剣から地面へ血がしたたり落ちる。

　それから胸元に手を持っていき、ようやく私は自分が刺されたんだと理解した。

（マリア……？）

　彼女は私に背を向け離れていく。

　恋した相手が魔族だったら。それでも愛してしまったら……。

　その苦しみはいかばかりだろう。

　どうしてか魔王に抱かれた夜を思い出した。

　私がここで死んだら、ロイはまた悲しい目をした魔王になってしまうんだろうか。

（ロイ……ロイ……）

　彼を探したいのに起き上がれない。

　手から、体から力が抜けていく。自分の命が尽きていくのを感じた――。
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　それからしばらく……。

　私はミスティの遺体にすがりついて泣く、ロイの姿を見下ろしていた。

　ロイは見る限り、やけども怪我もしていない。

　彼が炎にまかれて死んでしまうことを私は恐れていたけれど、そうはならなかったみたいだ。

　ただ恋人を亡くしたロイの悲しみは深かった。

　遺体を胸に抱くその腕と肩は、ずっと小刻みに震えている。

　そのうちに雨が降りだし、周囲に燃え広がっていた炎は急速に収まっていった。

　木々の向こうから朝日が差し、ロイがふと顔を上げる。

　濡れ髪の彼の目元に、大粒の涙が光っていた。

　それが雨粒でなく涙だとわかったのは、涙が彼の魔力に反応し美しく輝いていたからだ。

　涙は光の結晶になり、死んだミスティの胸元へポロリとこぼれる。

　彼は恋人の青白い唇を、静かに……静かにキスで塞いだ――。
















９章　砂漠







　赤黒く染まった空を、ドレイクが飛んでいた。

　ドレイクは異世界から来た大型の陸生ドラゴンで、炎を吐くのが最大の特徴だ。

　胃の中にアルコールに似た物質を持っており、気化したそれを口の中で爆発させることで炎を発生させているらしい。

　そのドレイクが、ここ数年で人間の街を次々と燃やし尽くしてしまった。

　街だけじゃない。森や畑、工業地帯や港湾も。

　今悠々と空を飛んでいるあのドレイクも、文明を破壊し、数多の人々の命を奪ってきたんだろう。

　その背後にいるのが魔王だった。

　魔王は多くのドレイク、そのほか数知れない魔獣たちを従え、世界を我がもの顔で蹂躙じゅうりんしている。
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「そろそろここも、移動した方がいいかも……」

　砂漠の地下壕ちかごうで暮らしていた私は、空を飛ぶドレイクを見かけてつぶやいた。

　移動するにはまずドレイクの存在を仲間に知らせる必要がある。仲間と言っても、彼らは数日前に出会ったばかりの、まだよく知らない人たちなんだけれど……。

　家族や友人は皆ドレイクの襲撃で散り散りになり、行方知れずになってしまった。私以外に、生き残った者がいるかどうかもわからない。

　地下壕の人たちは、砂漠に迷い込んだ私をたまたま見つけて拾ってくれた。彼らは魔王軍の手を逃れ、移動しながら逃げ延びているという。

　水桶みずおけに汲くんできた水を持って地下壕に戻ると、仲間のひとり、バロンという老人がいた。

「バロンさん、皆さんは？」

「ああ、ミントか。外をドレイクが飛んでいただろう？　みんなは偵察に行った」

「そうですか……」

　だったら報告は必要なかった。水汲みで歩き疲れていた私は水桶を置き、壁際に座り込む。

　今年十八になった私は何もなければ教師として職を得るつもりだった。けれども街は焼かれ、当然就職もあきらめざるを得なかった。

　今みたいな地を這うような生活で、学問がなんの役に立つだろう。私の仕事は毎日の水汲みと、偶然見つけた食料を拾ってくることくらいだ。

　頭を使うことも、文字を読むこともない。こんな世界で生きていく意味がわからない。

　灰色の砂埃が食い込んだ、手の爪をぼんやり見つめた。

「おい、水をくれ」

　その声に顔を上げると、バロンさんが目の前に手を伸ばしていた。

「水……？　水ならそちらに……」

　この状況に違和感を覚えながらも、私は水桶を目で示す。

　けれども彼の目はまっすぐ私を捉えたままだった。

「……な、なんですか？」

　間近に見る、白く淀よどんだ目が恐ろしい。

　思わず座ったまま後ずさりしようとすると、やにわに肩をつかまれた。

　彼の半開きだった唇が生暖かい息を吐き出す。

「早くしろ、みんなが帰ってくる前に」

「するって何を……」

「わかるだろう！」

　彼のもう片方の手が太ももをなでた。

　その手は一瞬にしてスカートの内側にまで進入し、布越しに秘部を探る。

「やっ、ダメです！　やめて！」

「言うことを聞いてくれ！　こんな生活、おかしくなりそうなんだ！」

　バロンさんは今すぐ泣きだしそうな顔をしてみせた。

　こんな生活でおかしくなりそうなのはわかる。でもそれが、私を襲う理由だなんていうのはわからない。

　私は手足をばたつかせ、彼の手から逃れようとした。

　けれども私の手足をつかむ、彼の腕は離れない。それどころか力尽くで押さえ込んでくる。

　壁に頭を強打して、ガツッといやな音が響いた。

（うそ……!?　どうして？）

　めまいがしてすぐには動けない。老人だと思って侮っていた相手に、私は力で敵わなかった。

　彼は倒れた私を尻目に立ち上がり、ズボンの中からぬらぬらと光った欲望の象徴を取り出す。

　どうしてこんな悲惨な状況で欲情できるのか……。理解できなくて、ひたすら気持ち悪かった。

「イヤ……」

　這って逃げようとした瞬間、勢いよく腹を蹴られる。

「……――ぐっ！」

　続けざまに肩を踏まれ押さえつけられた。

　踏まれたときに硬い靴底が鼻にかすり、鼻の中から何か垂れてくる。

　反射的に手をやると、二日目の月経みたいな鮮血が手のひらに付着した。

　それを見た瞬間、憤りと混乱で頭の中が沸騰した。

「イヤ！　イヤ！　イヤぁああ！」

　叫び声が地下壕の壁にこだまする。

　こんなこと受け入れられない！　早く！　誰か戻ってきてほしい。

「おいっ！」

　響く声の大きさにあせったのか、バロンさんが手で私の口を塞いできた。

　口を塞ぐ手の力が強い。私はこのまま窒息してしまうのか。恐怖が余計に体の自由と思考を奪う。

　もう何も考えられない。ただ逃げたいという思いだけだった。

　そのとき、バロンさんの体が勢いよく真横に倒れる。

（えっ……）

　彼は倒れたまますぐには動かなかった。いったい何が起こったのか……。

「やだねえ、人間ってのは野蛮で」

　その声に振り向くと、背の高い男の人が立っていた。

「無理やりなんてあり得ないよ。時間をかけて女の子を口説くのが楽しいのに」

　きらめく甲よろいに赤いマント、波打つ金色の髪……。まるで絵本の中の王子様みたいだ。

　けれども彼がそういう存在でないことは一目見てわかる。

　頭部に立派な角が。魔族だ……。

　彼の目元を彩る傷痕が、その美貌にまた違った凄みを添えている。

（アドニス……）

　私は彼の名前を思い出した。

　年齢で言えばもう四十近いはずだけれど、見た目は青年という年のころだ。魔族は人間に比べ年を取るのが遅かった。

「で、どうする？　こいつ。殺しとく？」

　アドニスがバロンさんを足先でつついた。バロンさんは、低くうめくだけでまだ動けずにいる。

「ほら、まだ生きてるみたいだよ？」

「殺すなんて……。やめて。関わり合いたくない……」

　私はなんとか立ち上がった。

「そっか」

　アドニスは私にハンカチを差し出そうとして、片眉を持ち上げる。

「君……、誰かに似てると思ったけど、そうだ、ミスティちゃんそっくりだ！　ああ、ミスティちゃんっていうのはね――」

「知ってる。十八年前に死んだ魔王の恋人でしょう？　ミスティが人間に殺されたせいで、ロイは人間を憎んで魔王になった」

「知ってるんだ？」

　彼は不思議そうに私を見つめた。

　私は彼の手からハンカチを取って鼻を拭く。鼻血はもう収まったみたいだ。

　そんな私を見ながらアドニスが続けた。

「ねえ君、ミスティちゃんの代わりをしてみない？　君みたいなかわいこちゃんがそばにいたらさ、魔王もいい加減、人間を滅ぼそうって気がなくなるかもしれない。僕らもそろそろ戦いには飽きたし、ドレイクたちを異世界に送り返したいんだよね。魔王は気に入ってるみたいだけど、あいつら餌は食うしでかいウンコはよくするしで、ドレイクの世話も大変なんだ」

　彼は冗談っぽく言って肩をすくめた。

　そこで私は意を決して打ち明ける。

「アドニス……。私は十八年前に死んだミスティの生まれ変わりなの。あのころのことを覚えてる」

　ミントとして生を受けてしばらく。前世の記憶があることに気づいた私は、いくつもの記憶の断片を繋ぎ合わせ、ロイやアドニスのことを思い出した。

　それにミントとして魔王に殺され、過去へ戻ってロイとの時間をやり直したことも……。

　こうしてアドニスと再会したのも、場所は違えど以前経験したことと同じだった。

　さっきまで人間として生きることに絶望していたけれど、アドニスと会えたなら、私は生きる希望を持てる。

　きっと魔王を止めるために、私はまた同じ時間を生きているんだ。

「アドニス、お願い」

　 不思議そうにしている彼に一歩近づく。

「私をロイの……、魔王のところへ連れていって」

「んー……」

　アドニスは自慢の金髪を掻き回した。

「僕にわかるのは君が魔王軍のことに詳しいってことと、君がミスティちゃんに似てるってことだけなんだよね。生まれ変わりっていうのは、その……」

「信じられない？」

　私の問いに彼は肩をすくめ、肯定の意を示した。

「でもいいや。君が何者でも、かわいい女の子ってことには変わりないしね。人間として、精々魔王をたぶらかしてみてよ。君も世界平和のために役立ちたいでしょ？　僕だって、何十年ぶりに弟の機嫌が直れば万々歳だよ」

　そして私は魔王の城へ連れていかれた。
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　城の様子は記憶の中のそれと変わらなかった。私にとってはずいぶん前の記憶だから、全体的におぼろげではあるけれど。

　私はミントに生まれ変わり、生まれ変わる前のミスティだった時間に戻って、死んでまたミントに生まれ変わった。つまり私は生まれ変わりを経ながらも、同じ時間を繰り返している。

　前と同じいくつかの扉をくぐり、長い階段を上った。

　今回も途中、魔族の女性たちの手で風呂に入れられ、薄布のようなドレスに着替えさせられた。

　そして魔王の部屋へ続く、扉の前に立つ。重厚な装飾の刻まれた、分厚い扉だ。

　私はそこへ手を突いた。

　以前はこの扉をくぐり、魔王の手で呆気なく殺された。

　今回あのときと違うのは、私がミスティだったころの記憶を持っていることくらいだ。他は何も変わらない。

　下手をすればまた呆気なく殺されてしまうかもしれない。

　それを考えたら、目の前の扉をくぐるタイミングを見失ってしまった。

　どうしたものかと、私は周囲を見回す。けれどもそばには誰もいなかった。

　アドニスや、世話を焼いてくれた女性たちはどこへ行ったのか。

　前に来たときには気づかなかったけれど、魔族たちが不用意にこの扉へ近づかないのは、おそらく魔王の逆鱗げきりんに触れることを恐れているからだ。

　――僕だって、何十年ぶりに弟の機嫌が直れば万々歳だよ。

　アドニスの言葉を思い出した。

　今のロイは魔王であって、私のよく知っている、十七歳の彼じゃない。魔王は危険だ。

　それでも、ロイと話したい。人間と彼との間にある不幸を止めたい。

　そのためには私も、簡単に殺されてしまうなんてことは許されなかった。

　だったらどうするのが一番なのか……。私は誰もいない廊下に立ち尽くす。

　そして……。
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　誰かに揺さぶられて目を覚ました。

「ここは……」

　魔王の城、魔王の部屋に続く大きな扉の前だった。

　私は廊下の隅にうずくまり、いつの間にか眠ってしまっていたらしい。

　寒い。ひらひらした薄いドレスがいけなかった。こんな下着のような格好じゃ、どうしたって凍えてしまう。

　私を起こした人物がため息をついた。

「こんなところで寝ていたら風邪を引く」

　低く響きのあるその声にドキリとする。

「ロイ……」

　ううん、今は魔王さまと呼ぶべきなのかもしれない。私はミスティでなくミントだから。

　魔王はうずくまっている私のそばに、ひざを突いていた。

「お前は……」

　彼が私を見つめる。首を傾けたせいで、長い黒髪が肩をするりと滑り降りた。

　私たちはしばらく無言で見つめ合う。

　前は退廃的な気配に覆われていた魔王が、今日はどうしてか優しい瞳をしていた。

　魔王は前と明らかに違う。

　だってそうだ、風邪を引きそうな人間の娘を気遣うなんて。以前は部屋へ来たミントを、虫けらみたいに簡単に殺してしまったのに……。

　でもどうして？

　前と同じ時間が繰り返されているようで、時間の流れは少しずつ変化していっているんだろう。

　ミスティを街へ連れていったせいでアドニスは目元に傷を負い、ロイは……。

　彼と愛し合ったあの夜を思い出し、体がじわりと熱くなった。

　ロイは、そして魔王はきっと前よりも、愛に満たされることを知っている。

　思い上がりかもしれない。けれど、もしそれが彼を変えたなら、私は……。

「お前は……」

　魔王がもう一度口を開いた。

「私の知るある人に、とてもよく似ている」

「魔王さまも……私の大好きだった人に、とてもよく似ています」

　見つめ合っていると、床に突いていた指先がお互いに触れ合った。

「あっ……」

「君を……、抱きしめてもいいだろうか？」

　魔王が尋ねる。

　私は信じられない思いでうなずいた。

　すると次の瞬間には彼の両腕が、私の体をすっぽりと包み込んだ――。
















10章　果実







　ロイに会いたかった。

　会えてよかった。

　私は彼と結ばれたあの日に死んでしまい、それから生まれ変わって十八年。離れていた時間の長さが、私の中にある彼への思いを純化させ、際限なく膨らませてしまったのかもしれない。

　私たちはミントと魔王として出会い直したその瞬間、恋に落ちてしまった。
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「ミント、お前に土産だ」

　主の帰還とともに、魔王の私室は甘い香りに満たされる。

「それはなんですか？」

　彼の持ってきた脚付きの皿には、赤く大きな果実がいくつも乗せられていた。

　美味しそうだ。けれど私にとって初めて見るものだった。

「これは南国の果実でアムーラというらしい。こんな大きな木にいくつも実る」

　彼が腕を広げて木の大きさを示す。皿が動くと、アムーラの香りがいっそう部屋中に広がった。

　数日前、ここへ来るまでは食うのにも事欠く生活をしていた私には、その香りは官能的とすら思える。

「美味しそうな香りがします」

　ふらふらと近づいていくと、魔王はベッドのふちに腰をかけ、皿をこちらへ差し出した。

「食べてみるといい」

　私は皿から果実をひとつ取る。ずっしりと重かった。

　触ってみた感じ、皮はやわらかくてそのままでも食べられそうだ。

「どうだ？」

　こちらを観察する魔王の視線に促され、私は果実にかぶりつく。とろんとした果肉が口の中に広がった。

　それと同時に着ているドレスの胸元にも、匂い立つ果汁がこぼれる。

　私は上手く食べるのに失敗したらしい。

「美味いか？」

　魔王は笑っていた。口の端から尖った犬歯がちらりとのぞく。

　その笑顔に釘付くぎづけになってしまった。

　十七歳のロイも素敵だったけれど、十八年後の魔王はロイにはない大人の色気を漂わせている。

　私は思わず目を逸らし、弁解した。

「美味しいです。でも、こんなにやわらかいとは思わなくて……」

「ふむ」

　横から彼の長い腕が伸びてくる。

　何をするのかと思えば、私が持て余していた食べかけを奪い取り、口に入れた。

　私の視線は彼の口元へ吸い寄せられる。

「確かによく熟れている。それから甘くて……お前の肌みたいだ」

　こちらへ向けられた流し目にドキリとさせられた。

「私の肌は甘いですか？」

「知らなかったのか？　お前の肌からはいつもいい香りがして、ときどき食欲をそそられる」

　魔王は食べかけの果実を皿へ戻し、私の手を引き寄せた。

「……？」

　何をするのかと思えば、彼は果汁で濡れた私の手を舐めてくる。それも指の一本一本まで丁寧に……。

「あっ……」

　指の股をなぞる舌の感触にぞくっとした。

「こういうときの表情まで、よく似ている……」

　きっとミスティのことを言っているんだろう。

　彼はきれいにした私の手を解放すると、今度は私の胸元に手と舌を這わす。

「あっ、まおう、さま……」

　肌を濡らす果汁を舐め取っているのはわかっている。

　でもそれだけじゃない。ときどき見上げてくる彼の瞳には欲望の色が宿っていて……。

「お前が欲しい」

　着ているものを剥ぎ取られ、裸にされた。

　果汁を吸った薄いドレスは足下にするんと落ちていく。

　彼は立ったままだった私をベッドの上に誘った。

　それから私を仰向けにし、舌での愛撫を再開する。

　さっきまでより、彼の舌の温度を熱く感じた。

　むき出しになっていた胸の先端を、長い舌が絡め取る。

「……ああっ……」

　性感が刺激され、私は思わずひざをこすり合わせた。

　彼は胸元から顔を上げると、息を乱す私を満足そうに見下ろす。

「どうしてほしい？」

「え……？」

「お前のしてほしいようにしてやろう」

「！」

　どうすべきかわかっていて、女にねだらせるのはいじわるだ。

　私は彼の着ている長衣をつかんだ。

「キスしてください」

「ああ」

　彼がついばむようにキスをする。

　それからだんだんキスは深くなった。

　唇を吸い、唇の裏側を舐め、それから歯列の内側へ。

　そんな口づけと同時に、彼の指が私の脚の付け根を行ったり来たりした。

　キスがさらに深くなると、下半身を弄ぶ指も奥へ奥へと進んでくる。

　くちゅくちゅと濡れた水音が、甘い匂いのする部屋に響き始めた。

「ああっ！」

　声が我慢できなくなる。

「その声、もっと聞かせてくれ」

　彼は優雅に微笑んだ。私をこんなにしておいて、涼しい顔をしている魔王が憎らしい。

　私はもう一度彼の服をつかみ、自分の方へ引き寄せた。

「いじわるしないで。早く……！」

　羞恥心をかなぐり捨てて訴えると、彼はまた笑う。

「いいだろう」

　体がぐるんと反転して、私はあぐらをかいて座る彼のひざの上に乗せられた。

「……！」

　布越しに内股へ、存在感のあるものがぶつかる。

「さあどうする？　お前の好きにするといい」

　黒い眉の下にあるブルーの瞳が、悪戯いたずらな光を放っていた。

　私はその挑発に乗り、服の下から彼の雄を取り出す。

　すると向かい合うへその間に、天を仰ぐ起立がそそり立った。

　その生々しさに目まいがする。

「それからどうする？」

　彼が次の行動を促した。

　アムーラの色に似た雄の象徴が、誘うように揺れた。

　私は一旦ひざ立ちになると、自分の中にそれを呑み込んでいく……。

「あぁ……」

　さすがに体の抵抗があった。彼のが大きくて、すんなりとは呑み込めない。

　でも欲しい。

　もう一度腰を持ち上げて、彼が自分の中に馴染なじむよう、少しずつ角度を変えながら腰を落とした。

　そんな私に、彼の熱いまなざしが注がれる。

「ミスティ……」

　どうしてかその名前で呼ばれた。私はまだ、自分がミスティだとは打ち明けていないのに。

　胸の鼓動が大きく跳ねる。

「俺のミスティ」

　魔王が下から突き上げた。

「ああっ！」

　その勢いで深く繋がり合い、私たちはお互いを抱きしめる。

　深い快感に腹の中が痺れた。

　それもつかの間、私たちは体の欲望に勝てずに動きだす。

「足りない、もっと来てくれ」

「ひぁあっ！」

　きつく抱きしめ、下から貫かれた。

　強すぎる刺激に頭の中がグラグラする。

　それからそのまま熱いもので掻き回され、私の中はじゅくじゅくととろけ始めた。

「ああ、ロイ……！」

　私もいつの間にか、彼の名前を叫んでいた。

「ロイ、会いたかった……」

　心が喜びに、体は快感に甘く痺れる。

　彼をもっと確かめたい。その思いで私は腰を振り、彼もきっと同じ思いで突き上げた。

　私の下で彼の太ももが、甘いしずくに濡れている。

「ミスティ、俺が欲しいか？」

　彼が額を合わせて聞いてきた。

「欲しい」

「その言葉を、何度でも聞きたかった」

　それから何度か突き上げる。

（ああっ）

　内側で彼の欲望が弾ける感触があった。

　この感触を覚えている……。

　村の小さな家のベッドで何度も求め合った夜を思い出し、どうしてか泣きたいような気持ちになった。

　求め合うことは幸せだ。そして満たされたとたんに人は失うことに怯おびえる。

（あなたをもっと、私に刻んで……）

　その日私たちはいつまでも、求め合う悦びに酔いしれた。
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　そんな夜が幾晩も続いた。

　彼は言わなくても、私がミスティだということを理解しているようだった。

　彼は基本的に魔王であり、ふたりのときはときどきロイだった。

　人格の連続性というものはそういうものなのかもしれない。人は今に準じて生きるけれど、過去がその根本にあり、ときには過去の自分が顔を出す。

　そして悲しいことに、現在という束縛からは逃れられない――。
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「例のオアシス都市はどうなった？　何をもたもたと手こずっている！」

　壁と廊下を隔て、魔王の執務室から部下を叱る声が聞こえてくる。

　魔王軍と人間たちとの長い戦いは、ずいぶん前から膠着こうちゃく状態になっていた。

　いくつもの戦いが勃発し、こちらを引けばあちらが潰れてしまうという状況だ。未だ数に勝る人間たちを相手に、魔王軍も引くに引けない。

　抵抗勢力は根絶やしにするしかない。それが魔王の考えらしかった。

　人間との戦いから手を引きたい。アドニスはそう言って私を魔王の元に送り込んだけれど、それに関して私は思った以上に無力だった。

　今はまず、口を挟む隙がない。

　どうしたものかと壁越しの声をうかがっていると、何やら騒がしい声が聞こえてくる。

「衛兵は何をしていた！」

「前代未聞だぞ！」

　どうも様子がおかしい。

　漏れ聞こえてくる緊迫した声に引き寄せられ、私は初めて表側の廊下へ続くドアをくぐった。

　短い角を生やした魔族の侍女が私を見つけ、慌てて飛んでくる。

「どうしました？　ミントさま」

「何があったの？」

　質問に質問で返すと、彼女は硬い表情で打ち明けた。

「実は城内に侵入者が……。でもご安心ください。すでに衛兵が捕らえました」

「侵入者って、もしかして人間……？」

　私は驚き、声のした方へ駆けてゆく。

　魔王の城は高い空の上。ここへ来るには魔獣に乗ってくる必要がある。それなのに、こんなところまで人間が乗り込んできたなんて。

　にわかには信じられなかった。

「ミントさま!?」

　侍女が追いすがる。

　それでも廊下を進んでいくと、廊下の先、高い階段の下で、武装した人間たちがこの城の衛兵たちに取り押さえられていた。

　人間たちは三人……いや、四人いる。

　そのうちのひとりが燃えるような瞳で衛兵をにらんでいた。

　遠目だからはっきりとはわからないけれど、十代か、ハタチそこそこの年若い青年だ。青緑色の宝石がはまった額当てをしている。

　両腕を押さえつけられたまま、彼は叫んでいた。

「放せっ！　放せよくそっ！　魔王に話がある！　魔王を出せ！」

　そこへ、臣下たちに囲まれた魔王がやってくる。

「話だと？　私の首が欲しくて、剣を携えてきたんじゃないのか？」

　彼は人間たちを挑発するように、自分の首を片手でするりとなでてみせた。

「寝首を掻きに来る者を、私も長らく待っているんだ。しかし、お前にその資格はないようだ。私の前にたどり着く前に捕まってしまうとは、つまらんやつ……」

「バカにするなァア！」

　青年はとっさに腰へ手をやるが、そこにかかっているのは鞘さやだけだった。彼の剣はすでに兵に奪われている。

　魔王は早々に背を向けていた。

　青年が吠ほえる。

「おいっ、逃げるのか!?　俺と勝負しろ！　お前は悪だ、誰かに倒されるべきなんだ！」

「悪か。悪とはなんだ？　家畜を食う者か？」

　魔王が振り向き、皮肉な笑みを浮かべた。

　青年は怯ひるまない。

「お前は食うために殺すんじゃない。お前は大地を焼き、世界を灰にしている。そんなことをしていったい何が残る？　未来を生きる子どもたちに顔向けできるのか!?」

　周囲がしーんと静まりかえっていた。私も、そしてここにいる魔族たちのいくらかも、彼の言葉に心を打たれているんじゃないかと思った。

　ところが魔王には響かなかったらしい。彼は無感動な表情で部下に指示を出す。

「牢へ入れておけ。処刑の方法は、また暇なときにでも考えておく」

　それからその背中が扉の向こうに消えるまで、魔王は一度も振り向かなかった。

　あの青年は殺されるんだろうか。連れていかれる人たちを見て、私は愕然としてしまう。

　ロイを愛している。でも、彼は悪だ。このままではいけない。

　彼らを見殺しにしてはいけない……。
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　それから数日後の夜、私は青年たちの捕まっている牢を探し当てた――。
















11章　白刃







　居眠り中の牢屋番から鍵かぎを盗み、人間たちが捕らえられている牢へ向かった。

　牢屋番の部屋からさらに奥へ進むと、暗い通路の左右に鉄格子の扉がいくつも並んでいる。

　彼らはどこにいるのか。ひとつひとつ牢屋をのぞき込むけれど、どの牢も空だった。

　何もない牢の中にねずみの死骸が転がっているのを見る。

　あの青年たちは生きていてほしいと心の中で願った。

　そんなとき――。

「看守じゃないな。君は誰だ？」

　鉄格子越しに話しかけられてドキリとする。

　持ってきた小さなランプをかざして見ると、この前の青年だった。額の宝石がたいまつの光を反射して輝く。

　三人の仲間も同じ牢に入れられていた。

「あなたたちを助けに来ました」

　私は持ってきた鍵束から、牢屋の鍵穴に合う鍵を探した。

　鍵を順番に差し込んでガチャガチャとやるが、気があせってしまって汗ばんだ手が滑る。

「……あった」

　ようやく合う鍵を見つけられた。鉄格子の扉が鈍い音をたてて開く。

「さあ逃げて！」

「でも君は……」

　青年が心配そうに私を見た。

「君も囚われの身なんじゃないのか？」

　確かに私はドレスだけを着せられていて、靴もない。

　部屋を出ようとすると毎回やんわりと止められるから、今回も抜け出すために侍女たちの隙をうかがわざるを得なかった。

　それを考えると囚われの身だという彼の指摘は正しかった。

「おい、今のうちに！　早く！」

　青年の仲間たちは牢を飛び出し駆けていく。

「一緒に逃げよう！」

　青年が私の手を取った。

「待って！　私は自分の意思でここにいるの！」

「でも君は人間だろう？　魔王にひどいことをされているんじゃないのか？」

「そんな、ひどいことなんて……。魔王は優しくしてくれます」

　私は踏みとどまる。

　青年は首を横に振った。

「魔王が本当に優しいなら、人間の街を魔物に焼かせたりしない」

「…………」

　反論できなかった。

　そこへ硬い足音が、ゆっくりと近づいてくる。

　仲間が戻ってきたにしてはのんびりした足取りだ。牢屋番が来たに違いない。私は慌てて振り向いた。

　ところが予想は外れた。

「ミスティ、こんなところで何してる？」

　魔王だった。黒髪と真っ黒なマントが闇に同化してみえる。

「……っ、これは……」

　なんて答えたらいい？　私は右手に盗んだ鍵束を握っていた。そして逆の手は青年につかまれている。これじゃあ、手に手を取り合って逃げるところみたいだ。

　魔王が落胆のため息をついた。

「……お前をミスティだと思ったのは、私の勘違いだったようだ」

「違う、ロイ……」

「お前に寝首を掻かれるのなら、それは本望だったのに……。こうなってしまったからには仕方ない」

　後ろから来た側近が、魔王に目で合図され、剣を差し出した。

「や、やめ――」

　魔王が剣をすらりと抜き、私たちに斬りかかる。

　暗い中なのに、視界を横切る白刃が鮮やかだった。

　首に真横からの衝撃があり……。

　そして私の意識は途切れる――。
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　水の香りがした。水草と、水辺に葉を茂らせる草木の香り。

　日だまりと、水をたっぷり含んだ空気が肌を包んでいた。

（……起きなきゃ……）

　重いまぶたを持ち上げて、周囲の景色を確認する。

　あの湖のほとりだった。

　水面に日差しが乱反射してまぶしい。魔王に斬られたときの、白い刃の光を思い出した。

　私は魔王に斬り殺されたんだ。それも一刀両断に……。

　這っていき湖面をのぞき込むと、魔族の痩せた娘が映っていた。

　ミスティだ。

　ミスティはエプロンを着ており、ポケットには綿花が詰まっている。

　周囲にも、落とした綿花が散らばっていた。

　私はまたミスティが十七歳だったこの時間に、戻ってきてしまったらしい。

　誰かが駆け寄ってくる足音がした。

「ミスティ、大丈夫？」

　私はもうその声の主を知っている。十七歳のロイだ。

「大丈夫……。あなたに斬られる夢を見たけど……」

「えっ？」

　ロイが困惑の声を上げた。

　ううん、あれは夢じゃない。私だってわかってる。

　あれは現実で、ロイはこれから魔王になる運命で……。

　――お前に寝首を掻かれるのなら、それは本望だったのに……。

　王者の風格を漂わせてみえて、その実、死を望んでいた彼が、脳裏にこびりついていた。

　彼と世界の運命を変えるため、私はおそらくこの時間に戻ってきた。

　それが神さまの力なのか、それとももっと別の存在が時間を巻き戻したのか。原因はわからない……。

　今はっきりしているのは私が未来の記憶を持っていて、同じ時間を繰り返しているということだけだ。

　どうして私なのか。世界を救う使命を課されたのが体の弱いミスティだなんて、あまりに荷が重い。

「倒れたときに頭でも打って、そのせいで怖い夢を見たんじゃない？」

　ぼーっと考えていると、ロイが私を助け起こしてくれた。

　それから彼は私の全身を確かめる。

「よかった、見た感じ怪我はなさそう……。でも僕がもっと早く来たら、ミスティに怖い夢なんか見させなかったよ。ごめん……」

　そんなことを言って彼は、足下に散らばる綿花を拾い集めた。

「……いいよ。私、自分で拾える」

　私も地面に手を突いて、綿花を拾う。

「ミスティ……」

　ロイは拾い集める手を止めた。

　けれどもどういうわけか、彼が立ち上がる気配はない。

「……ロイ？」

　どうしたのかと思って目を向けると、ロイは私の前髪をなでてきた。

「何かあったの？」

「え……？」

「なんだかすごく、不安そうに見えるから……。ねえ、何に怯えてるの？」

「…………」

　何も言っていないのに、心の中の不安を見透かしてしまったロイに驚く。

（言ってもいいのかな？）

　迷ったけれど、私は本当のことを話してみることにした。

　木陰の倒木に並んで腰かけ、私は口を開く。

「私ね、未来を見てきたの……。ロイは悪い魔王で、私は人間に生まれ変わってた。魔族と人間との戦いが長く続いていた。そんな中私たちは出会って……。魔王は人間の私に優しかったけれど、結局、私は魔王に殺されてしまった」

　ロイはその話を信じていいのか、判断に困っているようだった。それで私は続ける。

「ロイが魔王になって人間たちを迫害するようになったのは、私たちの村が人間の手で焼かれて、そのとき私が死んでしまったからみたい。私はロイを悪い魔王にしたくない。どうすればいいんだろう」

　ロイは足下へ目を落とし、深く息をついた。

「ミスティが死ぬなんて、僕には受け入れられない……。それが人間のせいなら、僕は当然人間を恨むよ」

「うん……」

「ミスティ……君を失いたくない……」

　倒木の上に置いていた私の手を、ロイが奪い取るようにして握った。

　余計な話をしてしまい、私はロイを苦しめているのか。胸が痛む。

　でも、ロイが思った以上に真剣に受け止めてくれていることは嬉しかった。

「今の話、信じてくれるんだ？」

　そんなふうに尋ねると、彼は小さく笑ってうなずく。

「正直言って、僕はミスティ以外に信じるものがないよ。両親はとっくに死んでしまったし、兄さんはほら、自由すぎる人だから」

　私もロイも親を早くに亡くしてしまい、村の中での立場は弱かった。村の子どもの面倒は長老たちが見てくれるけれど、あくまでお荷物という扱いだ。

　だからロイは魔獣使いとして、私はお針子としてみんなの役に立つべく働くことで、なんとか村での居場所を確保している。

　一方ロイの四つ上の兄・アドニスは、そんな村での生活を嫌い、ふらふらと旅に出てしまうことが多かった。

　ロイが私の手を何度か握り直した。

　そして彼は予想外のことを言う。

「僕たち、村を出ない？」

「え……？　どうして？」

　今まで、ある意味村にしがみつくようにして生きてきたのに。ロイがそんなことを言うなんて驚いた。

「だって、村を出れば、火事に巻き込まれてミスティが死んでしまうこともないはずでしょ？　それに僕たちもうすぐ十八だし、結婚して所帯が持てる」

　そうだった。結婚して好きな場所に家を持てるのは、村では十八歳からとされていた。昔はもっと早かったけれど、お産で亡くなってしまう若い妊婦さんが少なくなく、そうなったと聞いている。

「結婚して家を……」

　私は驚きつつ、考えを巡らした。

「……あれ？　それってプロポーズ？」

　前回の記憶だと、私たちは仲のいい幼なじみで、まだ付き合ってもいなかったと思う。

「うん。突然のことだから、君にプレゼントする花の一輪もないけれど。当然、僕たちは結婚するものだと思ってたよ」

「えーっと……」

　ロイは真面目で奥手なのに、いざとなったらぐいぐい来るから驚いてしまう。

　彼は私の顔を食い入るように見つめ、プロポーズの返事を待っていた。

　あまりに熱い視線を前に、私の顔は熱くなる。

「……イヤ？」

　ロイが待ちきれずに聞いた。

「ううん、イヤじゃないよ。嬉しい」

　結婚して火事での死を免れるなら、それでロイが魔王にならずに済むなら……。私としては、もう何も言うことはなかった。

（私……、今度は生きられるのかな？）

　結ばれてふたりで生きる人生の先には、どんな未来が待っているんだろう？

「よかった」

　ロイの顔に、笑顔の花が咲いた。

「ミスティのこと、ずっとずっと大事にする！　絶対に離さない。昼も夜も。僕が君を守るからね……」

　ロイが私を抱きしめ、それから耳元で言う。

「誓いのキスをしよう」

　少し緊張した声に、余計にドキドキさせられた。

　握っていた手を引き寄せられ、そっと目を閉じる。すると、唇に優しく触れるだけのキスが落ちてきた。

　なんて甘酸っぱいキスだろう。

　ふわふわした気持ちで目を開けると、ロイがわずかに眉根を寄せ、微笑みながら私を見つめていた。

「何……？」

「ううん……。ただ、幸せだなと思って」

「私も……」

　こんな純朴な彼が、冷酷な魔王になるなんて考えられない。

（きっと今度こそ、ロイは魔王にならずに済むよね？）

　ところが、ことはそう簡単には進まなかった。

　村の大人たちが反対したのだ。

　私たちは集会所に呼び出され、説教を受けることになった。
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「結婚してふたりで村を出るだって？　何を考えているんだ！」

　長老はカンカンだった。

　場所は木の上にある集会所。簡素な板張りの床に車座になって座る大人たちは全員、長老の味方みたいだ。

「結婚なんてまだ早い！」

「今まで育ててやった恩を忘れたか！」

「みなしご同士で結婚したって苦労する」

「ミスティには長老が、他にいい相手をと考えていたんだ」

　私たちを取り囲み、大人たちが口々に言った。囲まれて、寄ってたかって言われるこっちはたまらない。

　けれどもよくよく考えてみると、みんなが動揺するのも仕方のないことのように思えた。

　私たちは仲のよい幼なじみで、とくに交際していたわけでもないんだから……。

　火事での死から逃れる方法は、何も結婚だけじゃない。だったらここは長老たちと揉もめるより、一旦引き下がろう。私はそう考えを固めた。

「わかりました。結婚は一旦考え直し――……」

「僕は嫌だ！」

「えっ……？」

　驚いて隣のロイを見る。

「僕はミスティと結婚する！　ミスティは誰にも渡さない！」

　彼は勢いよく立ち上がって宣言した。

「ロイ、落ち着いて話し合おうよ」

　私はロイの腕を引っ張って座らせようとする。けれど無理だった。

「のんびり話し合っている暇はないよ。僕は君を失いたくない！　行こう、ミスティ！」

　ロイは今すぐ村を出なければとあせっているようだった。

　私を連れ、そのまま集会所から出ようとする。

「ロイ？　……わっ！」

　強く手を引かれ、よろけたところで私は彼に横抱きに抱き上げられた。

　不安定な体勢に驚いて、私はロイの首にしがみつく。

「ミスティは僕が連れていく」

「そんな勝手は許さん！」

　大人たちが立ち塞がった。

　彼らもロイも気が立っていて、すぐに揉み合いになってしまった。

「うわーっ！　放せ！」

　いくつもの手がロイの肩や腕を乱暴につかむ。

「出でよ、ドレイ――」

「待ってロイ！　こんなところにドレイクを呼んだら集会所が壊れちゃう！」

　私は慌てて止めた。そもそも私を抱いた状態では、ロイも魔獣を呼び出せない。

　あれよあれよといううちに大人たちに羽交い締めにされ……。

　そしてロイは牢屋に入れられてしまった――。
















12章　誘拐







　集会所で暴れたロイは牢屋に入れられ、私は自分の家へ戻された。

　離れて頭を冷やせということらしい。

　あれから半日。私は糸紡ぎをしたけれど、なかなかそれも手につかず、結局日が暮れてからもう一度、村の中心部へ足を向けた。

　村の牢屋は集会所の裏手にある粗末な小屋で、人がやっと横になれるくらいの広さだ。入り口には竹で編まれた格子がはまっているだけ。

　普段この平和な村で、牢が使われることはあまりなかった。祭りなどのとき、酒を飲みすぎて暴れた者が、反省を促すために入れられたりするくらいだった。

（ロイはどうしてるんだろう？）

　牢屋の近くまで行ってみるものの、見張りがいて近づけそうにない。

　私は途方に暮れ、ただ遠巻きに小さな小屋の影を眺めた。

　それにしても、十七歳のロイが結婚を望むのは、そんなにいけないことなんだろうか。

　遊び人のアドニスならともかく真面目なロイのことだ。生半可な気持ちでないことは、同じ村の者ならわかっているだろうに。

「どうしたミスティ」

　木陰にたたずんでいた私に気づき、長老が声をかけてきた。

　私は家で焼いてきた木の実のパンを彼に見せる。

「ロイに、差し入れだけでも渡してもらえませんか？　私からとは言わなくていいです」

「ミスティ……」

　長老はしわを深く刻んだ顔を歪めてみせた。

「それでは反省にならないだろう」

「ロイは食事抜きなんですか？」

「ああ。それでも涼しい顔をして瞑想めいそうしておる」

　ロイの性格なら何日だって我慢するだろう。それを考えると余計に心配になった。

　私は長老にすがるようにして聞く。

「いつ出してもらえるんですか？」

「そうだな、それはお前次第だ」

「私……？」

　長老が私を集会所の方へ促した。
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　木の上の集会所に上がると、そこには年長の魔族が二、三人いるだけだった。

　彼らも一緒に聞く形で、私は長老から話を聞かされる。

「ロイのことはあきらめなさい」

　長老は、少し言いにくそうな顔で言った。

「どうしてそれを私に言うんです？」

　いやな予感を覚えながら、私は聞き返す。結婚のことは一旦考え直すと言ったのに。

　長老はあぐらを掻いた脚に両手を突き、私の顔をまじまじと見つめた。

「いいか？　ロイの魔力は強大だ。野放しにしてしまうと世界そのものを危険にさらす。だからこそ我々は、あれを好きにさせるわけにはいかんのだ。村から出し、監視の目を緩めるなどもってのほか」

「なあ長老、それはちょっとその、大げさじゃないか？」

　同席していたひとりが口を挟んだ。

　長老がそちらを振り向く。

「考えても見ろ。あいつが己の力を、自らの欲望のために使いだしたらどうなる？」

「え？　それは……」

「異世界の魔物たちを従えられるのはロイだけだぞ。我々魔族が一丸となっても敵わない。一度自由にさせてしまえば、あいつを止められる者はもう誰もいなくなる」

　未来を知っている私には、長老の話は何も間違っていないように思えた。

「あいつをこの村に生かしておいている、我々の責任だ」

（そうか。それが、長老が私たちの結婚に反対する本当の理由だったんだ……）

　私は困惑しながら、板張りの板のささくれを眺めた。

「悪いことは言わない。ロイのことはあきらめなさい。少なくとも今は……」

　長老は白いひげをなでながら、優しく諭すように言った。

　何も言い返せなかった。

　でもこのまま手をこまねいていて、私が火事で死んでしまったら？

　ロイはきっとまた、冷酷な魔王になってしまう。それはどうしても避けなければならなかった。

（私が、ひとりで村を出れば……）

　そんな考えが胸にもたげる。

　力のない私が村を出て、ひとりで生きていけるとも思えなかった。

　けれど私が人間のせいで死んだりしなければ、少なくともロイが魔王になることもないはずだ。

「わかりました。ロイとのことはあきらめます」

　私はパンの入ったかごを長老に押しつけた。

「その代わり、ロイは牢屋から出してあげてください」

　長老は木の実のパンを見下ろして、どうしたものかという顔をする。

　こういうときは、突き返される前に帰るに限る。私は長老の返事を待たず、そのまま集会所を後にした。

　夜の広場に出たところで、集会所の方から長老たちの話声が聞こえてくる。

　彼らは私の話を受け、さっそくロイへの対応を相談し始めたみたいだ。

　なるべくロイが傷ついたり、苦しい思いをしたりすることのないようにと願う。

　でも……。

　牢屋の方を振り返り、胸が痛くなった。

　私が去ったあと、ロイは誰とも結ばれず、ずっとこの村でひとりなんだろうか。できればロイを、ひとりぼっちにしたくない。

　誰にも涙は見られたくなくて、私は集会所から、家への帰り道を急いだ。
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　翌日も、ロイは牢屋から出されなかった。

　年長者たちが入れ替わり立ち替わり、長老と和解するよう説得しているが、ロイは頑として首を縦に振らないらしい。

　たまたま村へ舞い戻ったアドニスが、私の家までそれを教えに来てくれた。

「なんでまた急に結婚の話になってるの？　ロイがミスティちゃん命なのは知ってたけど、ミスティちゃんはどっちかというと冷めてるから、そう簡単に色恋には発展しないと思ってたのに」

　アドニスは家の外から窓枠にもたれかかり、興味深そうに私を眺めた。

　確かに、同じ時間を繰り返さなければこうはならなかったと思う。いろいろあって、私はロイのことを前よりずっと好きになってしまった。

「本気でロイと結婚するつもり？」

　アドニスが探りを入れてくる。

「そのこと……。考え直すからロイを牢屋から出してって、私は長老に話したの。長老はロイの力が強すぎるから野放しにできないって。それで私たちが所帯を持って、村を出ていったりするのを恐れてた」

「あー、あの爺じいさんらしい。若者たちの自由を奪って締め付けとけば、永遠に村が平和だって思ってるんだ！」

　アドニスは大げさに天を仰いだ。

「とはいえ権力者には逆らえないもんねえ、こんな小さな村では。ロイも適当に話を合わせて、結婚をあきらめたフリをすればいいのに……」

　ロイには何か考えがあるんだろうか。アドニスの話を聞きながら、ふと引っかかった。

「でもま、ロイにとってミスティちゃんがすべてだもんね」

　アドニスが肩をすくめる。

「ねえ、どうしてロイは私にこだわるんだろう？」

　ロイが私にこだわらなければ、牢に入れられることもなかったし、彼が魔王になることも、私がそれを止めるため、こうして同じ時間を繰り返すことだってなかったはずだ。

　アドニスが言う。

「あいつ思い込みが激しいんだよ。ミスティちゃんを守るのは自分だって、子どものころから事あるごとに言ってて。ミスティちゃんは体は弱くても頭はよくて、しっかりしてるのにねえ。僕から見たら、ロイの方がよっぽど危なっかしいよ」

「そっか……」

　ロイの中では私は幼いころのまま、今でも守るべき小さな女の子なんだろう。守るべき存在を放っておけないのは、ロイの優しさだ。

「私の体が弱いせいで……」

　それがすべての原因だと思うとため息が出た。

　ところがアドニスの見解は違った。

「というより、普通に恋なんだと思う。好きな子のそばにいる理由が、その子の体が弱いってことだっただけで」

「……恋？」

「そ。恋は理屈じゃないからさあ」

　アドニスはからりと笑った。

　恋というものは、世界をも滅ぼしかねないのか。あまりに壮大で、頭が痛い。
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　その夜も眠れそうになかった。

　ロイの体が心配だ。

　長老たちもさすがにロイが倒れる前に食べ物を与えているはずだけれど、ロイが意地を張って食べないことも十分にあり得た。

　こんなのは不毛だ。明日になったらもう一度、長老と話をしに行こう。

　私はそう決めてベッドに入った。

　ところが、ことは私が思うようには運ばなかった。

「……ミスティ、ミスティ起きて！」

　深夜になってようやく寝入ったころに、私は揺り起こされる。

「えっ、ロイ……!?」

　牢に入れられているはずのロイの顔が目の前にあって、心臓が飛び出しそうになった。

　私はいやな予感を覚えながらも上半身を起こす。

「どうしたの？　なんでここに」

　長老たちがこんな夜中に、囚人を解放するとも思えなかった。

「牢を破ってきたんだよ。君のことが心配で。行こう」

「行くってどこへ？」

　ロイは私の部屋にある道具や衣類を、勝手に鞄かばんへ詰め込み始める。

「ここじゃないどこか安全な場所。僕たちが一緒にいられる場所」

「待って待って！　それはマズいよ……。勝手に村を出ていくなんて。長老は怒ると思うし、みんなだって心配する！」

　それに牢を破ってくるなんて。長老の耳に入ったら、ロイがどんな罰を受けることになるのか……。ここはなんとかロイを牢に戻らせ、事態を穏便に済ませたかった。

「ねえ、ロイ」

　上着の裾を引っ張ると、彼がその手を捕まえる。

「ミスティは僕との結婚、あきらめるって言ったんだって？」

　ギクリとした。こちらを振り向いたロイの目が、本気だったから……。

　私は戸惑いながらも口を開く。

「そう言わなきゃ、ロイが牢屋から出してもらえないからだよ。結婚して村を出るっていうのは、元々私を守るためだったよね？　私のために、ロイが不自由な立場になるのは耐えられない」

「不自由？　何が？」

　ロイは笑った。

「僕はこの通り自由だよ。この手で君を守ることができる。だから行こう、ミスティ」

　彼が私の手のひらにキスをする。

「僕のそばにいてくれれば、絶対に君を死なせない」

　この世に絶対なんてことはあり得ない。何もなくたって、私もロイもいつかは死ぬだろう。だったら彼の言葉はまやかしだ。

　わかっているのに、思考を奪われてしまった。

　見つめてくるロイの瞳が、怖いくらいに澄んでいて……。

　そんなとき、遠くから近づいてくる足音が聞こえる。

　ロイがさっと窓辺に寄り、外を確認した。

「牢屋番をしていたキールだ！」

「……えっ!?」

「あいつ眠らせておいたのに……。ごめんミスティ、もう時間がない！」

　ロイが部屋の床に両手を突いた。

「出でよ、ザントマン！　もう一度仕事だ」

　ザントマンは眠りの妖精だ。小さな妖精たちが、床に広げてあるラグの隙間から次々に這い出した。

　牢屋番を眠らせるのかと思ったのに、彼らは私の方へ寄ってくる。

「え、何……!?」

　そこで私はロイの言っていた「ごめん」の意味を理解した。

　ザントマンが〝眠りの砂〟を振りまき、そして――……。
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　気がつくと私は、見覚えのない場所に寝かされていた。

　夜なのか昼なのかもわからない、透明な空が視界に広がっている。

　体を起こすと周囲には石造りの窓や壁があって、奥の壁には十字架がかかっていた。

　ここは教会みたいだ。

　けれども窓のステンドグラスは崩れ落ち、天井もなかった。

　私の体の下には、部屋に敷いてあったはずのラグが広がっていた。まるでラグごと瞬間移動してきてしまったみたいに……。

　でも違う。だんだんと光量を失っていくこの空は、黄昏たそがれ時のものだ。

　ロイが眠っている私を魔獣で運んできたんだろう。その間に夜が明けて、昼になり、また太陽が沈もうとしていた。

　きっとここは、魔族の隠れ里から遠く離れた場所だ。

（ロイは……？）

　私は気だるさを感じながら立ち上がる。

　それと同時に、近づいてくる足音があった。

「ロイ……？」

　ロイがドアのない入り口をくぐり、まっすぐ私の方へ歩み寄る。

「ねえ、ここはどこ……？」

　彼はすっと目を細めて微笑んだ。

「僕たちの新しい家だよ。結婚しよう、ミスティ」

　ロイは花を摘みに行っていたんだろう。彼の手には、野の花で作った花束が握られていた。

「結婚……」

　花束がこちらに向けられる。白や黄色の花たちが、私に受け取られるのを待っていた。

「でも……。よくないよ、こんな形じゃ」

　今うんと言ってしまってはいけない気がした。ロイを説得し、村に戻らなければならない。こんな形で村を出るなんて、後々のわだかまりになる。

　ところがロイは微笑みながら言った。

「ミスティ、僕は君を、村から奪ってきたんだよ。君は帰れない。僕の花嫁になるしかないんだ」

「ロイ……」

　私は狂気の幼なじみを、困惑しながら見つめ返した――。
















13章　目隠し







「ごめんね、ミスティ。君と僕とは、結ばれなきゃならないんだ。それもできるだけ早く」

　手のひらで私の目を塞ぎ、ロイが言った。

「……何をするの……？」

「君を誰かに奪われるのは耐えられない」

　エプロンの紐ひもがするりと解かれ、腰の辺りが心許こころもとなくなる。

　足下にエプロンが、それからおそらくワンピースの帯紐が、落ちていく感触があった。

「待って、ロイ――」

　目元から彼の手が離れる。

　両手でスカートの裾をたくし上げ、ロイは私からワンピースも奪ってしまった。

「ロイ……」

　下着だけになった私は泣きそうなのを我慢して、ロイをにらむ。

「そんな悲しそうな顔しないで。耐えられないなら、目をつぶっていて」

　彼は足下の帯を拾うと、それで私に目隠しをしてしまった。

　それから私を抱き上げて、さっきまでそうしていたように、ラグの上へ仰向けに寝かせた。

「――っ、ロイ、どこ!?」

　視界を奪われた私には、肌に触れてくる感触と、布の擦れる微かな音しかわからない。

　目隠しを外そうとすると、その手をやんわりどけられた。

「ダメだよ、ミスティ……」

　胸元に湿った吐息がかかる。

　自分の心臓が、激しく跳ねているのがわかった。

　首筋に何度もキスをしながら、ロイは下着越しに肌に触れてくる。

　脚の間にも熱い手が伸びてきた。

「……ああっ、ダメ……」

　こんな形で結ばれていいの？　さっきから思考が同じところをぐるぐると回っていた。

　押しのけようとしても、その手は簡単にロイの手に絡め取られてしまう。

「ごめんね、痛いかもしれないけど……」

「あっ……」

　そのうちに片ひざを持ち上げられ、下半身に熱くて硬いものが押しつけられた。彼は強引に体を繋げようとしている。

「ねえっ、ロイ、お願い！　考え直して！」

　けれどもロイは止まってくれなくて。

「いっ……、いやあっ！　ああ……」

　それがゆっくりと私の中まで潜り込んできて、狭いところを強引に押し広げた。

　破瓜はかの痛みに息が止まった。

「……っ、どうして……ダメだって……言ったのに……」

　こぼれた涙が目元の帯を濡らした。

　ロイにならなんだってあげたいと思っていたのに……。まさかこんな形で奪われるとは思わなくて、私は現実をどう受け止めていいのかわからなくなっていた。

　ロイは純粋なだけの人じゃない、冷酷さも併せ持っている。

　とっくに知っていたはずなのに……。

　冷酷な恋人が、痛みにわななく私の唇を奪った。

「ごめんね……。でも、これは必要なことなんだ」

　彼が耳元でささやく。

「イヤ……！」

　反射的に逃げてしまった私の腰を、ロイの両手が捕まえた。

「……っ！」

　脚の付け根に彼の先端がぶつかった。

　私は体を裏返して逃げようとする。

　けれどもラグの上から出ることすら許されなかった。

「ミスティ、まだだよ」

「だめ……！」

　今度は腰を高く持ち上げられ、四つん這いになったところを背後から打ち込まれる。

　彼がまた私の中まで入ってきた。

　先端がへその裏側にぶつかる。

「……ひ！」

　私は衝撃に耐えるしかない。

　内股が震える。

　ロイは一旦腰を引き、また容赦なく私の秘部を暴いた。

「ロイ、待って！　大きい」

　泣き言を言うと、彼の上半身が私の背中を包み込んでくる。

「これが君の夫だから……はぁっ……。慣れるしかないよ」

　優しい声で、ロイはとても残酷なことを言う。

「でもっ……ひっ！」

　話しているそばから打ち込まれた。

「ねえ、ロイ、夫って何!?　私から奪う者？」

「僕は君を奪われたくない！　奪うか奪われるかなんだ！」

「そんなことって……」

　ロイが私の中でどくどくと脈打った。

　愛することは奪うこと。愛することは受け入れること。

　気持ちがあろうがなかろうが、悲しいことに男と女は非対称だ……。

　それからロイは私を慣らすみたいに、何度も角度を変え、熱心に腰を打ち込み続けた。

「ああ……」

　そのうちお腹の中を震えるような快感が駆け抜け、くちゅくちゅと粘る水音が耳に届き始める。

「こんなっ……んっ……はあっ……」

　気持ちとは裏腹に、若い体は快楽の渦に落ちていく。

「はぁっ、ああっ……あっ……ううっ……あんっ……」

　気がつくと私はむせび泣きながら、彼の動きに合わせて腰を揺らしていた。

「ねえミスティ……もう、痛いだけじゃないでしょ？」

「う、え……あ、あぁん！」

　心と体がバラバラになったみたいだ。心は相変わらず痛いのに、体は信じられないほどの悦びに震えていて。

　変わり身の早い自分の体が憎らしかった。

「ロイ、ロイ！　ああっ！」

「ミスティ！」

　彼の突き上げるペースが速くなる。

　四つん這いになっている内股に愛液がしたたった。

　いろんなことがどうでもよくなる。だってもう私は逃げられない。

　快楽に流されて、理性の出る幕なんてない。

「ミスティ……もうっ、出る……！　出すよ？　君の中に――」

　ロイが私の腰を押さえつけ、一番深いところへ突き立てた。

　強い衝撃と快感が背中を駆け抜ける。

　一瞬、時が止まったかと思った。

　それからロイの雄が私の中で、断続的にびくびくと震える。

「――っ、はぁっ……」

　精を吐き出したロイは私の背中を抱きしめて、そのまま一緒にラグの上へ崩れ落ちた。

　背中を汗ばんだ体が包み込む。

　気がつくと肌に触れる空気がすっかり、夜の冷気に変わっていた。

「これで、ミスティはもう……僕の花嫁だ……」

　お腹の中にあったロイの一部が、びくびくと名残惜しそうに震えて抜け落ちた。

　終わってしまった。

　ずれていた目隠しをロイが解いてくれて……。

　私たちはようやく目を合わす。

（あ……）

　間近に見るロイのまつげが濡れていた。

　空には満天の星が輝いている。

　私たちは何もない世界にふたりきり、取り残されてしまったみたいだった。

「ミスティ、愛してる……君さえいれば、何も要らない……」

　ロイは苦しそうにつぶやく。

　こんなことになってしまって、彼も傷ついているんだと思った。

　こみ上げる涙をこらえ、私はロイを抱きしめ返す。

　できれば村のみんなと和解したかった。ロイも私も村の子で、いろいろ不安や不満はありながらも、周囲とそこそこ打ち解けて。助けたり、助けられたりしながら生きていきたかった。

　けれど、こうなってしまったからにはあきらめるしかないのかもしれない。

　仕方ない。ロイが大切だ。今はふたりでいる幸せを大事にしよう。胸が痛くても……。

「ねえロイ……、もう一度して？　今度はちゃんと、あなたの顔を見ていたい」

　ロイは困ったように笑って、私をラグの上で抱きしめ直す。

「いいよ……。それを君が望むなら」

　教会の屋根がないせいで、月明かりでもお互いの顔がよく見えた。

　私は自ら脚を開き、再びたぎり始めたロイの欲望を迎え入れる。

　慣れない体で繋がり合うのには痛みが伴う。

　けれど痛みを忘れてしまえば、その先はめまいのするような悦びばかりだ――。
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　それからは、穏やかな日々が続いていた。

　この廃墟はいきょはもともと人間たちの暮らす街だったらしく、探せばいろんなものが見つかった。

　私たちは屋根のある暮らしやすそうな家を見繕い、そこで生活するようになった。

　それから私は機織り機や糸紡ぎ機を見つけて、布を織り始めた。

　ロイは魔獣を使って狩りをして、私たちの住む家に食べ物を持ち帰ってくれる。

　そういえばロイが少し離れた人間の街で聞いてきた話によると、この街の住人は、火山の噴火が原因で別の場所に移っていったらしい。それも何十年も前の話みたいだ。

　そんな場所に魔族の私たちが住み着いているなんて、誰も思っていないだろう。

　私たちは人間に見つからないようひっそりと暮らした。
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「どこ行くの？　ミスティ」

　朝、部屋で鞄の中身を整理していると、いつの間にかロイが手元をのぞき込んでいた。

「ああ、これ？」

　私は手を止めて説明する。

「ロイが狩りに出ている間に、少し廃墟の近くを散歩してみようと思うの。外の原っぱには、綿花が生えていそうな気がするし」

　ロイは微笑みを浮かべたまま、首を横に振った。

「ひとりで行くのは危ないよ。人間の商人のキャラバンが、この前近くを通るのを見た」

「心配要らないよ。ちゃんと角は隠して行くから」

　私は頭にスカーフを巻いてみせる。

　けれどもロイは、さっきと同じように首を横に振るだけだった。

「どうして……？」

　私は首をかしげる。

　魔族の隠れ里で暮らしていたとき、私は自由に森へ出かけていた。

　もちろん、人間に出会ってしまう危険がなくもなかったけれど、それはそれ。生活のために、必要に応じて出かけるのは当たり前のことだった。

「ねえ、ロイは何を怖がっているの？」

　踏み込んで聞くと、彼の顔から微笑みが消える。

「村の誰かが来るかもしれない。ミスティ、君を取り返すために」

「でも……、誰もこの場所を知らないでしょ？」

　そこまで警戒する理由がわからなかった。

「それに……」

　ロイはまた何か言いかけて、気が変わったように後ろを向いてしまった。

　後ろにはロイが狩りの道具を広げている。

「ロイ……？」

「やっぱりいい。なんでもないよ」

「じゃあ、散歩には行っていいの？」

「それはダメ」

　こちらを振り返ったロイはちょっと怒ったような顔をしていた。

　でもそれは一瞬だけで、すぐにいつもの優しいロイに戻る。

「綿摘みは明日一緒に行こうよ。その方が楽しい」

「……うん……」

　私は内心戸惑いながらもうなずく。

　ロイは私をひとりで行かせたくない。私がいなくなることに怯えている。

　それからも彼は、けっして私をひとりで廃墟の外へは行かせなかった。

　最低限のものはロイが手に入れてきてくれるから、困ることはないけれど。

　でも……。
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　ある日の夕方――。

　家の前に干していた洗濯物を取り込もうとしていると、ドレイクに乗ったロイが帰ってきた。

「おかえり、ロイ」

　翼の風圧で飛びそうになるシーツを抑え、私はロイに声をかける。

「ただいま、僕のミスティ！」

　彼はドレイクの背を飛び降りてきて、私をシーツごと抱きしめた。

「何もなかった？」

「うん、危ないことは何も」

　ロイは相変わらず心配性だ。

「ロイは？」

「こっちはこの通り、収穫があったよ」

　彼はドレイクの背から得物を下ろす。

「シカにキツネにウサギも。でもウサギはこれと取り替えたよ」

　そう言って彼は胸元から、小さな靴下を取り出した。

「わあ、ちっちゃい！　これはこびと用？」

「まさか！」

　ロイが白い歯を見せて笑う。

「家に赤ちゃんの靴下を置いておくと、子宝に恵まれるんだって。人間の商人から聞いたおまじない」

「へえ、赤ちゃん……」

　頬がじんわり熱くなって、同時に胸の辺りがくすぐったくなった。

　靴下のふわふわした手触りを確かめる。

「赤ちゃんかあ、できたらいいね……」

「僕もそう思う。ミスティにあまり無理はさせられないけど」

　確かに、体の弱い私が授かれるかはわからない。でもロイの子を授かれるなら、多少の無理はいとわないと思った。

　それからロイは獲ってきた獣の皮を剥ぎ、私は洗濯物を取り込んだ。

　そして鹿肉の串焼きとスープで食事して、日暮れとともに早々とベッドに入る。

　ここではランプの油があまり手に入らないから、太陽が時計代わりの生活だ。村での生活もそう変わらなかったけれど。

　枕元に例の靴下を置き、私は隣で横になるロイに手を伸ばした。

「おいで、ミスティ」

　ロイが眠そうな声でささやいた。

　布団の中で、私たちは同じ熱に包まれる。

　魔族の隠れ里に住む大人たちは、こんな私たちの生活を、ママゴトだって笑うかもしれない。

　それでも構わない。

　なぜなら今、私は幸せだ……。

　ここは平和でロイは魔王にならないし、人間たちとの戦いは起こらない。

　これ以上、いったい何があるんだろう？

「ねえ、ロイ……」

　私は愛する彼の唇に、自分の唇を押しつけた。

「うん……」

　ロイが口を開いて受け入れる。

　キスはだんだん深くなる……。
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　そんなある日のことだった。

「ミスティ……、ミスティちゃんってば……！」

　ロイがドレイクで飛び立っていったすぐあとの廃墟で、私を呼ぶ声がする。

「え……、何？　誰？」

　ロイ以外の人の声を聞くのは久しぶりで、はじめは空耳かと思ってしまった。

「こっちだよ」

　声をたどるようにして周囲を探すと、廃墟の壁に背中をつけて隠れている人影を見つける。

　アドニスだった。

　彼はロイのドレイクが空の向こうへ見えなくなったのを確認し、ふうっと息をついた。

「アドニス……。そんなところで何やってるの？」

「何って、君に会いに来たんだよ！」

　彼は両腕を広げてみせる。

　それから周囲に散らばっているがれきを踏み越えて、私の目の前までやってきた。

「君たちのこと、みんな心配してるよ」

　みんなというのは村の仲間たちのことだろう。心配をかけている現状に、胸が鈍い痛みを発した。

「迷惑かけてごめん……。でも、なんでそんなにコソコソしてるの？」

　私が気になって聞くと、アドニスは口をへの字に曲げる。

「それはもちろん、ロイに見つかったらマズいからさ」

「マズいって？」

「キールとサードが、僕より先にここを見つけて来たんだよ」

「えっ……。そんなの聞いてない！」

　キールもサードも同じ村の若者だ。

「だろうねえ……」

　アドニスは困り顔で続ける。

「ここに近づいたらロイと戦いになっちゃって、ふたりとも追い返されたんだ。サードは怪我して大変だったんだよ。村の薬師じゃ手に負えなくて、僕が人間の街まで薬を買いに行かされた」

　私の知らない間にそんなことがあったなんて、まるで寝耳に水だった。

（あっ……）

　でも確か少し前に、ロイが拳に怪我をして帰ってきたことがあった。

　あのときは狩りの怪我だと思ったけれど、キールやサードと戦ってきたのかもしれない。

　あのあとロイはしばらくピリピリしていた。

「そんな、同じ村の仲間同士で戦うなんて……。どうしてロイはそんなこと……」

「そんなのミスティちゃんが一番よくわかってるでしょ」

　アドニスは呆れたように言う。原因は私だって言いたいみたいだ。

「今のロイはなんにでも噛みつく狂犬だよ。大事なオモチャを取られたくないって、近づいたやつには片っ端から噛みついてる」

「…………」

　返す言葉がなかった。私たちは幸せで、ここはとても平和だと思っていたのに……。

　ふたりだけの閉じた生活の中でロイは、周囲に対しる態度を硬化させ、排他的になってしまっているのかもしれなかった。

　――ロイの魔力は強大だ。野放しにしてしまうと世界そのものを危険にさらす。

　長老の言葉を思い出す。

　やっぱりロイは村にいるべきだったんだ。村にいるということは、村に閉じ込められることじゃなく、他者との関わりを持ち続けることだ。

　他者と関わり、ときに妥協し理解しあって、人は己の人格を磨くことができる。他者と関わらなければ孤独な獣と同じだ……。

「ミスティ、村に帰ろう」

　アドニスが真面目な顔をして言った。
















14章　血溜まり







「ミスティ、村に帰ろう」

　アドニスが私に向かって右手を差し出す。いつも〝ちゃん〟付けで私を子ども扱いするアドニスが、めずらしく名前で呼んできた。

　そこに彼の真剣さを感じ取る。

「でもロイは……」

「ロイは帰らないだろ」

　アドニスが私の思考を先回りした。

　それから彼はこう続ける。

「君が先に帰らない限りね」

「えっ……？」

　それは私が考えてもいなかったアイデアだった。

　ザントマンの〝眠りの砂〟で眠らされ、魔獣で運ばれてきた私には、村への道がわからないどころか、この場所がどこなのかすらわからなかった。

　でもアドニスと一緒なら戻れるし、彼の言う通り、私が戻ればきっとロイも追いかけてくる。

「私が、先に……」

　その考えが私の中で、現実味を帯びてきた。

「うん。ミスティちゃんは今のうちに僕と帰ろう」

　アドニスが背中を押す。

「それでロイがあとから来たら、みんなで話し合おう。長老も、もうふたりを引き離すことはあきらめてるよ。結婚は認められると思う。村に住むのが嫌なら、行き来できる少し離れたところに家を建てるって手もあるし」

　それできっと問題は解決する。あとはロイが受け入れるかどうかだ。

　難しいかもしれない。

　でも少なくとも、このままじゃいけない気がしていた。

　ロイは私の夫だ。彼に寄りかかって生きるなら、何も考えずに済んでラクかもしれない。

　でもきっと、その裏で起きている不都合な事実から目を逸らし続けることになる……。
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　私はふたりで暮らす家へ戻り、ロイに手紙を書くことにした。

　この小さな家にも以前の住人が使っていた書斎があって、書き物をするのに向いた机とペンがある。

　私が勝手にここを去れば、ロイは間違いなく傷つくだろう。私の思いを誤解するかもしれない。

　私を村から連れ去り、無理やり花嫁にしたのはロイだったからだ。

　でも私はそんな彼を受け入れて、心から愛してきた。

　囚われの身だとは思っていなかった。客観的に見れば、そうだったのかもしれないけれど……。

　私はここを去ってもロイの妻だ。だから村まで迎えに来てほしい。

　そのあとのことは村で一緒に考えよう。ボタンの掛け違いを直して、みんなとのわだかまりをなくしたい。

　彼に伝えたいことを、簡単に整理すればこうだった。

「ミスティちゃん、早く！　ロイが戻ってきたら計画は失敗だ」

　アドニスがせかす。

「うん……。でも待って……」

　紙は貴重だ。私は廃墟で見つけていた木版用の紙に、今の思いを丁寧に綴つづった。ロイがこれを読み、私の気持ちを理解してくれることを信じて……。

「……これでよし、と」

　羽ペンを置き、インクが乾くのを待つ間に、赤ちゃん用の靴下を取り出す。

「それは何……？」

　アドニスが隣で不思議そうにする。

「大事なお守り」

　インクが乾いたのを見計らい、私は靴下の片方を手紙の上に置いた。

　もう片方は自分の荷物に入れる。ロイとの再会を信じて。

　持っていく荷物の準備もできていた。

　ところがそこで、ドレイクの羽音が聞こえてくる。

「マズい、ロイが戻ってきた！」

　アドニスが戸口の方を見た。

　狩りに行って、この時間に帰ってくるのは早すぎる。ロイは何か忘れ物でもしたんだろうか。

　そうじゃなかったら、何か異変に気づいて……？

　私はどうすべきなのか迷った。

　ところがアドニスは、もうやるべきことを決めているみたいだった。

「ミスティちゃん、君は先に行って……！　ここを出てすぐ北に見える森の入り口で待っていてくれたら、僕が追いかけていくから」

「えっ……？　でもアドニスはどうするの？」

「僕は魔法でロイの記憶をいじる！」

「えっ……？」

　そんなことをして大丈夫なんだろうか……。疑いの目を向けると、アドニスは自信たっぷりに胸を張った。

「心配ないって！　昔からそうやって美味しいものを独り占めしてるけど、ロイにはバレてないし」

　ひどい兄だ。ロイが周囲の魔族を信じきれないのも、もしかしたらアドニスみたいな兄を持ったせいなんじゃないだろうか。

　一時的にでも、ロイを置いていくのが不憫ふびんになってしまった。

「ううん、せっかくロイが戻って来たんだから、私はロイと話をするよ。村に帰るのはそのあとでもいいでしょう？」

　アドニスがかぶせるようにして言ってくる。

「君だけでも連れ帰らなきゃ、僕の立場がないんだよ！」

「どういうこと？」

　玄関先で物音が響く。

「話はあと。さあ行って！」

　アドニスは裏口から私を押し出し、すぐにそのドアを閉めてしまった。

　家から追い出された私は、目の前のドアをぽかんと見つめる。

　どうしたらいいのか……。私はずいぶんこの兄弟に振り回されているみたいだ。

　ともあれ立ち尽くしていてもしょうがないので、一旦北の森へ向かってみることにする。ロイには置き手紙をしてきたことだし、私の真意は伝わるだろう。

　けれども考えてみると、私はアドニスに乗せられているのかもしれない。廃墟の中を歩きながら考えた。

　私だけでも連れ帰らなければ、アドニスの立場がない――もしそうならアドニスは、私だけでも適当に言いくるめて村へ連れ帰ろうとしたはずだ。

　もちろんそれをロイが追ってくるのも、彼の計算のうちだろうけれど。

　これから私たちはどうなるのか……。
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　しばらく歩いても、アドニスやロイが追いかけてくる気配はなかった。

　私は廃墟の街を抜け、森の入り口に差しかかっていた。

　ここでぼーっとしていて人間に見つかるのは困る。私はスカーフで角を隠し、茂みの中に身を潜めた。

　ところが、それからいくら待ってもアドニスが追いかけてくる気配はなかった。

　彼は寄り道でもしているのか。

　次第に空が暗くなってくる。

　もうすぐ夜が来てしまう。

　そう思ったとき、もの悲しい響きを持つ鳴き声が、二度、三度と辺りの空気を震わせた。

　私はドキリとしてその場に固まる。あれはおそらくオオカミの遠吠えだ。廃墟とはいえ、人の住み処の近くにオオカミがいるとは思わなかった。

　体が弱く走ることのできない私が、オオカミに襲われればもう逃げ切ることはできないだろう。

　ここにいてはいけない――。心臓が早鐘を打っていた。

　この森から逃げなければ。でも今すぐ動いては、逆にオオカミに見つかってしまうかもしれない。

（どうしよう……）

　またオオカミが鳴く。さっきより近い気がした。

　私はじっとしていられずに、茂みから這い出る。

　あの遠吠えから少しでも離れたかった。

　周囲の森に夜の湿った空気が下りてきて、肌を冷やす。体が震える。

「ロイ、助けて……」

　心細さに心の声が外へ出る。

　アドニスを信じ、ひとりで来てしまったことを猛烈に後悔した。

　そんなときだった。

　森の中を歩きだした私の耳に、微かな足音が聞こえてくる。

（オオカミ……？）

　いや、ひたひたと聞こえてくる足音は、明らかに人のものだった。

（ロイ？　アドニス？）

　ううん、そのどちらでもなさそうだ。

　ざっと茂みの鳴る音がして、そちらへ目を向けると、木々の向こうに人影が見えた。

　その影は長いものを持っている。形からして、きっと人間の使う鉄砲だ。

　彼は猟師で、オオカミを狩りに来たんだろう。

　人間に近づきたくはなかったけれど、背に腹は代えられない。私は助けを求め、その人影に近づいていった。

　月明かりで見えたのは、背中の曲がった、老齢の狩人の姿だった。

「あのっ」

　声をかけながらもう一歩近づく。

　私に気づいてくれたのか、狩人は銃を構えたまま、ゆっくりこちらへ体を向けた。

　助かった、と思った。

　そのとき、耳をつんざく爆発音が響く。

（え――？）

　私はそちらへ手を伸ばしたまま、前のめりに地面へ崩れ落ちた。

　何が起きたのか、すぐにはわからなかった。

　狩人の足音が駆け寄ってくる。

「――ちっ、なんで人が！」

　舌打ちする音が響いた。

「たす、けて……」

　私は顔を持ち上げる。

　ところが目に入ったのは、走り去る男の影だった。

（どうして……）

　お腹が痛い。腹ばいになった体の下に、生暖かいぬかるみが広がっていく。

　体に力が入らずに、私は血の臭いがするぬかるみの中に丸まった。

　私は死んでしまうのか……。

　火事で死ぬ運命に抗うために、魔族の隠れ里を離れたはずなのに。

「ロイ……」

　意識が途切れ途切れになる中で、想い人の名前を呼ぶ。

　すると伸ばしていた手のひらに、温かい何かが触れた。

「ミスティ！　ミスティ、どうして!?」

　聞き覚えのある声。血だまりにひざを突き、私の手に触れたのはロイだった。

　幻かと思った。けれど温かな手のぬくもりは、現実のものだった。

「……なんで……ロイがここに……」

「君を追ってこの森に入ったら、そこで銃声が聞こえて……」

　ロイの視線がせわしなく行き来する。

　彼は血まみれになった私の体から、撃たれた場所を探しているらしい。最後にお腹の辺りに視線が止まり、彼が慌ててそこを手で押さえた。

　けれど出血は抑えきれない。

　多くの血が流れ出してしまったせいで、私の体は冷え始めていた。

「……ああ、ミスティ、ああ……」

　ロイの顔が絶望の色に染まった。

「人間……人間がやったのか……！」

「あのね……ロイ……」

　寒い。力が出ない……。

　私は最後の力で彼に語りかける。

「私を撃ったのは……人間の猟師だったと思う」

　銃は人間の持つ文明の利器だ。そこはごまかしようがなかった。

「でも、お願い、人間を恨まないで……！　これは事故……。獲物を狙っていた猟師に、私が不用意に近づいたの……。だから……」

　ロイは今にも泣きだしそうな顔で、しきりに首を横に振っている。

　急激に意識が遠のく。私はまた大好きな彼を、残していかなければいけないみたいだ。

　どうか心穏やかに。誰かを恨み、冷酷な魔王になんかならないで……。

「ロイ、今までありがとう……、私は幸せだった、また……来、世、で……」

　言い終わる前に、ロイの目からは大粒の涙があふれ出していた。

　まるで宝石みたいにきれいだ。

　涙に彼自身の持つ魔力が反応し、暗い森の中でも七色に発光する。

　彼が私のために流した涙の美しさを、私は深く深く心に刻んだ。

　そして魂は天に昇る――。
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　暗い森の中、ミスティの亡骸を胸に抱くロイを、ひとつの存在が遠巻きに眺めていた。

　燃えるような赤い巻き毛は、夜の闇の中、森の影と同化している。

　挑戦的に光る瞳は、空の星のきらめきを映していた。

　その形は人間のようで、しかしオーラは人間のそれと違った。

「ああ、ミスティ。世界の運命を変えようなんて、思い上がりもいいところだわ……」

　彼女はつぶやき、口の端に歪んだ笑みを浮かべる。

「だからいつも、ろくな死に方ができないのよ。可哀想にね」

　彼女の手には、火薬の臭いを漂わせる猟銃が握られていた。

　天に昇っていくミスティの魂は、そのことに気づかない。

　運命を握るのは誰なのか。

　ミスティを何度もロイの元に向かわせるのは……。

　物語は続く――。
















15章　吹雪







　もの悲しい響きを持つ鳴き声が、辺りの空気を二度、三度ほど低下させた。

　フェンリルの声だ。

　フェンリルは異世界から来た巨大なオオカミだ。口から吹雪のような冷気を吐き出し、世界を凍り付かせる。

　魔王がフェンリルを召喚し、野に放ったのが数年前。以来、世界中の川や湖が凍り付き、大地は氷と雪に閉ざされた。

　作物が育たなくなった土地で人が生きていくのは難しい。慢性的に飢饉ききんが続き、人間たちは急激に数を減らしていった。

　今世界にはどれくらいの人がいるんだろう？

　雪に閉ざされた小さな谷に住んでいる私は、それを知るよしもなかった。

　ああ……。またフェンリルが鳴いている。

　次に死ぬのは私かもしれない。

　雪の重みに今にも潰れそうな小さな家の中、暖炉の火がついに消えてしまった。

　薪になるものはもう何もなかった。食べ物だってもうこの家にはない。

　食料や薪を探しに家の外へ出れば、あの魔物に食い殺されてしまう。

　だからといって家に留まっていても、それは凍え死ぬのを待つのと一緒だった。

　私は途方に暮れながら、暖炉の炭が白くなっていくのをじっと見守る。

　寒さが怖い。体を流れる血潮の熱を、奪い去ってしまう寒さが……。

　そのとき、玄関の外で戸を叩く音がした。

　誰か来た？　でも今外は吹雪で、魔物もうろついている。

　私は期待と恐れを抱き、忍び足で玄関のドアに近寄った。

　半分以上雪で埋もれた小窓から、そっと外をのぞく。

　はたしてそこには男の人が立っていた。

「誰……？」

　軍人のような格好をしているけれど、こんな吹雪の中、薄い上着一枚で寒そうだ。

　そのうえ彼は松葉杖まつばづえを突いていた。

「あのっ、どちら様ですか？」

　ドア越しに声をかけるけれど、返事はなかった。風の音が邪魔をして聞こえないのか。

　放っておけば、彼はきっと雪に埋もれてしまう。私はためらいながらもドアを開けた。

　そして一瞬後にはその軽率な行動を後悔することになった。

　開けたドアの隙間に、外から靴の爪先がすかさず差し込まれる。

　同時に腕が伸びてきて、ドアを強引にこじ開けた。

　人間離れした力を感じる。

　押し入ってきた彼に驚き、私は後ずさりした。

　とたんに転んで尻餅をついた。

「やああ、ミスティちゃん」

　侵入者は意地の悪い笑みを浮かべる。

　彼はアドニスだ。私が人間として生を受ける前、魔族の娘・ミスティだった私をオオカミの出る森に放置した張本人。

　彼がアドニスなら雪の中凍えていても、たいして同情しなかったのに。きっとわざと同情を誘うような格好でやってきたんだ。

「何しに来たの？」

　私は床にお尻をつけたまま、目の前にそびえ立つアドニスをにらんだ。

「何って、君を探しに来たんだよ」

　彼は手に持っていた松葉杖を脇へ投げ、コートの胸元から取り出した羊皮紙を開いてみせた。

　そこには魔族の娘の顔が描かれている。

　緑がかった髪に暖色の瞳、額の脇に小さな角。額は広めで顎が細い。実際よりだいぶ美人に描かれているけれど、おそらく前世での私だ。

「この子に似てる子がいるって聞いて来たんだけど……。ふふっ、本当にいたね」

　アドニスは私の前にしゃがみ込み、顔の真横に人相書きを広げて見比べた。

「似てるからなんだっていうの？」

　私がそう聞くと、彼はにやりと笑って答える。

「魔王が探してるんだよ、ミスティちゃんの生まれ変わりを」

「えっ――？」

「生まれ変わりなんて僕は信じてないけどね。でもま、ミスティちゃん似の子を連れてけば、確実に僕の評価は上がるでしょ」

　アドニスはそのために来たのか。彼が強引に押し入ってきた理由がようやくわかった。

　そしてロイは「人間を恨まないで」という私の遺言は無視したくせに、「また来世で」の方は信じて行動に移しているらしい。

　私は思わず大きなため息をついた。

　私はなんのために過去へ戻り、転生し、生と死を繰り返しているのか……。ロイを止めることなんて自分にはできそうにない。無力な私の手に余る。

　魔王の暴挙を耳にするたびそう感じていたのに、運命はどうしても私とロイを結びつけるみたいだ。

　魔王を止めるという使命はまだ続いている……。

「行こっか、ミスティちゃんカッコカリ。魔王の城へ行けば飢えることも凍えることもない。そのうえ魔王に気に入られれば、世界を我がものにできるよ」

　アドニスは笑顔で荒縄を出してみせる。口説いてくるのは形だけで、無理やりにでも連れていく気満々だ。

「行くなら乗り心地のいいドレイクを用意して。ついでにフェンリルの遠吠えはやめさせて。あの声を聞くと気分が滅入るから」

　私は立ち上がり、そう彼に要求した。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　魔王の城で、私が連れていかれたのは閨ねやではなく謁見の間だった。

　魔王は王座の手すりに肘を突き、ゆったりと足を組んでいる。

　守りを固めるのは武装した魔族たちだが、彼が生まれ育ったあの、魔族の隠れ里にいた者たちは見当たらなかった。

　前に二度この城へ来たときは見知った顔も見かけた気がするのに、ロイは隠れ里出身の者たちを遠ざけてしまったのか。

　彼が里からミスティを連れ去った経緯を考えると、それも致し方ないことのように思えた。

　ともかく私は知らない魔族たちの視線を浴びながら、魔王の前へ引き出される。

　視線は痛いほど感じるのに、誰も言葉を発しない。魔王もじっと私を見つめていた。

「……名前は？」

　私が長い絨毯じゅうたんの先で立ち止まると、魔王がようやく口を開く。

「ミントです……」

「……ふむ」

　とても再会を喜び合うような雰囲気ではなかった。

「お前がミスティの生まれ変わりだという証拠は？」

「え……？」

　証拠なんて何を出せばいいのか。そんなものは記憶の中にしかない。

「ロイが昔、赤ちゃん用の白い靴下をくれました」

「その話をいったい誰から聞いた？　アドニスか」

　どうも彼は私を疑っているらしかった。

「許せ、お前で二十人目なんだ。偽物ばかりで話すのも疲れる」

　話が違う。思わずアドニスを振り向くと、彼は長い絨毯の向こうであからさまに目を逸らした。

　魔王が王座から腰を上げ、短い階段を下りてくる。

（あっ……）

　無言で顎を持ち上げられた。

　深い色をした瞳と目が合う。

　彼はわずかに上唇を持ち上げて、小さく息を吐いた。

「確かに、顔はよく似ている……」

「…………」

　魔王の手が離れる。

「ここで裸になってみろ」

（えっ……？）

　私は我が耳を疑った。でも聞き間違いではないらしい。

　魔王が続ける。

「お前が本物なのか、体を見てやろう」

　魔王の口の端が微かに持ち上がった。

　彼の目が、他の魔族たちの目が全方向から私を射貫く。とたんに息が詰まった。

　どうして私はこんな場所に来てしまったのか……。

　ロイに会えば事態は好転すると思ったけれど、それは違った。

　魔王としての時間が彼を変えてしまった。

「………………」

　視線の圧力に負け、私は胸元のリボンに指をかける。手が震えた。

　早く脱げと、身振りでせかすアドニスが、目の端に映る。

　震える手でゆっくりとリボンを引く。

　これだけの数の魔族の中に、人間の私がひとり。身の危険を感じざるを得なかった。

　それでも魔王は無感情な瞳で、私の所作をじっと見つめ続ける。

（どうして……？　ロイ……）

　絶望的な気持ちで彼の瞳をのぞき込む。

　そこで私は気がついた。

　魔王の青い瞳に映るのは、好奇心でも欲望でもなく、失望の色だ。

　解きかけたリボンを手の中に握り込んで押さえた。

「……できません」

　周囲の魔族たちがざわめく。

「なぜだ？」

　魔王が問いかけた。

　そうだ、これは罠わなだったんだ。脱いだらそこでお終いだ。

「ロイが私を、こんなところで裸にするはずがない」

「ほう？」

　魔王が初めて愉快そうな顔をした。

　その顔を見たとたん、口から思いがあふれ出る。

「こんなのない、こんなの怖かった！　私の知ってるロイだったら、私にこんなことさせなかった！」

　魔王は私の怒りの発露を黙って見届けている。

「今のあなたは、ただの無慈悲な魔王だわ。私はこんなあなたを望んでなかった！　もう私を、そしてすべての人間たちを苦しめないで！」

　言いたいことは言った。きびすを返していこうとすると、魔王に手首をつかまれる。

　さっきは冷たいと感じた彼の手が熱かった。

「行くな」

「え……？」

「ここにいてくれ」

　つかまれた手首が痛い。

「でも私に、前世を証明する方法は――」

「お前が何者でも構わない。お前が必要だ」

　彼の必死さが伝わってくる。さっきまで斜に構えていた魔王はもうどこにもいなかった。

　今目の前にいるのは、かつて私が愛した孤独で不器用で、情熱的な恋人だ……。

　私は一歩彼に近づき、その胸に額を預ける。

　魔王が息を呑んだ。

　大きなふたつの手が、戸惑いながら私の背中に触れてくる。

　胸の鼓動のリズムが重なった。

　私をここへ連れてきたアドニスには、何か褒美があるんだろうか。それは気に入らない。

　でもそんなことはどうでもよかった。

　今は純粋に、ここへ来て、ロイに会えてよかった。

　一時はザワついていた謁見の間が、いつの間にか静まりかえっている。

　気の利く配下のひとりが、空気を読んで周囲に解散を伝えた――。
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　私は彼の腕に抱かれ、魔王の部屋にある天蓋付きのベッドへ運ばれる。

　とくとくと心臓が鳴っていた。

　無慈悲に人間を殺してきた魔族の王が、本当の意味で人間の娘を愛することなんてあるんだろうか。

　自らを迫害してきた魔族の王を、人間の娘が心から愛することは……？

　私はもう、ミスティでいた時間より長くずっとミントだった。

　立ち位置も、感情の面でも人間に近い。

　魔族の里で暮らす幼なじみ同士だったときみたいに、ロイと心から信じ合うことはできるんだろうか。心許ない……。

　やわらかなシーツの上に下ろされ、首筋にキスが落ちる。

　彼の熱い吐息が耳元をくすぐった。

　彼は私をミスティとして抱くんだろう。だったら私は人間としての感情を捨て、ミスティとして抱かれるべきかのか。

「あっ……」

　さっき広間で解かれることのなかった胸元のリボンを、彼の手はいともたやすく解いてしまう。

　厚手の上着とエプロンドレスは脱がされて、ベッドの足下へ追いやられた。

「んっ……」

　彼の手は動くことを止めずにそのまま下着の下へ潜っていく。

　ふいに胸の頂に触れられて、肩がぴくんと跳ねた。

（どうしよう……）

　胸に不安が広がる。ミントにはその経験がなかった。

　前世でロイと壮絶な恋をして、その記憶を持って産まれた私は、誰とも恋する気持ちになれなかった。恋愛というものに疲れていたのかもしれない。

　今の今まで、ロイである魔王と抱き合うことすら考えていなくて……。

（どうしよう？　私……）

　ちゃんとよくなれるのかといったら、不安しかなかった。

　それなのに彼の手は、私の深い部分を早くも探ろうとする。

　ためらううちに、彼の長い指が脚の付け根をなでていた。

　ぬるりとぬめる感触に緊張が高まる。

　指はゆっくりと、それでいて強引に、私の秘所を暴き、貫いて――。
















16章　絵本







　彼の指が強引に私の中へ押し入ってくる。

「あっ、だめ……！」

　私は思わず息を詰め、全身を強ばらせた。

　慣れればよくなるのはわかっている。でも体が緊張してしまっていた。

　魔王は一旦動きを止め、いなすように私の唇にキスをした。

（受け入れなきゃ……！）

　口角の力を抜いて唇を差し出す。

　彼の舌が震えながら侵入し、キスの繋がりを深くした。

　優しく何度か唇を吸われる。

　私の口の中で、舌先同士がためらいがちに触れ合った。

　けれども性感にはほど遠い。もっとラクにしてその気分にならなきゃ。

　ところが魔王はあっさりと顎を引き、口づけを終わらせた。

　私の中に埋まっていた彼の指も、呆気なく抜けていく。

「……？　魔王さま？」

「ああ……。すまない、君はその……」

　ランプの光の具合か、心なしか彼の顔が赤かった。

「初めてだとは思わなくて。強引にことを進めるべきじゃなかった」

「ううん、私こそ……。ごめんなさい……」

　前世からの付き合いとはいえ魔王に謝らせるなんて。私の方が申し訳ない気分になった。

　彼は大きく息をつき、私の隣に脚を伸ばして横になる。

「今思うと……。あのときもミスティには痛い思いをさせた」

「え……？」

「俺も初めてだったから、体の様子がわからなかったんだ……」

「ああ……」

　廃墟の教会で、無理やりミスティを自分のものにしたときのことを言っているらしい。

　反省しているらしい魔王の横顔を、私は戸惑いながら眺める。

　あのときのことを思い出すと、無茶して突っ走る十七歳のロイの若さが愛おしかった。

「でも私、結果的にイヤじゃなかったです。夫婦としての生活は楽しかったし」

　思わず覆い被さって頬にキスすると、魔王が驚いた顔をして上半身を起こす。

「お前……」

「……？　なんですか」

「服を着ろ」

　自分で脱がしておいて何を言うのか。私は釈然としないまま、足下の服に手を伸ばした。

「せっかく我慢してやったのに。そういうことをされると犯したくなる」

「……！」

　背中で聞いた彼の言葉に、顔がかあっと熱くなった。

「服を着ます！」

「そうしてくれ」

　魔王は眉間にしわを寄せている。その顔はなんだかすねているみたいだった。

　そんな顔をされたら私は、なんでもしてあげたいと思ってしまう。

　ああ。私はこの胸の疼きを知っている。前世でロイに何度も感じた〝愛おしい〟という感情だ。

　目の前にいる、不器用な魔王が愛おしい。

　人間と魔族、魔王とその獲物でも、もしかしたら私たちは恋できるんじゃないかと思った。
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　それからも魔王が私に体を求めてくることはなかった。

　いつも魔王の部屋の、同じベッドの上で過ごすのに。

　彼が私に求めるものは、もっと違うものだった。

　今夜も大きな絵本を渡されて、私はそれを開く。

「今日は『アヒルとみみずく』ですね」

　しおりのページを開くと、彼は私の隣でその通りだとうなずいた。

「あ……。このお話、前から知っている気がします」

　ペラペラとページの先を確認し、私は首をひねる。

「そうだろうな」

　魔王は肘を枕にして横になり、座っている私の顔を下から眺めた。

「え……？」

「子どものころ、何度かミスティに読んでもらった」

　そんな昔の記憶だった？　ミントの子どものときにも読んだのかもしれない。

　わからない。前世の記憶は今の記憶よりも曖昧だ。

　魔王が続ける。

「ミスティは魔族の村ではめずらしく、字が読めたからな。幼いころは俺の親代わりみたいだった。年は俺と同じなのに、彼女は頭がよくて大人だったんだ」

　魔王は懐かしそうに、それでいて少し悲しそうに語った。

「あのころ、俺はみなしごで、村の中でも孤立していた……」

　そうだった。特別な力を持つロイは、ずっと周囲から危険視されていた。

「親は早くに亡くしたし、兄もあの通りだから……。ミスティだけが味方で、ミスティだけが支えだった」

「ロイ……」

　私は彼の髪に触れる。

「俺はミスティを守っているつもりで、今思えば、ミスティに守られてばかりだった」

「ごめんね……？　ずっと一緒にいてあげられなくて」

　ミスティとしての言葉が自然と私の口を突いて出た。

　魔王は曖昧に笑って首を横に振る。

　そして少ししてからつぶやいた。

「過去は変えられない」

「え……？」

「変えられたらいいのに……」

　彼の視線は遠くを見ていた。

「そうだね……」

　ミスティの命が長ければ、私はロイを魔王になんかしなかった。けれどその過去を変えるのが容易でないことは、私も身に染みて理解している。

　この世界の命と自然を脅かしてきた魔王の過去もそうだ。今さら帳消しになんてできないだろう。せめて未来を変えられたらいいけれど……。

「ねえ、フェンリルを異世界に戻せないの？　それに他の魔物たちも」

　私は思い切って言った。

「ああ……」

　魔王は腕に頭を乗せて横になったまま、虚空を見つめている。

　生返事だったのかと私が落胆したころ、彼はこう続けた。

「そうだな。アドニスに命じて、フェンリルを捕まえに行かせている」

「え……!?」

　あまりに予想外の返事だった。

「元はといえば、お前があいつに言ったんだろう？　フェンリルを黙らせろと」

「え……あ……。確かに言ったけど、でも本当に？」

　驚きを隠せない私を見て、魔王は満足そうに笑った。それから真顔で続ける。

「人間との戦いから手を引けと言われたら、それは一朝一夕には難しい。向こうに和解の用意があるのかも定かでないしな。だがフェンリル一頭を元いた世界に送り返すだけなら、いつでもできる。傷つくのは俺の見栄くらいだ」

　魔王の横顔はなんだかすっきりしてみえた。

　初めてこの城で会ったとき――私も自分がミスティだったことを思い出せずにいた――あのときとはまるで違った。

　過去は、そして運命は変えられない？　そんなことはなかったのかもしれない。今のロイを見て実感した。

「ロイ……」

「ミスティのためならなんでもする……」

　魔王は甘くかすれた声でささやく。

「だからたまには……」

　腰を抱かれ、シーツの上に引き倒された。

　彼が上に来る。

「たまには読書以外の楽しみも分かち合わないか？」

　私を真上から見下ろしている魔王は、簡単には抗えない大人の色香を漂わせていた。

　見つめられるだけで体の芯が、ぐつぐつと煮え立つように熱くなる。

「読書、以外……」

「ああ」

　胸に抱いていた本を奪われた。

　本の重さから解放された胸を、今度は彼の手が衣類の束縛から解放する。

　前の留め金が外れ、慎ましやかなふたつの膨らみがあらわになった。

　痩せた私の胸は慎ましいサイズだけれど、その先端はこれから起こることへの期待を隠しきれないみたいに、つんと上を向いている。

　魔王が目を細めて眺めた。

「……あ」

　ひりつく視線に思わず胸を手で隠すと、彼がその手をやんわりとどけた。

「魔王さま……」

「このまま」

「え？」

「いいだろう？」

　彼は私の手首をシーツの上に押さえつけ、しばらく私の体を見下ろしていた。

　そして熱い息をこぼす。

「ミスティ……、いや、ミント……」

　彼の唇が笑いの形を作った。

「私はまだお前の体を知らない。しかしお前は私の体を知っている。少し不平等だと思わないか？」

「え、不平等……？」

　平等、不平等の問題なのかはわからないけれど、確かに非対称ではあると思った。

「つまり……、魔王さまは私の体を知りたい」

「ああ。お前が恥じらうところを、恥じらいもなくあえぐところを。私を求めて鳴くところを、見てみたいな」

「……っ……」

　私は今ミスティでなくミントで、彼は十七歳のロイでなく魔王だということを思い知らされた。

　彼には相手の痴態を鑑賞する余裕があって、私にはそれがない。本当に非対称だ。

　彼は私の腕の拘束を解かないまま、舌での愛撫を開始する。

「やっ、なんでっ……そんなとこ！」

　脇の下のくぼみを舌が這った。

　羞恥に顔がカッと熱くなる。

　私の肌に舌を這わせながら、魔王はのどの奥で笑った。

　こちらの反応を見て楽しんでいる……。それが余計に私の羞恥心を刺激した。

　舌は脇腹からへそへ行き、へそからさらに下腹へと移動していった。

「やんっ……ああっ……はあっ……！」

　私をあえがせる彼の方も、興奮に息が乱れている。

　生々しい舌使いと息づかいを肌で感じ、次第に私の体も高ぶりをみせる。

　興奮に濡れ始めた私の下腹を、彼は唾液でさらに湿らせていった。

　吸ったり舐めたり。敏感な部分への愛撫が繰り返される。

「や……ああん……だめ……！」

　苦しいくらいに息が乱れ、腰が揺れる。

　この体は処女なのに、私は早く早くとねだりたい気分になってしまった。

　自制心は簡単に振りきれる。

「ロイ、じらさないで……！」

　涙目になって懇願する。

「じれているのか」

　顔を上げて魔王が笑った。

「あ……――」

　ようやく茂みの中に指が潜ってくる。くちゅ、となまめかしい音。

「ひあっ――！」

　舌でするのとは違う直接的な刺激に、思わず切羽詰まった声が出た。

「確かに、中まで濡れている」

　指はすぐにぬかるみを見つけて侵入する。

「まおう、さま、ああっ！」

　中を大胆に掻き回され、ぞくぞくとしたものが足の爪先までを駆け抜けた。

　刺激の余韻でひざががくがくと震える。

「痛いのか、それともいいのか」

「……えっ？　わからない、どっちも……」

「どっちもか。だったら――」

　彼は一旦指の動きを止め、茂みの奥を舌で愛撫し始めた。

　濡れた舌先が、敏感な突起を何度もなぞる。

　それから中に埋まっている指が、曲がったり伸びたりしながら内側の粘膜を刺激した。

　大胆に掻き回すのとは違う丁寧な愛撫に、お腹の中だけでなく脳までもがとろけだす。

「ああっ、いいっ……でも……もっと……」

　ねだるように腰が揺れる。

「欲張りだな」

　魔王がまた笑った。

「どうしてほしい？」

「欲しい、あなたが……」

　素直な欲望が言葉になる。

「いいだろう」

　魔王は着ているものを脱ぎ捨てて、私に跨がってきた。

（あ……）

　彼の雄は天に向かって反り返り、先端から透明な蜜をあふれさせている。

　それを見ただけで私は昇天してしまいそうだ。

「すぐにお前の望み通りにしてやる」

　低くささやく声にもぞくぞくする。

　体の中心が合わさった。

　彼は私の両膝を抱え上げると、上から覆い被さるようにして一気に貫く。

「ああっ――……」

　頭の中で火花が散った。

　まだお互いが初めてで、肝心の部分は合わないパズルを無理やりはめ込んだみたいにギチギチだ。

　それでも魔王が怯むことはなかった。

「キツイな、少し力を抜け」

「え……？」

「ほら、私が欲しいんだろう？」

　彼は道を踏み固めて広げるように、私の中を何度も行き来した。

「あ……あ……あ……！」

　痛い、けれども気持ちいい。痛覚より性感の方が勝っていた。

　粘膜の擦れ合う感触がそのまま、腰骨に響くような快感になる。

「あんっ、いいっ……ああっ！」

　私は耳に届く自分の声に驚いた。

　初めてなのに感じすぎだ。それとも彼が上手いのか。

　魔王は息を乱し、私に腰を打ち付けながら、満足そうに目を細めていた。

　私も満たされている。生身の体で彼と繋がれていることを実感する。

「んっ……」

「どうした？」

　聞かれて私は首を横に振った。

「ただ、嬉しくて」

「そうか、それならもっとしよう」

　魔王は己の分身を使い、私の欲を内側から追い立てていった。

　肌をなでる手のひらも、私の性感を甘く刺激する。

　触れられるのが快感だった。大きな手で背筋や腰をなぞられるだけで、昇天してしまいそうだ。

　実際、もう何度か意識を飛ばしてしまった気がする。

　魔王はそんな私の反応を見て、いいところを確実に突いてくる。

　魔王の城の最奥にある暗いベッドで、私はめくるめく快感にあえいだ。

「……ああっ、ミント！」

　そのうちに彼が私の中で大きく暴れた。限界が迫っているのか。

「ロイ、ロイ！　早く来て！」

　私は手足を使って彼の体にしがみつく。逃したくなかった。彼の精を注がれたい。これはもう純粋な本能だ。

　そして私の願いは叶えられる。

　彼がまた何度か突き上げて、次の瞬間――。

（ああ……！）

　彼の先端が一番奥にぶつかった。

　そこへたっぷりと注がれる。

　お腹の中が、子種でずっしりと重くなる。

　彼は私の上で息をつき、汗で濡れた髪を掻き上げた。

（ロイ……私の……魔王……）

　私はうっとりとその姿を見上げる。理屈でなく、私は彼に夢中だった。

　お腹の中で、また彼の分身がびくびくと震える。

〝読書以外の楽しみ〟は、きっとこれからクセになる……。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　そのころ、魔王の城に侵入者があったことを、私もロイも知らなかった。

　抱き合う悦びに溺れて警戒を怠っていた。

　広い城はいくつもの階層が入り組んでおり、侵入者を迷わせる。

　そしてこの城に慣れない私も、その意味では侵入者と同質だった。

　それから――。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






（あれ……？　こっちにも道があったんだ）

　城の書庫へ本を借りに行く途中、私は今まで気づかなかった通路を見つけた。

　細い廊下の先が、建物と建物を結ぶ外廊下になっていた。

「わあっ！」

　眼下には雲と霧と、その遙か下に豊かな森が見える。

　私はその雄大な景色に目を奪われた。

　しかし外廊下には手すりや柵がなく、落ちたらきっと一巻の終わりだ。足下を見てしまうと足がすくんだ。

　この通路は危険だから、城の住人たちも使っていないのかもしれない。所々に土が溜たまり、雑草が生えていた。

　私は慎重に壁に手を突く。

　そのとき、建物の外壁に沿ってカーブしている通路の先に、私は人の気配を感じ取った。

　向こうから誰か来たみたいだ。こんな危険な通路でも、使っている者がいるんだろうか。

　それとも見回り中の衛兵とか？

　この城で私の顔を知っているのは、魔王とその側近、それから身の回りの世話をしてくれる侍女くらいだ。ひとりでいるところを衛兵に出くわしたら怪しまれてしまう。

　そう考えて身を固くしたときだった。

（この人たち――）

　狭い通路で出くわしたその相手に、私は息を呑んだ。

「……！　誰だ？」

　向こうも私に気づいて身構える。

　手前にいる青年の頭には、青緑色の宝石がはまった額当てが。

　彼らは私が時間を遡る前、この城の牢から逃がした人間たちだった。

（魔王を倒しに来たの……!?）

　胸の鼓動が危険を知らせる早鐘を打つ――。
















17章　落下







　魔王の命を狙う人間たちに、こんな場所で出くわしてしまうなんて……。

　相手に背中を向けることもできず、私はその場に固まっていた。

　耳につく金属音が響く。後ろの一人が剣を抜こうとしていた。

「待て……！」

　先頭にいる額当ての青年が後ろを向かずに言った。

「人間だ」

「人間？　どうしてこんなところに……」

　疑いの目が私に向けられる。

　どうして？　私は魔王の恋人の生まれ変わりで、魔王に会うためにここへ来た。でもそれを彼らに説明するのは難しい。

　代わりに私は聞き返した。

「そういうあなたたちは魔王を殺しに来たの？」

　彼らはこちらを警戒しているのか答えない。

「魔王はフェンリルを異世界へ送り返すことを約束してくれました！　殺し合うのでなく、歩み寄ることもできるはずです」

「魔王が話し合いに応じる？　にわかには信じられない」

　額当ての青年がうなるように言った。

「魔族と人間は、同じ言葉を使います。話し合うこともできる！　だから、剣でなく話し合いを……」

　向こうは武装した男性四人。私ひとりで立ち向かうことは難しい。

　けれどもここから先は魔王の私的空間だ。武装した人たちが乗り込んでいけば、大変なことになる。彼らと魔王、どちらか、もしくは両方が血を見ることになるだろう。

　それは私の望むことではなかった。

「魔王と話し合えなんて……。俺たちは魔術で幻でも見せられているのか……」

　さっき剣を抜きかけた男が言った。

「幻なんかじゃありません！　お願い、私を信じて……」

　私は一歩前へ出た。

　ちらりと下を見てしまい、思わず足がすくむ。

　額当ての青年がこちらへ手を伸ばした。

（え……？）

　彼が私の二の腕をつかむ。私が落ちないよう支えてくれているのか。

　驚いて目を上げると、彼と視線が絡まった。

「君は……」

「え……？」

　彼がごくりとつばを飲む。

「君は、本当に人間か？」

「おい、その女から離れろ！　魔王の魔術に騙だまされるな！」

　仲間の忠告を無視し、青年は私から手を離さなかった。

　彼の硬い指先が二の腕に食い込む。

「……？」

　彼の目の色が変わった気がして怖じ気づいた。

　彼の視線が無防備に開いたドレスの胸元をなで、そこに留まる。

　魔王が私の肌につけた、キスの所有印がそこに生々しく浮かんでいた。

「！」

　彼と目が合い、私はとっさに目を伏せる。

「こんなのはよくないよ……。君が人間なら、こんな場所にいるべきじゃない！　俺と行こう！」

　彼が勢いよく二の腕を引っ張った。

「えっ、行くってどこへ……？」

「魔王は俺たちが倒す！　だから君は自分の家に戻るんだ。ここにいては戦いに巻き込まれる！」

「でも私は……。私にはここでやるべきことがあるの！」

　彼はその顔を不快そうに歪めた。

「魔王か……」

「……え？」

「魔王のそばになんていちゃダメだ！　君は騙されている！」

　さらに腕を引き寄せられ、私は彼の腕の中に拘束された。

　男らしい汗の匂いが鼻に届く。

「放して……あなたは魔王のこと、何も知らない……」

「それは君の方だ！　俺たちは何年も魔王を追い続けているんだ！　あいつは……あいつは悪魔そのものだ！」

　腕の中でもがくと、サンダル履きの足が滑る。

「……あっ！」

　足下の小石が遙か下に広がる森へ落ちていった。

「放し、て……！」

　私は震える足で、必死にその場へ踏みとどまる。

「ミスティ……？　ミスティどうした！」

　後ろから声がした。

（ロイ……？）

　ガウン姿の魔王が賭けてくるのが見えた。

　人間たちに気づいたのか、彼の顔がさっと怒りの色に染まる。

「おのれ人間ども！　ミスティから……その女から手を離せ！」

　その瞬間、私の二の腕をつかんでいた青年の手が、わずかに緩んだ。

（あっ……！）

　彼の手は私から離れ、腰にぶら下げている剣の柄へと下りていく。

　そして……。

（うそ……!?）

　タイミング悪く後ろに身を引いた私は、よろけて足を踏み外してしまった。

　かかとが落ちたところに足場はなく……。

「ミスティー!?」

　魔王の叫びが空にこだまする。

　私の視界は一面の青空に覆われ……。

　そして私は地上へと、真っ逆さまに落ちていった。

（ごめんなさい、ロイ……）

　まさかこんな形で、また彼とお別れすることになるなんて――。

　彼の怒りのオーラが世界を覆う。

　青い空が一瞬で赤黒い血の色に染まった。

　彼の怒りに反応し、異世界の扉が開く――。

　ロイはもう、人間たちを許すことはないだろう。

　私はまた失敗してしまった――。
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　気がつくと私は美しい湖のほとりに倒れていた。

　魔王の城の外廊下から滑り落ち、地上でバラバラになったはずなのに。

　這っていって湖面をのぞき込む。

　澄んだ水に映っているのは人間のミントではなく、小さな角を持つ、不健康そうな顔色の魔族の娘だ。

　私はまた、ミスティだった時間に戻ってきてしまった。

「どうして……」

　何度繰り返しても、ロイが魔王になる未来は変えられなかった。

　同じ時間を繰り返すのは、これでもう四度目だ。私はまた無謀な挑戦を繰り返すのか。

　あまりに頼りない自分の顔を前にして、愕然としてしまった。

　ただただ途方に暮れる。

　私はほとんど自暴自棄になり、水辺に仰向けに横たわった。

　水辺特有の泥臭い土の匂いが鼻を突き、チクチクする下草が首元のやわらかな部分に当たった。

　私は生きている。相変わらず生きている……。

　何度死んでも、目的を果たさないままでは天国へは行けないみたいだ。

「ミスティ、どうしたの？」

　十七歳のロイが来て、私の顔をのぞき込んだ。

「ねえ、人が生きられる時間は、あらかじめ神さまによって決められていると思う？」

「ん、どういう意味……？」

　私の唐突な問いかけに、ロイは不思議そうにぽかんと口を開けた。

「逃げても逃げても死が追ってくるの。逃げたつもりでいても、気を抜いたとたんに首に死に神の鎌がかかってしまう。そして何もできないまま時間切れに……」

「君の首に、死に神の鎌が……？」

　ロイの視線が私の首元をたどった。

　この先にある私の死を告げても、きっとまたロイを混乱させ、彼を無茶な行動に駆り立てるだけだ。前回のことでもうそれはわかっていた。だから私は架空の話にかこつける。

「今のはただの例え話。でも人生があらかじめ決まっていて、そこから逃げられないなら息苦しいよ。私たちに、人生を変える力はないのかな？」

「どうだろう？　神さま次第なんじゃない？　この世界に、神さまが本当にいるのかどうか知らないけど」

「神さま……。なるほど。その神さまは相当性格が悪いんだね」

　私は笑って上半身を起こした。

　するとロイは当たり前みたいに私の隣にくっついて座る。距離が相変わらず近かった。

「ねえ、私たちは今付き合ってないよね？」

　わかっているけど聞いてみる。

「君がそう思うならそうだろうね」

　ロイはちらりと白い歯を見せた。

「それでも、僕の心はずっと君のものだよ」

「知ってる……」

　私は彼の、愛の重さを痛いほど知っていた。

　目の前にいるロイはまだ、まっさらな十七歳だけれども、私の記憶の中では何度も彼とキスしたし、何度も深い部分で愛し合った。

　良くも悪くも、ロイは私のすべてだ。

「ロイ、私ね、あなたを幸せにしたいと思ってる……」

　単刀直入に告げる。

「どうしたの？　ミスティ。今度はなんの例え話？」

　ロイは微笑みながら私を見ていた。

「例え話でも、君に愛を告げられるのは悪い気がしないな」

「例え話じゃなくてホントの話」

「え……？」

「ホントに……」

　私は軽くまぶたを伏せ、彼の唇に、そっと自分の唇を近づけた。

　ロイの髪から、よく干した牧草のような爽やかな香りが香る。

「僕を幸せにするなんて簡単だよ」

　ロイはささやくように言った。

「君といると幸せだ」

　唇と唇の間にあった、ほんの少しの隙間がなくなった。

（ああ……）

　唇が重なり合う、甘やかな感覚に酔いしれる……。

　そして数秒後。

「……今、僕からした？　君からだったらいいけど……」

　また同じだけの距離を取り、ロイがささやき声で聞いてきた。その声はほんの少し震えている。

「わからない。でも……」

　今度は明確にこちらから、彼の唇を奪いにいく。

「……これでいい？」

「ああ……。最高だよ、ミスティ」

　ロイからもキスが返ってきた。

「僕たちに友達の距離は必要なかった。はじめからわかってたのに……。なんで今まで、こうならなかったんだろう？」

　それはきっと十七歳の私が、初めての恋に怖じ気づいていたからだ。

「ねえ私たち、結婚しない？」

「……えっ？」

　ロイがまたキスしかけた顔を離し、慌てて私の顔を見つめる。

「驚かせてごめん。思うところがあって、もう遠回りするのはいいかなって思ったの」

「僕……、夢でも見てるのかな？」

　彼は湖畔の景色を見回して、それから私に視線を戻す。

　ロイの顔がいつの間にか、林檎みたいに真っ赤になっていた。

「ああ、ミスティ……。夢でも現実でも、僕の答えはイエスだよ。今日はなんていい日なんだ！」

「ふふふっ」

　私たちは笑って抱きしめ合った。

　私はロイを幸せにする。彼と幸せになる。

　間もなく死ぬ運命からは逃れられない。だったら今できる限りの思いを伝え、彼の思いに答えよう。

　私の思いが、私亡きあとも未来のロイに届くように……。私を失ったあとのロイの心を、ほんの少しでも温められるように……。そう、思い出をたくさんプレゼントしよう。

　私は心に決めた。
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　手を繋いで魔族の隠れ里に戻ると、村の広場でアドニスが人間の街の話をしていた。

「ミスティちゃんにロイ。相変わらず仲がいいね。もう初夜は済ませた？」

　アドニスがみんなの前でからかってくる。

「兄さん、僕たち結婚するよ」

　ロイが真顔で告げた。

「ははは。ロイも冗談を言うようになったのか」

「冗談じゃなく本当に。僕もミスティもまだ十七だから、長老たちは許してくれないと思うけど、僕らの決意は固いんだ。既成事実を作るために、まずは一緒に住むことにした」

　笑いながら聞いていたアドニスが、変なものでも飲み込んだような顔をした。

「えっ……？　マジか……」

　アドニスを囲んでいた魔族の若者たちも、皆一様に驚いた顔をしている。

　こういう空気になることは、私も当然予想していた。前回も、結婚して村を出ようとした私たちは、大人たちからの大反対を受けたわけだし……。

「本気なのか？　ミスティちゃん」

　アドニスは困惑顔で、ロイでなく私に尋ねる。

　そこで私は意を決し、アドニスの手を取った。

「お願い、アドニス！　協力して！　あなたには今までずいぶん煮え湯を飲まされたけど、ロイと一緒になるには兄であるあなたに受け入れてもらう必要があるし、私たちを応援できるのもあなただけだと思う。わかったらしっかり兄としての役目を果たして！」

「んんん？　僕、何かしたっけ？」

　私の勢いに押され、アドニスは逃げ腰になっている。

　今目の前にいるアドニスは何もしていないかもしれないけれど、同じことだ。私にとってロイはロイだし、アドニスはアドニスなんだから！

　その思いで見つめていると、彼は両手を広げ、私のことを抱きしめた。

「わかった！　結婚しよう、ミスティちゃん！」

「え、と……。勘違いさせたなら悪いけど、結婚するのはアドニスとじゃなくて、ロイとだよ？　というか、苦しい……」

　戸惑う私に、義理の兄になる人は輝く笑顔を見せる。

「どっちでも同じことだよ！　三人で一緒に住むんだから！」

「一緒……？」

　私が嫁ぐならそうなるのかもしれないけれど、本当に同じことなんだろうか。

　アドニスは何か勘違いしていないか。嫌な予感がする……。

　アドニスの腕から抜け出すと、困惑顔のロイと目が合った。

　私たちの新婚生活、どうなるのか……。
















18章　赤い糸







　私はお針子、ロイは魔獣使い。それぞれ村での役目と仕事がある。

　ロイは村の畑の農作業や荷運びのために、適切な魔獣を召喚して貸し出す。人手の不足しがちな小さな村で、その存在価値は大きかった。

　お針子の私は麻や綿から糸を紡ぎ、糸を集めて布を織る。それを敷物や衣服、シーツなどに加工する。村の女たちの多くは妻であり母であり、そしてお針子だった。

　中でも体の弱い私は、とくにお針子の仕事に精を出していた。新しい図案を考えて織るのも村では私くらいだ。

　考えた図案は紙に描き溜めていた。

「ミスティの図案集、つい見はまってしまうよ。まるで絵を見ているみたいで」

　ロイの家に運び込んだ物を整理していたら、彼がいつの間にか織物の図案集を開いていた。

「これはひばり？」

　床の上に開いた図案を、私もしゃがんでのぞき込む。

「そう。よくわかったね。こっちのはフナで、これは蝶ちよう」

　未来からこの時間に戻ってきた私にとって、それを書いたのはずっとずっと昔の記憶だけれど、自分で書いたものだからかすぐに思い出すことができた。

「どれもすごくきれいだ……」

　ロイはうっとりと目を細め、モチーフの形を指でなぞる。

　そんな彼を見ていると、なんだかとてもくすぐったい気持ちになった。

（またすぐ死んじゃうのはわかってるけど、生きてる間に織物、また頑張ってみようかな？）

　私も別の図案集を開き、過去の図案を吟味する。

「そうだ、ドレイクやケルベロスなんかも織れる？」

　ロイがキラキラした目で提案した。

「そうだなあ……」

　期待のまなざしを受けて想像してみるけれど、どちらもだいぶ複雑な文様だ。生きている間に織物を完成させたいなら難しい。

「うーん。ケルベロスは難しいけど、ドレイクならなんとか……」

　私は少しの間頭を悩ませ、ページの隅にペンを走らせる。ドレイクの子どもの丸い姿をデフォルメし、簡略化させた図案だ。

「例えばこんな感じとか？」

「いいね、ミスティ！　気に入った。君は天才だよ！」

　ロイは私を褒めながら、ちょうど寄ってきたドレイクの子をなでた。

「ほら、こいつも気に入ったみたい」

「ふふっ。そうだといいけど」

　私もロイのお気に入りであるその子をなでる。

「じゃあ、ロイのためにこれを織ってみるね」

「本当に？」

「うん、タペストリーか何かにしてみる。……あっ、でも」

　布を織るのがあまりに久しぶりで、基本的なことを忘れていた。

「ドレイクみたいな赤色を出すには、カイガラムシの染料が必要になる」

　今の時期その染料は、村の近くでは手に入らなかった。

「僕が人間の街へ行って買ってくるよ」

　ロイが胸を叩く。

「本当に？　ううん、でも悪いよ……」

　人間の街へ行けば大抵のものは手に入るはずだけれど、魔族が正体を隠し人間の街へ行くには危険が伴う。それに長老たちだっていい顔をしないことを、私はよく知っていた。

「どうして？　結婚の記念に何かプレゼントしたいんだ」

　ロイが私の腰を抱き寄せ、あぐらを組んだひざの上に座らせる。

「僕が君に赤い糸を送って、君がそれで織物を織ってふたりの家に飾る。すばらしいと思わない？」

　ロイが正面の壁を目で示した。

　あそこに飾ろうというんだろう。

「いいね」

　私もいい考えだと思った。

　ところが違う方向から物言いが入った。

「この家は君たち二人だけじゃなく、僕も含めた三人の家だけどね」

　アドニスだ。彼はいつの間にか、二間続きの部屋の戸に寄りかかっていた。

「兄さん、戻ったんだ」

　ロイは私を自分のひざの上から下ろさずに言う。

　アドニスは今日も村の広場で、同年代の若者たちと駄弁っていたみたいだ。

　吟遊詩人を自称するアドニスは、村でこれといった仕事を持っていなかった。祭りや式典でもあれば楽器をかき鳴らすこともあるけれど、そういう機会は滅多にない。

　それでも村の若者連中からの支持は絶大で、仲間内のリーダー的な存在だった。こういう村だからこそ、自由な彼に皆は憧れる。

「そうだね。もちろん兄さんの家でもある。忘れてたわけじゃないんだ。でもごめん」

　ロイは素直に謝った。
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　それから数日。私の持ち込んだ荷物が片付いたところで、ロイは赤い糸を買いに街へと旅立っていった。

　ロイとはなるべく離れたくないけれど、私がついていけば旅の足手まといになってしまう。

　それでドレイクの子と一緒に私は留守番することになり……。
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「そういえばどう？　ロイとの結婚生活」

　ロイを送り出したその夜。スープの味見をしていた私に、アドニスが聞いてきた。

　彼は勝手口の戸をくぐり、私のいる台所をのぞく。

　あくびをしているところを見ると、その話に興味があるというより、退屈しのぎに私と話しに来たみたいだ。

「どうって言われても、まだ一緒に荷物の整理をしたくらいだし……」

　そろそろ村の大人たちから呼び出されてもいいころだと思うけれど、それはなかった。〝結婚〟でなく〝同居〟という建前を、信じてくれているのかもしれない。

　他にもたいしたエピソードはなかったし……。

　私はここ数日のことを思い返しながらスープに塩を足す。

「ふうん？」

　アドニスが何か言いたげな顔で私を見た。

「何……？」

「じゃあ単刀直入に。ロイとの夜は楽しめてる？」

　なるほど、聞きたいのはそのことか。でも私はその質問に驚いた。

「えっ……。同じ家で寝泊まりしてるのに？」

「ん、どういう意味？」

「だから……」

　私はスープをかき混ぜながら彼の顔を見返す。

　さすがにひとつ屋根の下にアドニスがいて、私とロイもそういう雰囲気にはならなかった。

　鍋のそばまで来たアドニスが、口元に意味ありげな笑みを浮かべる。

「そうなんだ？　君たちが奥手なのは知ってたけど……。まさか結婚して同じ家にいて？　何もないとは驚きだ」

　正直私はロイがキスだけで喜んでくれるなら、今はそれで十分だと思っていた。でもそんな気持ち、アドニスには理解できないだろう。

　彼はもっと……そう、即物的だ。

「結婚って意味知ってる？」

　アドニスがまたからかってきた。

「表向きの〝同居〟はただの建前だと思ってたけど、君たちには違った？」

「からかわないで……」

　言いかけたところで息が止まる。アドニスの手が、私の腰を後ろからつかんだからだ。

「……えっ、アドニス？」

「夫婦っていうのはね、こういうことをするんだよ」

　彼が後ろから腰を押しつけてくる。

「や、やめてよ……！」

　目の前には煮え立つ鍋があって逃げられない。

　私の抗議の声は、耳元で低く響く笑い声にかき消された。

「ロイとまだなら、僕が教えてあげよっか」

　耳のふちを、ざらざらした舌が這う。

「ふふっ。震えてるの？　かわいいね」

「……っ、アドニス……！」

「そんなかわいい顔でにらんだってダメ。僕はずっと、君たちがラブラブだからと思って遠慮してたんだよ？　でも違うなら、ミスティちゃんのことは僕がもらいたい。気持ちいいこと、僕がたくさん教えてあげるよ」

「何言ってるの？　アドニスはロイの兄なのに……ひっ」

　アドニスが、私のお尻に密着させていた腰を揺すった。わかりやすい突起がゴリゴリと押しつけられる。

「兄だって男だよ。君が欲しくてこんなになってる……」

　こんなこと許しちゃいけないのに、体が硬直してしまって動かなかった。

「や……」

「ここ、気持ちいい？」

　彼のとぶつかって、女の子の部分が布越しに刺激される。

「ダメだよ……。アドニスには私じゃなく、他に何人もいい相手がいるでしょ？　知ってるんだから」

「へえ？　君、意外と僕のことに詳しいんだね？　興味あるんだ？」

「そんなわけない……」

　私がアドニスのことを知っているのは、繰り返す時間の中で、いやでも彼と関わってきたからだ。

　彼はささやく。

「他に誰かいたとしても、僕には君が一番だよ。ロイの思い人じゃなかったら、君をとっくに奪ってた」

「私はアドニスなんか好きにならない……」

「ああそう。そんなに強情なら、無理やりにでも奪っちゃおうかな？」

「――！」

　着衣のまま、布越しにぐりぐりといいところがこすれ合った。

（うそ……！）

　ショックで声も出ない。こんなので気持ちよくされるのはいやだ。

　というか、アドニスはエッチなことが上手すぎる。いったいなんなんだ！　人生何回目？

　驚愕きょうがくする私に彼はささやいた。

「そんな顔しなくても大丈夫だよ。兄弟が妻を共有するのは、昔から普通にあることだからね」

　ぞくぞくっと悪寒が走る。

「だとしても、きっとロイが許さない……」

　もちろん私自身もだ。

　そしてもう一人。いや、もう一匹？

　ドレイクの子がふわふわと飛んできて、横からアドニスに体当たりした。

　私が嫌がっているのがわかったんだろう。まだ乳飲み子だけれど、ドレイクは頭のいい生き物だ。

「うわっ、なんだよお前……」

　アドニスがそちらに気を取られる。

（今だ！）

　私は震えるひざに力を込め、振り返って無法者の腕に噛みついた。

「――いッた！」

　ガリッと嫌な手応えがある。そしてアドニスの体が離れた。

　私はさらに彼を押しのけて、その腕から逃れる。

「ちょっ、ミスティちゃん……」

　彼は心底悲しそうな顔をしてみせた。

「ひどいよ、僕は君と仲良くしたいだけなのに……」

　なんで向こうが被害者みたいな顔をするのか。意味がわからない。

「アドニスがっ、無理やり変なことするから！」

　せっかく味を調えたのに、スープは煮込みすぎてしまった。

「チビちゃん、行こう」

　私は窯の火を落として行こうとする。

「ああ、ミスティちゃん！」

　アドニスが慌てて引き留めた。

「何……？」

「念のため聞くけど、このことロイに言う？」

「え……？」

　なるほど。アドニスもロイを怒らせるのは怖いらしい。だったらはじめからしなきゃいいのに……。

　私は少し考えてから答えた。

「言ったら青い空が真っ赤に染まって、異世界に繋がっちゃうかも？」

「あはは。それな……」

　アドニスは半笑いになっている。

「ロイが昔おたふく風邪で寝込んで夢にうなされたとき、大変だったよな。あのときはロイが回復して世界の歪みを閉じるまで、ものすごい嵐が続いたんだ」

「ああ……」

　記憶にあるような、ないような……。

　遠い昔の記憶ということもあるけれど、そのときは私も本当に幼かったんだと思う。

　それにしてもロイはそんな小さなころから、制御できないレベルの強大な力を持っていたのか。考えたら恐ろしくなった。

「わかった。ロイには言わない……。でもアドニスがまたこういうことしたら、今度こそ世界を危機に陥れてでも言うから」

「わかった……そんなに嫌だったんだね……？」

　アドニスは引きつった顔でうなずいた。

　ところが結局そのことは、すぐにロイの知るところとなる……。

「僕に何を言わないって？」

　後ろから聞こえてきた声に私とアドニスは息を呑み、凍り付いたのだった――。
















19章　変化







　どうしてロイがここにいるのか……。

「どうして？　街へ買い物に行ったんじゃ……？」

　問いかける私の声は不自然にうわずる。

「行ってきたよ。もちろん」

　ロイが背負っていた袋を下ろした。荷物の詰まったそれは重い音をたて、土間の踏み台の上に落下する。

「ミスティに早く会いたくて、向こうに泊まらず戻ってきたんだ」

　それはずいぶんな強行軍だ。普通なら行きで一日、買い物をして向こうに泊まり、また一日かけて戻ってくるところなのに。

「私に会いたくて……？」

「うん……」

　ロイはまっすぐに来て私の腰を抱いた。

「ねえ、兄さんと何してたの？」

「……っ、私は何も……」

　腰を抱いた手が、するりとお尻の方まで滑っていく。

「ダメだよ、ミスティは僕のだ」

　アドニスが気まずそうに咳払いした。

「あー。誤解があるようだから言っとくと、僕だって何もしてないよ。ミスティちゃんが寂しそうだったから構ってあげてただけ」

　ロイが無言だからか、アドニスはまだ続ける。

「けどっ、ロイもいけないんだぞ？　村一番のかわいこちゃんを嫁にもらっておいて、何もしてないなんてさ。夫には夫の義務ってものがあるだろー？　そんなんじゃ誰かに妻を奪われても文句は言えないと思う」

　アドニスの言い訳は、火に油を注いでいるようにしか聞こえなかった。

「……ってことで、妻のいない僕は孤独な美女でも救いに行くかな」

　言いながら彼はつば広のストローハットを頭に乗せ、ふらりと勝手口から出ていってしまう。

（……え、逃げた？）

　手も早いのに、逃げ足も速いのか。そのふたつに相関関係はあるのか？

　逃げ場がないのは私だけだった。

　ロイが額を合わせてくる。

「僕がいなくて寂しかったんだ？」

「それは……えーと……」

　イエスと答えたら浮気していた言い訳みたいに聞こえるし、だからといってノーって答えるのもロイのことを必要としていないみたいに聞こえる。

「ふふっ、困った顔もかわいいよ」

　ロイはささやき、私の鼻先にキスをした。彼の本心が見えない。

　そのことにドキドキしてしまうのは、私に後ろめたい思いがあるからか。

　お尻をなでていたロイの手が、意味ありげに肉をつかんだ。

「僕のものになる？」

「……！」

「大事な君だから急ぎたくなかったけれど、兄さんには取られたくない」

　彼の明確な意思を感じ、耳の中が火を噴くように熱くなった。

「わ、私……」

　プロポーズをしたのは私からだ。自分ではもうとっくに彼のものだと思っていたのに……。

　恥ずかしくて目が合わせられない。

「ミスティ、こっち見て」

　ロイが片手で私の顎を持ち上げた。

　湖みたいに深い青に見つめられる。そこにまつげの影が差し、視界から見えなくなった。

（あっ……）

　唇がぶつかり合う。キスをされている……。

　ちゅ、ちゅ、と甘い音がして、私の脳を痺れさせた。
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　裸にされ、ベッドの上に投げ出された。

　こんなふうに扱われるのは初めてだ。この家へ来て、ロイとはいつも同じベッドで眠っているのに。

　裸のロイが追ってきて、私をうつ伏せにシーツの上へ押さえつける。

「痛くしたらごめん！」

　彼が腰の後ろに跨がってきた。

（――え？）

　太ももの隙間に硬いものが差し込まれる。

　正面から抱き合うこともなく、このまま繋がり合ってしまうのか……。私は彼の性急さに驚いた。

「――っ！」

　入り口に彼の先端がぶつかる。この体勢では簡単には入らない。

　でも私の太ももの間にこすれるのが、彼の性感を刺激するみたいだ。

「ああっ……」

　ロイはがくがくと腰を揺らし、切羽詰まったような声を上げた。

「ロイ……」

　私は上半身をひねって彼を見る。

　ロイは一刻も早く繋がりたいというように、形のよい眉を歪め、熱い吐息を吐き出していた。

　濡れたまつげに囲まれた、青い瞳に欲望が宿る。

　艶やかな頬と目の周りの粘膜、それに鼻の頭が微かに桃色に染まっていた。

　でもまだ彼はこれからすることに、確信を持てていないみたいだ。

　震える唇で私に問いかける。

「馬は立ったまましてた。獅子ししはこうやって、雌の背中に乗って……」

「うん……」

　どうも彼は獅子らしい。

「ドレイクやグリフォンは直接交わらない。ヘビは絡み合って外側から精子をかける。僕たち魔族はどうするの……？　ねえ、君は知ってる？」

　そうしているうちに、彼の起立が脾肉ひにくを押しのけ、さらに奥へと突き進む。

「あ――……」

「ここ……？」

　弾力のある先端が、私の入り口をノックした。

「ああ……ロイ……」

　濡れなきゃいけないのに、私はまだ濡れていない。

　乾いた粘膜同士がこすれ合った。

　温かい……。

　この熱が愛おしい。

　私を求めてくれている、愛しい彼を受け入れたい……。

「ロイ……もっと、奥まで来て……」

　私は発情期の猫みたいに尻を突き出し、自らロイの荒ぶる雄を受け入れた。

「ああっ……！」

　彼が私の内側まで沈み込む。

　一度入ってしまえば、中はしっかり濡れていた。

　ロイは私のぬめりを利用して、性急に腰を進める。その激しさに目まいがした。

　ギリギリまで引き抜き、また奥へ。休むことなく繰り返される。

「ミスティ、ミスティ、まだ……！」

　まだ奥へ進みたい。名前を呼ぶ声色から、彼のその意思を感じ取る。

　これ以上の奥はないのに……。

　私の体は軋むように痛んで、それでも必死に彼を包み込もうとしていた。

　ロイが大きく前後に腰を揺する。

「は――！」

　がつんと奥へぶつかる重たい感触があった。

　押し広げられた下半身が悲鳴を上げる。

「ミスティ……ミスティ、すごいね、僕たち……こんなふうに繋がれるなんて」

　重なり合う部分から、彼の内なる震えが伝わってきた。

　苦しい、けれど嬉しい。

　私はこうして、なんとか彼に応えられたことにほっとする。

　けれども十七歳の夫は休ませてくれなかった。

「ミスティ、もっと……！」

「え――？」

　ずるりと引き抜き、また一気に進んで奥を突いた。

「ああ……、ロイ、だめっ！」

　衝撃を全部、お腹の中で受け止める。

「ごめん、ミスティ！」

〝ごめん〟は止まれないって意味なのか。

　私はシーツにしがみつき、夫の激しい愛を受け入れた。

　ガンガン突かれて、腰全体が重くなる。ひざが立たなくなってきた。

　私がシーツにぺったり倒れ込んでも、激しい突き上げは続く。

「ミスティ、君の中、すごいよ」

　跳ねる呼吸の中で、ロイが感嘆の声を上げた。

「え……？」

「こんなにトロトロして、僕に絡みついてくる！」

「それはロイが……いっぱい突くから……！」

　こっちは耐えるので精いっぱいなのに。

「いっぱい突くとこうなっちゃうの？」

　話ながらもロイは止まらない。

「ロイ……」

　とがめるように視線を送ると、彼も少しは状況を察してくれたみたいだ。

　突き上げる動きを止め、探るように腰を動かし始めた。

「あっ、それだめ……！」

　いいところに当たり、お腹の中がびくびくと痙攣けいれんした。

「これもだめ？　……ああっ、ミスティ！」

　彼も引きずられたんだろう。私の中に埋め込まれているものが、ぐっと膨らんで容量を増した。

　彼の雄と私の中の粘膜が、それでさらに密着する。

　動かなくてもきゅうきゅうと締め付けているみたいだ。

　彼の中で躍動する血潮までが伝わってきて……。

「ああっ、ミスティ、ミスティ……！」

　こんなのはたまらない。

　ロイは熱に浮かされたみたいに私の名前を呼びながら、お終いに向け腰を振る。

「ロイ、ロイ……ああっ！」

　私も彼の名前を呼んだ。

　いつの間にかふたりの汗で、シーツがぐっしょり濡れている。

　さっきまで重く感じていたお腹の中が、突かれるたびに悦びに震えていた。

　私は目を閉じ、ひたすらロイを感じ取る。

「ロイっ……あのね……大好き……」

　ふいに胸が締め付けられて、突然ポロリと涙がこぼれた。

「ああっ……」

　ロイが深いところへ押し込んで、そのまま私の背中へ倒れ込んでくる。

　強く背中を抱きしめられ、それと同時に、中でほとばしる熱を感じた。

　重なり合うふたつの体の中で、ふたつの心臓と、彼の起立がどくどくと言っている。

　乱れた呼吸が整うまで、しばらく時間がかかった。

　疲労感と気だるさはあとでくる。

「ねえ、苦しくない？　体は大丈夫？」

「……うん、へいき……」

　今さら慌てているロイが愛おしい。私だってこんな、全速力で駆け抜けるようなセックスを想像していなかった。

「ミスティ……ありがと、受け入れてくれて……」

　彼が肩や背中にキスを落とす。

　その声はほんの少し、涙声になっていた。

「……嬉しいよ。でもなんで？」

　ロイが背中の上からどいたので、私はシーツの上で彼と向き合った。

「なんで？」

　彼の質問の意図を聞き返す。

「なんでこんなふうに、僕を全部受け入れてくれる気になったの……？　最近のミスティは、前のミスティと少し違う……」

（ロイ、それに気づいてたんだ……）

　どう説明すべきなのか迷ったけれど、私は事実を伝えることにした。ロイを刺激しすぎないよう気をつけながら……。

「正直に言うね？　私は未来を見てきたの」

「未来を……？」

「うん……。だから、ロイとの時間がどれだけ貴重なものか知ってる。ふたりの時間を大切にしたい」

　ロイは考え込むような顔をして、じっと私を見つめた。

　それから不安そうに聞く。

「それは僕たちの間に、この先別れが訪れるってこと……？」

　ロイは頭がいい。

「それはわからないよ……。繰り返す時間の中ではいろいろだったから」

　私は少しだけ嘘をついた。

　そして前にも告げたことを告げる。

「私はロイを幸せにしたい。一緒に幸せになろう？　精いっぱい」

　ロイはうなずき、私の頭の上にキスをした。

「わかった。聞かせてくれてありがとう」

　それからぽつりとこぼす。

「僕とミスティは、僕が思ってたよりずっと強い絆きずなで結ばれてるんだね……」

「うん、そうだよ。私たち、とても深く繋がってる……」

　そう、ロイが思うよりもずっと……。

　私たちは、初めてを過ごしたベッドの上で手を繋ぐ。

　ロイとのこの繋がりは、私にとって重くて背負いきれなくて。逃げたいときもあるけれど、それでも……何より愛おしい繋がりだ。

　いつの間にかロイは私のすべてになっていた――。
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　勝手口から逃亡していったアドニスが再び家に戻ったのは、あれから数日後のことだった。

「やあ～、ミスティちゃん。ロイは？」

「アドニス!?」

　家の前の物干しに糸を干していた私には、その顔がすでに懐かしいもののように感じる。

「ロイなら長老の畑に魔獣を連れていったけど……。それよりアドニスは今までどこ行ってたの？」

「どこってそれは、もちろん人間の街だよ」

　アドニスは色とりどりに染めた糸を眺めながら言う。

「家にいてもミスティちゃんが、僕を構ってくれないからね……。僕たち家族なのに寂しいじゃん」

　構ってほしいなんていったいどの口が言うのか。思わず本音の苦情が出た。

「家族だと思うなら、この前みたいなことしないでよ……」

「ロイとはするくせに？」

「……!?」

　アドニスの返しに思わず作業の手が止まる。

　夜の声でも聞かれたのかと思ったけれど、まさかそんなはずはなかった。あれからアドニスはずっと帰ってこなかったわけだし。ただのかまかけだ。

「……お、否定しないってことはついに？」

　彼は糸の束を揺らして、物干ものほし竿ざおの向こうから私の顔を観察した。

「さあ。答える必要ないんじゃない？」

「そんなこと言ってー。顔が赤いよ？　それでどうだった？」

　彼は私が初心だと思ってからかっているのか。時間を何度も遡っている私は、アドニスよりも長い時間を生きているのに。

「私のことよりそっちこそ、女の子にあんまり深入りしない方がいいんじゃない？　責任取る気はないんだろうから」

「えっ……」

　案の定というかなんというか、アドニスは意表を突かれた顔をした。

　私はそれを見て溜飲りゅういんを下げる。

「人のことからかうからだよ」

　ところが、話はそれで終わらなかった。

　アドニスはそのまましょげた顔になり、庭先をウロウロと歩きだす。

「えっ、何……？　もしかして本当に？」

　バーバラとマリアの顔が浮かんだ。

　相手が同じ村の魔族の娘なら、長老たちからお小言をもらったうえに、結婚させられることになるだろう。違う魔族の村の娘だってきっと同じだ。

　けど、相手が人間の娘となると話は違う。人間を騙したまま結婚生活なんてできないし、仮に角の生えた子どもでも生まれてきたら、人間たちは大騒ぎだ。

「ははは。そんなわけないって」

　アドニスは笑った。

「何、もう、びっくりさせないでよ」

　私は思わず息をつく。本当にハラハラさせないでほしい。

「でもま、似たようなものか……」

「えっ、どういうこと？」

「だからその……」

「何……！」

　追及すると、アドニスはようやく私に打ち明けた。

「人間の娘に、正体を知られたかも？」

「えっ……!?」

　胸にざわざわとした不協和音が巻き起こる。

　そうだ。私が初めて時を遡り、ミスティだった今の時間に戻ったとき……。

　――知ってる！　彼も魔族なんでしょう？

　あのときマリアはアドニスが魔族だっていうことを知っていた。

　この隠れ里を知られ火をつけられたのも、アドニスが彼女に正体を知られたせいで……。

　ううん、マリアはこうも言っていた。アドニスが魔族でも構わなかったって。

　だったら私が絡んでいなければ、あんなにこじれることはなかった？

「やっぱりマズかったかなあ……？」

　アドニスは自信なさげに眉尻を下げる。

「彼女のベッドで、つい寝入ってしまって……。そのときは正体を見られてないと思ったけど、念のため記憶を消し解くべきだった」

「…………」

　過ぎてしまったことは仕方ない。これからどうするかだ。

「アドニス、きっとその子も何かしら、違和感には気づいてる。だからしばらくは人間の街へ行かない方がいい。自ら危険を呼び込むことになるよ」

　強く言う私を見て、アドニスは不可解そうな顔をした。

　でもここは言っておかなきゃならない。これ以上私たちの住むこの村を、危険にさらさないように。

　私は彼の上着の袖をつかんで訴える。

「お願いアドニス、行かないって約束してくれる？」

「え？　うん……。ミスティちゃんがそこまで言うなら……」

　彼は不思議そうな顔のままうなずいた。

　アドニスが私の頼みを聞いて、大人しくしていてくれるのか。正直心許なかった。

　色とりどりの糸の束が、風に巻き上げられ絡まり合う。

　複雑に絡み合う、運命の糸のように――。
















20章　追跡







　植物由来の染料で染めた糸が完全に乾ききったところで、私は機織はたおりの作業に入った。

　人間の街ではすでに機械化が進んでいるけれど、この村にある織機は古代から使われている人力のものだ。

　足元のペダルで縦糸を交差させ、糸を巻き付けた杼ひでそこに横糸を通していく。

　ここにある織機は村に数台あるうちの一台で、村はずれの私の家から、ロイが運んできてくれたものだった。

　私がいくつもの杼を切り替えて使うのを、ロイが織機の向こうから興味深そうに眺めている。

　杼を右に送るとロイの青い瞳が右へ追いかけ、左に送ると左へ追いかける。

　私は織った目の数を確認しながら、ロイの瞳の動きを追っていた。

　彼の瞳は澄んでいて、本当にきれいだ。太陽の下では空のブルー、部屋の中では海の色をしてみえる。私を見るときは瞳孔が開き、青の深さがぐっと増す。

　世界で一番美しいものは、もしかしたらロイの瞳なんじゃないかと私は思う。

　でもこの家に世界一のお宝があるなんて、ロイ自身は気づいていない。

「とってもきれい」

　目が合って、ロイが言った。

「この布が？　それとも糸の色が？」

　さすがに彼自身の瞳のことではないと思う。でも布は織り始めたばかりで、まだ爪の先ほどの幅しかできていなかった。

　ロイはうっとりと目を細めて答える。

「違うよ。ミスティの手の動きが」

「え……？」

　ドキッとした。

　糸の動きや、布ができていくところを見ていると思っていたのに、まさか私の手を見ていたなんて……。

「もう、そんなこと言われたら織りにくくなる……」

　ロイのためにドレイクの柄のタペストリーを織り始めたのに。

　むくれる私を見てもロイは嬉しそうだ。

「そういう顔をするミスティもかわいいよ」

「そういう顔ってどんな顔……？」

「それはね、僕のことが好きだっていう顔かな」

「ええ……？」

　ロイはなんてことを言うんだろう。

　私が織物をしながら彼の瞳に見とれていたことにも、もしかしたら気づいているのかもしれない。織機を挟んで座る、この距離がもどかしくなってしまった。

　ロイも言う。

「織物ができあがるのが楽しみなのに、ここで見てたらミスティに構いたくなってしまって困るよ」

　私だってロイともっとくっつきたい……。

　でも夜まで我慢かな？　今くっついたら、いつまでも離れられなくなってしまう気がした。

　ロイがふいに立ち上がり、織機のこちら側へやってきた。

「どうしたの？」

「そろそろケルベロスたちを散歩させに行かなきゃ」

　彼らは散歩が大好きだ。

「うん。いってらっしゃい」

　そのまま戸口の方へ行くのかと思ったら、ロイは座っている私の頭の上にキスをする。

「これで夜まで我慢」

　ロイも同じことを考えていたらしい。

　ドキッとして顔を上げると、ばら色に染まる彼の耳元が目に入った。

（私もちょっとは、ロイのことを幸せにできているのかな……？）

　ふと考える。

「ねえ、ロイは幸せ？」

　部屋を出ようとしている背中に聞くと、彼は肩越しに振り向き、鼻の頭を掻いて答えた。

「これ以上の幸せがあると思う？」

「……！　ないと思う……」

　この時間が永遠だったらいいのに――。

　抱き合う興奮の中、また余韻の中でそう感じることはある。

　でも今は抱き合わなくても、お互いの存在があるだけで幸せだ。
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「ミスティ、蔓草からくさ模様の燭台を知らない？」

　ケルベロスの散歩から戻ったロイが、また織機のある部屋に顔を出した。

　私はカラリと横糸の杼を通し、そこで一旦手を止める。

「ロイが居間のテーブルの上に置いたんじゃ？」

　その燭台は少し前、ロイが村の農家から収穫を手伝ったお礼にもらったものだった。

　彼はその唐草模様を気に入って、何度も眺めていたのに……。

「それが……、居間にはなかったんだ」

「え……？」

　嫌な予感がする。

「ミスティが知らないならアドニスか……」

　ロイの表情が曇った。

「アドニスは？」

「それがどこにもいなくて」

　その言葉に私は息を呑んだ。

「まさか、人間の街へ行ったの!?」

　アドニスが燭台を持ち出したなら、それはきっと路銀にするためだ。他の理由は思いつかない。

　私は織機の前を離れ、彼の部屋へ続く戸を勢いよく開けた。

　すると案の定、アドニスの愛用しているマントや鞄がなくなっている。

「やられた」

　ロイがうなった。

　私も頭を抱える。

「人間の街へは行かないって約束したのに……」

　あれから三日と経っていなかった。

　もともと信用はしていなかったけれど、出し抜かれたとあっては落ち込まざるを得ない。こんなことになるなら彼を、柱にでも縛り付けておくんだった。

『邪悪な神が僕の中に入り込み、女の子たちの元へ向かわせるんだ』

　ロイがつぶやく。

「え……？」

「兄さんがよく言ってる言葉。自分を止められなかったんだと思う……。そういう人なんだ」

　ロイの瞳に映るのは、落胆と哀れみの色だった。

「あの燭台のことはあきらめるよ」

「あのねロイ……」

　燭台のことより、もっと大変な問題がある。

「アドニスがね、人間の女の子に正体を知られたかもしれないって言ってたの……。街へ行って、その子に会ったらきっと後をつけられる。アドニスを止めに行かなきゃ！」

「でも人間の街はいくつもあるよ。兄さんがどこへ行ったかは……」

「一番近い街だと思う！　リシツェンっていうところ」

「え……？」

「私が前に見た未来の通りなら……」

　実際のところはわからない。繰り返される時間の中で、起きることは一定でなかった。私の行動で変わることもあるし、変わらない部分もある。行動とは関係なく、偶然なのか違う部分もあった。

　だからこれはひとつの賭けだった。

「わかった。行こう」

　ロイはさっと旅支度に取りかかる。

「ミスティが言うなら僕はそれを信じる」

「ありがとう、ロイ……」

　おそらく、今さら私の死は変えられない。繰り返してきた時間の中で、タイミングは違っても、必ず私は非業の死を遂げていたからだ。

　けれども私がロイに連れ去られ、廃墟の街へ行ったとき、この村が焼かれることはなかった。

　村の運命は変えられる。上手くいけば……。

　胸に希望の火が灯る。

「魔獣たちに餌を多めにやってくる！」

　先に旅支度を終えたロイは家畜小屋へと駆けていく。

　アドニスが村を出たのは早くても数時間前。急げば追いつけるはずだ。
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　ところが魔法か何かで妨害されてでもいるみたいに、私たちはアドニスに追いつけなかった。

　確かにアドニスはリシツェンの街にいて、私の知っているあの小さな宿に部屋を取っていた。

「こういう人が泊まりに来ていませんか？　僕の兄なんです」

　私の描いた似顔絵を、ロイが宿の主に見せる。

　すると主が部屋まで案内してくれた。

「ここだ……」

　ドアをくぐり、私は部屋の真ん中に立つ。

　部屋の調度品も上下逆にかかった額縁も、記憶の中の景色と同じだった。

　けれども部屋にアドニスの姿はなく、しばらく待っても彼が戻ってくる様子はなかった。

　そうだ、以前もアドニスは出かけたきり宿に帰ってこなかった。

（アドニスはマリアのところへ……？　ううん、あのときの記憶だと、アドニスとマリアは上手くいってなかった。だったらどこへ……？）

　心当たりのある劇場や、街角にも足を向けてみた。

　方々で似顔絵を見せるものの、アドニスの行き先はつかめない。

「困ったね、宿は見つかったのに。これからどうしようか」

　暗くなってきた街を歩きながら、ロイが腕組みをする。

　やっぱり運命を変えることは難しいのか。人の運命だけでなく、村の運命も。

「もう一度、宿に行ってみよう。アドニスが戻ってるかも」

　期待薄だと思いながら、私はそれを提案した。

　しかし案の定、アドニスが戻っていることはなく、部屋は私たちが出たときのままだった。

　街の時計台の鐘が鳴る。

「そうだ……。あのときは鐘が鳴ったころ、マリアが来て、叩かれそうになったところをロイが助けてくれて……」

「僕がどうしたって？」

「ごめん、違うの。私が見た未来の話……」

　不思議そうにするロイに話し、私はベッドに腰を下ろした。

　マリアは来るんだろうか。彼女の顔を思い出すと、自然と体が強ばる。一度、刺し殺された相手なんだから当然だ。

　でもいっそのことあのときみたいに、マリアがここへ殴り込んできてくれればいいのに。

　そうすれば今回は彼女を止められるかもしれない。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　空がすっかり夜の色になっても、マリアが宿へ来ることはなかった。

　いまごろ彼女は別の場所で、アドニスと懇意の誰かを問い詰めているのかもしれない。

　それはどうあれマリアの居場所はわからない。やっぱりアドニスを追いかけるしかないみたいだ。

「仕方ない。この街でアドニスを捕まえるのはあきらめて、帰り道に網を張ろう！」

　行き詰まってしまった私にロイが提案した。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　翌日。人間の商人や旅人たちに紛れ、私たちは街を囲む城壁の門を抜ける。

　まずは道なりに街道を行き、少し先で街道から逸れて森へ入った。

　雑踏が遠のき、周囲は針葉樹林の景色になる。

　そのころには木々の隙間から差す光が、昼の日差しから赤い夕日に変わっていた。

「ミスティ、どうかした？」

　ふと考え込んでしまった私に気づき、先を歩いていたロイが首だけで振り返る。

「私……。この夕日を見たことがある気がする」

「え……？」

　ロイは首をかしげた。

　何を言っているんだろう、私は。夕日の景色なんていつも同じだ。

　ううん、天候は日々変化するし、日の高さだって一日一日変わっている。

　だったらやっぱりこの景色……。

　そう、あのとき私はロイと、街へ引き返していた。

　アドニスに人間たちの尾行を伝えるためだった。

　でも私たちが駆けつけたとき、アドニスはすでに人間たちに襲われていて……。

　ハッとして足が止まった。

（どっちの方向だろう？　あそこへ行かなきゃ……）

　辺りを見回す。夕日の反対側の空には宵闇が迫っていた。

「あっ……」

　木々の向こうで、金属のぶつかり合う音が響いた気がした。

「ロイ」

「ああ、剣の音だ！」

「アドニスが人間たちに襲われてる！」

「なんだって？」

　ロイがまた私の方へ顔を向ける。

「ごめん、説明してる暇がない！　お願いロイ、アドニスを助けて！」

「わかった！」

　ロイはすぐに駆けだした。

（急がなきゃ……！）

　私も彼の背中を追っていく。間に合ってほしい。

　あのときはアドニスが人間のひとりを逃がしてしまい、記憶を消し損ねた。

　あれが決定打だったのかどうかはわからない。けれどその後すぐ、村は焼かれてしまった。

　逃げたひとりがマリアたちと合流し、確信を持って魔族の住み処を探した。そう考えるのが妥当な気がする。
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　私がたどり着いたとき、アドニスはやはり武装した人たちに囲まれていた。

　劣勢のところにロイが助けに入る。

「出でよベヒモス！　僕に力を貸して」

　ロイが地面に手のひらを打ち付けて、土埃を巻き上げた。

　そこから異世界の魔獣、ベヒモスが姿を現す――。

　前と同じだった。

　そのとき、宵闇に懲らす私の目に、別のものが映り込む。

　ひとりの兵士だった。

　彼は怪我しているらしく、よろよろとよろめきながら戦いの輪から離れていく。おそらく前回、アドニスが逃がした兵士だ。

「うわあぁ！　悪魔……悪魔だ……」

　大きな角を持つアドニス、そしてロイの召喚した魔獣ベヒモス。どちらのことを言っているのかわからないが、彼は怯え、一刻も早く戦場から離れようとしていた。

　風に乗り、私のところまで血の臭いが届く。

　彼の恐れと不安に反応し、私の動悸どうきも激しくなった。

（どうしよう……）

　アドニスは包囲され、ロイとベヒモスは今まさに敵を引きつけている。

　私しかいなかった。

　この体で走ればすぐ息切れしてしまうことはわかっている。

　けれどそうも言っていられない状況で……。

　夕日の残光が消え失せ、宵闇は急激に漆黒の闇へと変化する――。
















21章　墓の下







　ガサガサと不快な音をたて、耳に針葉樹の枝がぶつかる。

　急ぐ上半身に足がついていかず、私は前のめりに転びそうになった。

　とたんに相手を見失う。

（どうしよう、どっちに行ったの……!?）

　夜の森は真っ暗で、数歩先も見渡せない。

　なんとか動く影を見つけ、私はまた兵士のあとを追った。

　胸が苦しい。穴の開いた風船みたいに、肺に空気が溜まらない。

　前へ進みたいのに、気持ちだけで体がいうことを聞かなくなってきた。

　視界がぼやけ、周囲の音が遠くなる。

　私は意識を失いかけているのか。

　このまま走り続ければ、私は死んでしまうかもしれない。

　またぐらりと意識が遠のく。

　前を行く男の背中に、最後の気力で手を伸ばす。

（……ダメ、いかないで……！）

　あと一歩で手が届いたと思ったのに、無情にも影は右手をすり抜けた。

（もうダメ……）

　そのとき、何かが私のすぐ脇を通り抜ける。

（え……？）

「無理しちゃダメだ！」

　ロイだった。

　彼は闇の中を風のように走り、男の背中を捕まえた。

　ロイがマントをつかんで引き倒す。

（よかった、ロイが捕まえてくれた……）

　後ろからも足音と人の声が聞こえる。

　アドニスだ。

　ほっとした瞬間、目の前に漆黒の幕が下りた。

　体が前のめりに倒れ、倒れた私の体はやわらかな土の上で跳ねる。

（ごめん、ロイ。私もう死んじゃうみたい……）

　今までもいろんなことで命を落としてきた。

　はじめは焼かれ、次は火事の中ナイフで刺され、その次は狩猟用の銃で撃たれたんだった。

　そして今回は人を追いかけ、走ったせいで死ぬ？

　今までの中で一番情けない、けれど憎しみの種を残さない死に方なのかもしれなかった。誰のせいでもない、自分のせいで死ぬんだから。

　よかった。ロイは人間を恨まずに済み、村は焼かれずに残る。

　でも、ロイ……。

　またあなたを残して逝ってしまうこと、本当にごめんなさい。

　せっかく幸せになれたのに。幸せだって言ってもらえたのに……。

　ロイに意識を向けようとして、彼のいる方向さえわからない自分に気づく。

　暗い森の中、私はチクチクする下草と土の匂いにまみれ……。

　誰かが私を揺すっている。

　でも、何も見えない。聞こえない。

　私……、ロイの涙を見ることさえできないの？

　本当はサヨナラなんかしたくなかった。

　穏やかな幸せの中、あなたのそばにずっといたかった――。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






『ああ、ミスティ……』

　誰かの声が聞こえる。

　男性とも女性ともつかない、透明で無機質な声だ。

『世界の運命を変えようなんて、思い上がりもいいところだ……』

　知ってる。私は魔族に生まれながら、なんの力も持たない無力な娘……。

　ただ、魔王ロイに愛され、彼を愛してしまった。

『素直にすべてを忘れ、時に流されていけばいいのに……。どうして分不相応にも運命に逆らおうとする……？』

　どうして？　どうして私は……。

　違う。私は自分の意思で、同じ時間を繰り返しているわけじゃない。

　私だって、ただ流されているだけ……。

『本当にそうか？』

　え……？

『お前はお前の意思で、あの者を止めようとしているのではないか？』

　それはそう。大好きなロイを冷酷な魔王になんかしたくない。

　初めて会ったときの魔王のような、悲しい目をさせたくない。

　私はロイを見捨てられない。あきらめられない。

　好きな人の幸せを願うのは、とても自然なことでしょう？

『くだらない』

　何……？

『美しくない』

　何が……？

『私の書いた物語を歪めるな』

　え……？　あなたは誰なの……？

『さすがにお前も知らぬわけではあるまい。この世界の支配者の名前を……』

　……？

『もういい。早く行ってしまえ。お前のいるべき場所は冷たく暗い墓穴はかあなの中だ――』

　……ああっ、やめて！

　ひどい耳鳴りがする。世界を音で切り裂くような。

　私は両手で耳を押さえつける。しかし音から逃れることはできなかった。

　苦しい。苦しい。苦しい。どうして。

　助けて、ロイ！
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　それからどれくらい経ったんだろう。

　世界は真っ白な無音に包まれていた。

　ううん、耳を澄ますと微かな音が聞こえる。

　静かで穏やかな、なんだろう、心地いい音……。

　ずっと聞いていたいような、もっと近づきたいような……。

　聞いていると胸の奥が甘く疼く。

　私はこの音を知っている。規則正しい寝息だ。

　眠りほど幸せなものはない。ずっと寝ていたい。

　でも私は、大事なことを忘れているような気もする。

　なんだろう。なんだろう。

　ゆっくりと目を開けた。

（あ……）

　少し湿った空気を肌に感じる。

　見覚えのある天井の梁。丸太の柱。

　ロイの家にある寝室だ。

　肌に触れるのは、使い心地のいい毛布。ロイの匂いがする気がした。

（ここは……。今はいつ？　私はミスティ？　それともミント？）

　答えを探して首を動かす。

　するとすぐそばに、見慣れたロイの顔があった。

「ロイ……？」

　彼はベッド脇の椅子に座り、布団に頭を預けて眠っていた。

「ロイ……」

　魔王でなく、十七歳のロイだ。

　さっきから聞こえていたのは、ロイの寝息だったみたいだ。

　さらに首を持ち上げて見回すと、暖炉の上に見覚えのある図案集が置かれていた。私が自分で描いたものだ。

　となるとここは、ロイと私が村で一緒になった時間の続き？

　死んでしまったと思ったのに、私は生きている。

（どうして……？）

　私は上半身を起こして座り、傍らで眠るロイの長いまつげを眺めた。

　と、そのまつげがゆっくりと持ち上がる。

「ロイ、起きたの？」

「ミスティ……？」

　ロイは眠そうな顔でこちらを見つめ、それから勢いよく立ち上がった。

「ミスティ!?　君こそ目が覚めたんだ！」

　ロイの座っていた椅子が後ろに倒れる。

「よかった」

　彼がいきなり私の首に抱きついた。

「よかった……よかったよ、目が覚めて……」

「私……、そんなに長く眠ってたの？」

　ロイの反応から私はそう推測する。

「もう三日だよ」

　彼が教えた。

（あれから三日ってことは、村が人間に見つかって火をつけられることはなかったんだ？）

　窓の外には家を囲む木の柵と、小さな畑と家畜小屋と……。

　以前と何も変わらない。

　私はほっと胸をなで下ろした。

　ロイも座り直して息をつく。

「本当によかった……。長老たちも薬師のおばさんも、覚悟した方がいいって言ってたんだ。ミスティは昔から体が弱かったから。無理をして、生きる力を使い果たしてしまったんじゃないかって。僕たちが、最後に一緒になれてよかったねって……。ははっ、ひどいよね？　みんな早々に君のことをあきらめてたんだ」

　そう言って笑うロイの目元に、うっすらとクマが浮かんでいる。ずっと看病してくれていたんだろう。

「ロイは私のこと、あきらめないでいてくれたの？」

「当たり前だよ。ミスティのことを、僕があきらめられるわけがない。何をしてでも生き返らせるつもりだった」

　明るく言っているけれど、彼が本気だったことは私にもわかった。簡単にあきらめがつくような人なら、人間を恨んで魔王になんかなりはしない。

　もしかしたらロイが、私の死の運命を変えてくれたんじゃないかと思った。

　今ばかりは彼の執着心に、感謝すべきなのかもしれない。

「ありがとう、ロイ……。私自身もあきらめてたのに、ロイのおかげで戻ってこられたみたい」

　腕を伸ばして抱きついて、私はハッとなる。

　三日も寝ていたなら、今の私はきっと汗臭いに違いない。それなのに自分から抱きついてしまった。

　私はそろりと体を離そうとする。

「どうした？」

　ところがロイがそうさせてくれなかった。

「わ、私……臭いでしょ……」

「何、突然」

　背中に腕を回したまま、すんすんと首元を嗅がれる。

「ひ、やっ……やめて！」

「やだ」

「放してよ」

「やだよ、せっかく目を覚ましたのに。ミスティは僕のだ」

　恥ずかしい……。けれどもロイは、きっと満足するまで離してくれない。

　首から耳の後ろ、胸元まで、くんくんと匂いを嗅がれた。

　肌に触れてくる彼の鼻先や吐息がくすぐったい。

「あ……」

　触れてくる鼻先が、今度は唇に変わった。

　ゆっくりと、何度も繰り返し、顔の周りや胸元にキスをされる。

　触れられた場所から体が熱くなり、むずむずしてきた。眠っていた体が、だんだんと生気を取り戻すみたいに。

　息切れしたのかキスをやめ、ロイは深く息をつく。

　それから私の顔を両手で包み、唇にキスをした。

（ああ……）

　唇へのキスも、一度では終わらずに何度も繰り返される。

　くちゅくちゅと濡れた音をたて、彼の舌が私の口内を行き来した。

「はぁっ……」

　好きにされているのは口の中だけなのに、体全体を舐め回されているみたいに感じる。

「……ん、あっ、ちょっと待っ、て……ねえ……？」

「待ちたくない。全部、欲しい……」

　ようやく顔を離したロイも、とろけた顔をしていた。

　キスで感じてしまったのは、私だけじゃないらしい。
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　食べて体を清めて夜になって。私たちがすることはひとつだった。

　命あることを確かめ合うように、体を使って愛し合う。

　シーツの上で手と手が、それから脚と腰が絡まり合った。

　ロイの欲望は私の中に埋まって、私の心も体も独り占めしようともがいている。

　硬いけど弾力のある先端で奥をノックされるたび、お腹の中の快感が、ビリビリと足先にまで伝播でんぱした。

「はぁっ、ああっ、だめ……もう、声が出ちゃう！」

　私は枕を引き寄せ顔を埋める。

「いいよ、声出して」

「だめだよ、だってアドニスが……」

　彼は隣の部屋で寝ているはずだ。

「ごめんね？　僕が止まれなくて……。キスしよう」

　ロイが覆い被さってきて、私の口をキスで塞いだ。

　しばらくキスに集中する。でもロイの腰は相変わらず動き続けて、部屋にくぐもったあえぎ声が響いた。

　そのときロイが唐突に言う。

「ねえミスティ、赤ちゃんを作ろうよ」

「え……？」

「僕がミスティを死なせないから」

　その言葉になぜか胸が震えた。

　いつも簡単に死んでしまう私が命を繋ぐことができるなら。尊い命をロイの元に残せるなら、どんなにかいいだろう。

　以前は叶わなかった、靴下のおまじないを思い出した。

「私もそうしたい」

　ロイが私の腰を引き寄せる。

（ああ……！）

　繋がりがぐっと深くなった。

　それから大きく腰を振り、ロイがのどの奥で低くうなった。

　彼の精を受け止める、その瞬間に私は震える。

　心と体が、甘い悦びに満たされる。

　どうか願いが叶いますように……。

『お前のいるべき場所は、冷たく暗い墓穴の中だ』

　あの言葉からは耳を塞いで――。
















22章　水死







　――僕がミスティを死なせないから。

　あの夜、ロイはそう言った。

　――お前のいるべき場所は、冷たく暗い墓穴の中だ。

　支配者を名乗る誰かは、夢の中で私に呪いの言葉を投げかけた。
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　季節が一巡した。

　また綿摘みの季節がやってきた。

　ロイは相変わらず魔獣を召喚したり戻したり、手元に残したものの世話をしたり。

　彼の育てたドレイクの子は、ひとりで餌が取れるようになって、元の世界へ戻っていった。

　アドニスは懲りずに人間の街へ行くけれど、魔族の隠れ里が発見されたり、火をかけられたりする事件は今のところ起きていない。

　村は本当に、何もないみたいにずっと平和に続いていた。

　ひとりで綿摘みに行く途中、私はふと足を止め、緑豊かな村の景色を眺めた。

　これが現実の世界……。

　ロイが魔王になるのを止めるため、同じ時間を繰り返していたのがうそみたいだ。

　私が死んでミントになって、魔王に会ったのは現実だった？

　古い記憶は少しずつ、曖昧になっていく。

　ずっとこのまま平和な世界に住んでいたい。

　でも、ここに留まっているのも怖い気がする。大切な何かを忘れているみたいで。

　考え込んだせいか、少し気分が悪くなってしまった。

　最近多い。そうでなくても生まれつき無理の利かない体だ。

　私は村の景色に背を向けて、ゆっくり森を進んだ。

　この先の湖の近くに綿花が群生する場所がある。もともと自生している場所の周囲に、私が種を蒔まいた。

　綿花畑を少しずつ広げていったら、もっとたくさん綿が取れて、村も少しは豊かになるかもしれない。でも、先の長い話だ。

（私……、あとどれくらい生きられるんだろう？）

　体調がよくないことが不安だし、定められた寿命をとっくに過ぎている。それを考えると、多くを望むべきじゃないのかもしれない。

　そんなことを考えるうちに、目の前の景色が開けた。

　湖だ。この時間に戻ってくるときは、どうしてかいつもここが出発点だった。

　そのことに何か意味はあるんだろうか。

　きらめく湖面を、私はぼんやり眺めた。

　そのとき、そばでガサッと木の枝が動く音がした。

　ぼうっと考え事をしていたせいで、私は近づく人影に気づかなかったみたいだ。

　思わず身構える……。

「え……？」

「あれ……？　誰かと思ったら」

　木の枝を押しのけるようにして姿を現したのは、しばらく村を出ていたアドニスだった。

　彼自慢の金髪が、湖面の光を反射してキラキラ輝く。

　木陰と日差しの間に立っているせいか、メリハリのある整った顔立ちが強調されていた。

　やっぱりアドニスは目を引く美形だ。女の子たちが夢中になるものわかる気がする。

「お帰りなさい、アドニス。今回はどこまで行ってたの？」

「ふふっ、どこかな？　まあ楽しいところだったよ」

　彼がそうやってにごすなら、あまりいい場所じゃないはずだ。お金持ちのマダムでも見つけてその人のところに入り浸っていたのか。

　私としては、マリアのときみたいなトラブルがないことを祈るばかりだ。

「ミスティちゃんは？　こんなところで何してたの？」

「私は綿摘みに行くところ」

「綿花か。相変わらずの働き者だね」

　そこでアドニスが、不思議そうに私を見つめた。

「……どうしたの？」

「あ……。ミスティちゃん、少し見ない間にふっくらした？」

　そう言われたことに驚いて、私は湖面を鏡代わりにのぞき込む。

「私、太った？」

「もともとが痩せすぎだったんだよ。前より顔色もいいみたいだし、健康的に見える」

　湖面は風で揺れていて、アドニスの言うような変化まではわからなかった。

「確かに食欲はあるけど、体調はあまりよくないのに……」

　湖面をのぞき込み首をかしげていると、アドニスが横から私のお腹に触れてくる。

「もしかして、おめでたとか？」

「えっ？」

　そんな自覚はなかった。

「お腹、出っ張ってないでしょ」

「でもわかるよ」

　アドニスは自信たっぷりに言う。

「これでも女の子の体には詳しいんだ」

「そんなこと自慢げに言われても怖いんだけど……」

　でも言われてみると、しばらく月のものが来ていなかった。体調不良のせいだと思い込んでいたけれど、他のことも考え合わせれば妊娠を疑うべきだった。

「赤ちゃんが……？」

　お腹に手を当て、ふわふわと温かな気持ちが湧いてくる。

　希望を持っていいのかどうか、戸惑った。でも自然と嬉しい気持ちが湧いてきた。

「帰ったらロイになんて言おう……？」

　喜び抱きしめてくれるロイが浮かぶ。

　でもロイに知らせる前に、アドニスに知られてよかったのか？　おしゃべり好きのアドニスは、きっと私より先に言ってしまう気がした。

「僕の子だったらいいのにね」

　アドニスは湖面に映った私たちを見て、寂しげに笑った。

「え……？」

　それはどういう意味で言っているんだろう？　私は戸惑いながら彼の表情をうかがう。

　アドニスがこっちを向いて、目が合った。

「僕の気持ちを知りながらさ、ロイの子を身ごもるなんて。君も罪だよね」

　彼の顔から笑みが消えていた。

「でも、もともと私はロイの妻で……」

「そんなこと、僕は一度も許してないけど」

「アドニス？　何言ってるの？」

　ロイに似た、美しい顔が歪む。

「君はなんにもわかってないんだね。君みたいな弱い子、僕はいつでも好きにできたのに」

「……あっ！」

　アドニスの片手が私の首に掛かった。

「例えば、こんなふうにね！」

　きゅっと首が絞まる。

「ああ、かわいいミスティ……。君がロイに恋なんてできないように、僕がぐちゃぐちゃに犯して、僕しか見えないようにしてしまえばよかったのかな？　そんなチャンス、いくらでもあったのにね」

　体が浮き、足下がつま先立ちになる。

　なんとか地面を踏もうと足をばたつかせたら、湖面のぬめった土に爪先が滑った。

「でもまあ、ロイがそんなこと許さないか。犯したあとは、普通に殺しちゃった方が確実だな。小さく刻んで、魚の餌にでもしちゃえばバレないし。そうすればこの湖の魚たちも喜ぶ」

　アドニスの目の色が変わっていた。

「でも僕はそうしなかった。君が可哀想だから。どうせ短い命なんだ、少しくらい好きにさせてあげてもいいかなって。それなのに……」

　アドニスが湖の方へ進む。

　押された私のかかとがぐらりとぬかるみに沈み込んだ。

「君はまだずうずうしく生きていて、その挙げ句にロイの子を妊娠？　そんなこと、僕はさすがに許せない……。さあ死のうかミスティ。ここでお終いだ。今なら僕に逆らった君の罪は、そのお腹の子の命と引き換えに許してあげるよ」

「誰なの、あなた……！」

　首を締め上げる手が緩んだと思ったら、次の瞬間、私の体は水中に投げ出されていた。

　この湖は底がお椀わん状になっていて、足を踏み外したらすぐ全身水に浸かってしまう。湖の中心はさらに深かった。

　顔の周りでゴボゴボと水泡が踊る。

　水面を隔てた向こうから私を見下ろしているのは、アドニスの笑い顔だった。

　でも違う。あれはアドニスじゃない。もっと邪悪な存在――。

　そう気づいた瞬間、髪をつかんで引き上げられた。

（え――？）

　赤い髪、挑戦的な瞳。

　アドニスだったその顔が、今度はマリアに変わっていた。

　私は目を離さなかったのに……。そんなはずないのに……。

「私が誰だかわからない？」

　マリアの顔をしたその生き物が言う。

「何度も会ったのに、忘れたわけじゃないわよね？」

「マリア……？　でも違う、あなたは……」

　――さすがにお前も知らぬわけではあるまい。この世界の支配者の名前を。

「『支配者』……？」

「フフッ、呆れた。知らないの？　世界の支配者を『神』っていうのよ」

　神はマリアの声で言って笑った。

　そして再び私を湖に沈める。

　アドニスがマリアで、マリアが神？　そんなはずはない。

　神はアドニスに乗り移り、その姿を借りて私を襲った。私を油断させるために。

　マリアは前にも私を襲っているし、はじめから相手がマリアなら、私も油断なんかしなかったはずだ。

　そして今マリアに姿を変えたのは、私を人間の手で殺すため。

　私は人間に殺されなければならない。私が人間の手で殺され、ロイが魔王になる。それが神にとっての決定事項。神がこの世界に与えた物語だから。

　水中に頭を押さえつけられながら、私はようやくそのことを理解した。

　でも、息ができなくて胸が苦しい。もう肺が潰れそうだ。

　非力な私に、神に対抗する力はないみたいだ。

（私はここで死ぬの……？）

　死に慣れすぎた私は、もがきながらも自分の命をあきらめかけていた。

　そのとき声が聞こえてくる。

「ミスティ？　どこにいる？」

　ロイだ。ロイが私を探しに来ている。

　このまま私が殺されてしまえば、ロイはまた人間を恨んで魔王になってしまう。

（だめ！　今は、今は死ねない！）

　少なくとも今、ロイに死に目を見せてはいけないと思った。

　そのとき、私の頭を押さえつけている、マリアの手が滑った。

　押さえつけられていた反動で、水面から顔が出る。

　私は反射的に彼女の手に噛みついた。

　マリアがギャッと叫んで手を引く。

　それからふたり、胸まで水に浸かった状態でつかみ合いになった。

「グァアアア！　死ねェ、ミスティ！　この世界は私のものだ！」

「イヤ！　私はここでは死ねないの！」

　怖い。マリアは女の子の姿をしているのに、その目はまるで野獣のようだ。力だって女の子のそれじゃない。

「ミスティ!?」

　ロイがこちらに気づいてしまった。

　彼はまっすぐ湖に向かって駆けてきて――。

（え――？）

　ためらうことなくマリアに飛びかかり、彼女を水に沈めてしまった。

「えっ、ロイ、待って!?」

　マリアがゴボゴボと水の中でもがく。

「ねえロイ!?　殺すのはだめ！」

　私は思わずロイの腕をつかんだ。

　けれどもロイの手は、マリアの頭をつかんだまま離れない。

　周囲の水がロイの魔力に反応し、見たこともない色に変わった。

　マリアの頭部をつかむロイの腕を中心に、竜巻のような渦が空へと巻き上がる。

　おそらくロイの怒りに反応し、湖が異世界と繋がってしまった。

　見上げる空も、湖と同じ色に染まっている。空と湖が一本の水柱で繋がったようだった。

「グァアア……ァアッ！」

　天に向かって巻き上がる渦の中心から、マリアが浮かび上がってくることはない。ときおり渦の切れ目から、獣のような叫び声だけが聞こえた。

『離セェエエ！　無礼モノメエ！　私ハ神ダゾ、コノ世界ノ――！』

　今度は神が叫んだ。

「……神？　ふうん？」

　ロイは氷のような冷ややかな声で返す。

「僕は魔獣使い。この世と異世界とを繋ぐ者だ。この世の神の、勢力下には収まらない」

　それからこう続けた。

「そしてミスティの絶対的ナイトだ。ミスティを傷つける者は必ず罰する」

「ロイ……、ねえ、何言ってるの……？」

　いつもの彼じゃなかった。ロイが魔王になってしまったみたいで恐ろしい。

　彼は冷たい目をしたままこっちを向かなかった。私のためというより、自らの力に支配されてしまったかのように……。

「ロイ!?　ロイ!?　もうやめて！」

　私は早くこの恐ろしい状況を終わらせようと、彼の腕にしがみつく。

　けれども私の制止の声が聞こえないみたいに、ロイはマリアを沈め続け……。

　それからどれくらい経ったんだろう。

　ぴくりとも動かなくなったマリアから、ロイがようやく手を離す。

　彼女の体がゆらゆらと浮かんできて、顔がぽかりと水面に浮き上がった。

「……死んだの？」

　私は震えながらロイに聞く。

　神が人の手で死ぬなんて、そんなことがあるんだろうか。あったとしたらロイのやったことは恐ろしく、大それたことに違いない。

　それとも私たちは、ひとりの人間の女の子を殺してしまったんだろうか。

　しばらく言葉にならず、私はマリアの遺体を見つめ続ける。

　そのとき、湖面に波紋が立ち、そこに浮かんでいたマリアの顔が変化した。

　ロイによく似たその顔は、アドニスだった――。
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　静かになった湖面に波紋が立ち、マリアの顔が浮かぶ。

　ところがその顔は道化の化粧のように剥がれ落ち……。

（え……？）

　アドニスの顔に変わった。

　目の前で信じられないことが起きている。私はロイの腕にしがみつき、胸の下まで水に浸かりながらその様子を眺めていた。

　ロイもさすがに固まったまま、何も言わなかった。

　これは神の悪戯いたずらなのか。それにしても悪趣味すぎる。殺した相手を、親しい人の死に顔に変えて見せつけるなんて……。

（あっ！）

　アドニスが目を開けた。死に顔だと思った顔が、今はすっかり生気を宿して見える。

「……弟が、神殺しの罪を犯すなんてね……」

　彼はつぶやき、ゆっくりと体を起こした。

　どう見てもアドニスだ。背が高く均整の取れた体つき。マリアの要素は何一つ残っていなかった。

「アドニス……？　アドニスなの……？」

　私はロイの腕にしがみついたまま問いかける。

「僕だよ、ミスティちゃん」

　彼は片側の口角を持ち上げた。

「ごめんね、怖かったでしょ。僕もまさかこんなことになるとは思ってなくて」

　アドニスはさっきまで水の中に沈められていたのに、平気な顔をしている。

「神はときどき僕の中に来て、僕を好き勝手に動かすんだ。マリアもそう。神に好き勝手される側。何、別にめずらしいことじゃないよ。大抵の人はそうなんだから」

　彼は話しながら、耳をトントンと叩いて水を抜いた。

「ロイが神を殺してくれたせいですっきりしたよ。だいぶ体が軽くなった」

「待って。アドニス、どこ行くの？」

　彼は私たちに背を向け歩きだす。

「君たちこそいつまでそうしてるの？　行こうよ、風邪をひく」

　アドニスが私に手を差し伸べた。

（どうしよう？）

　私はロイを見上げる。

「ロイ……？」

　彼はまだぼーっとしているみたいだった。力を使い切ってしまい、虚脱状態にあるのか。

「ロイ？」

　アドニスが呼んだ。彼も異変を感じたんだろう、こちらへ二、三歩駆け戻った。

　そんな私たちの目の前で、ロイの体が浮かび上がる――。

　まるで空から下りてきた透明な手に、体が持ち上げられたように見えた。

「ロイ!?」

　彼は仰向けの状態で、空に浮かび上がったまま動かない。

　息を呑む私たちの前で、天から下りてきた綿の繊維のようなものが、ロイの体を包み始めた。

「ああ……」

　何が起こっているのか……。理解できなくてただただ恐ろしい。

「ミスティちゃん……」

　アドニスが私を守るように肩を抱いた。

「神を殺したものは、この世界の新しい神になるんだ……」

　アドニスはつぶやくように言う。

「神の人格は死んでしまって、今この空間には力だけが残ってる。それがロイの体に引き寄せられていって……」

　話しているうちに真っ白な繊維が音もなくロイを包み込み、光る繭を作ってしまった。

「待って！　お願い、ロイを返して！」

　私を助けるためにロイが神を殺して、ロイ自身が神になってしまう？　そんな結末、誰が予想できただろう。そんなのないと思った。

「大丈夫だよ、ミスティちゃん。ロイは無事だ」

「……でもっ、ロイは……」

「神の力を得てどんなふうに変わるんだろうね？　僕なんかには想像もできないよ」

「ロイはロイじゃなくなっちゃうの？」

　ぽろぽろと涙が出てくる。不安で胸が潰れそうだ。

「ミスティちゃん……。あんまり興奮するとお腹の子に障る……」

　アドニスが悲しげに微笑み、私の額に手を触れた。

（え……？）

　立っているだけの力が吸い取られるような感覚。体が動かない。

　アドニスが私の記憶を消し去ろうとしている。それがわかった。

　でも私にはもう、抵抗する力は残っていなくて……。

　崩れ落ちかけた私を、アドニスが横抱きに抱きかかえた。

　そして湖の岸を上がっていく。

「さてどうしようか……。困ったね、ミスティちゃん。身重の君を守れるのは僕だけだ」

　アドニスの声が遠くから聞こえた――。
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　私はこの世界の支配者、この世界を創造した神。

　私は自ら作ったこの世界に、物語の筋書きを与えた。

　冷酷な魔王に脅かされた世界。虐げられた者たちの中から若き勇者が立ち上がり、世界を解放するという物語だ。

　魔王は勇者の輝きを際立たせるための悪役に過ぎない。

　しかし魔王が世界を脅かすのにも、それなりの理由があった。

　純粋なひとりの青年だった彼を冷酷な魔王に変えたのは、淡い恋で結ばれた幼なじみの死。

　あるとき生まれ育った村が人間の手により焼かれ、幼なじみの娘が命を落としたのだ。

　因縁の始まりである、幼なじみの非業の死は必要だった。

　ところが死すべき幼なじみの娘が、何が目的なのか執拗しつようにこの筋書きを変えようとする。

　そればかりか魔王になるべき青年が、こともあろうに、創造神たる私を葬るという暴挙を犯した。

　たかが娘ひとりのために、なんということか。

　この娘・ミスティも、魔王となる彼自身も、私の作った物語の、駒のひとつに過ぎないというのに。

　盤面から退場した駒は名前と役割を変え、再利用される程度の存在だ。その命になんの価値がある。

『僕にとってのミスティは、駒じゃない。特別な子だ』

　神の意志に背く、可愛げのない娘だ。代わりならいくらでもいる。

『僕に絵本を読んでくれたのはミスティだ。そばにいて、たくさん一緒に過ごしてくれた。笑った顔も嫌な顔も、呆れた顔も、僕はたくさん知っている。ミスティは特別だ。僕らはお互いのために存在している』

　そんなのは幻想だ。

『幻想でも絶対だ。ミスティはそういう存在だ』

　たったひとつの駒のために、盤面を司る神が死ぬ？　これからは誰がすべての駒を動かす？

　この世界はお終いだ。

『お終いなのはお前だけだ』

　ミスティは手に入らないぞ!?　あの娘の寿命はとっくに過ぎている！

　そんなもののために、お前は神を殺してよかったのか？

『ああ、ミスティ……。ミスティ、ミスティ、ミスティ、僕の……。たとえこの世から消えたとしても、君は永遠に、僕の中からは消えない』
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　そのとき、私は魔王の城に連れてこられていた。

　どうしてこんなことになったのか……。まだ頭がぼんやりしていて整理がつかない。

　魔王というのは、この世界を作った神の、力を受け継ぐ者らしい。

　不思議な力で人間たちを街ごと眠らせて、築いてきた文明を緩やかな死に追いやっているのも魔王だという。

　魔王の目的は、この世界を終わらせることだとウワサされていた。

　どうして？　この世界そのものに恨みでも持っているのか。それとも世界は彼にとっての埋葬品なのか……。

　不思議な力によってもたらされる夢は美しく、眠りながら死んでいった人たちはみんな幸せそうだった。

　そんな中、私は眠っていたところを魔王軍に起こされ捕まった。

　そしてパジャマのまま、天上にある真っ黒な城に連れてこられた。

　私を捕まえた魔王軍の将軍は、私を魔王に献上するつもりらしいけれど……。

「ミントちゃんだっけ？　君、ホントにミスティちゃんにそっくりだねえ」

　その将軍が、感心したように言いながら風呂場をのぞく。

　魔族の女性たちによってお風呂に入れられていた私は、大きなバスタブの湯に首まで浸かって体を隠した。

「のぞかないでください……」

　将軍は――確か名前はアドニスと言っていた――いかにもな美男子で、どうも信用できない雰囲気を醸し出している。私の直感が、彼を警戒せよと言っていた。

「魔族は異性のお風呂を平気でのぞくんですか？」

　私は皮肉半分の気持ちで聞く。

　すると彼は白い歯をちらりと見せて、私のいる広い湯船の縁に座った。

「いちお、君のボディチェックをするのも僕の務めなの。僕の連れてきた子が魔王に噛みついたら、僕の責任になっちゃうからね」

「私はなんのためにここに連れてこられたんですか？　なんで今、お風呂に……あっ」

　私より少し年上に見える魔族の女性が、ヘチマのスポンジに泡をつけ、私の体をこすり始めた。

　とりあえず私に発言権と拒否権はないらしい。私はトマトか何かのように洗われる。

「なんのために？　美味しそうな君をどうするかは、魔王次第だね。僕は美味しくいただいちゃってほしいなと思ってるけど」

　やっぱり私は野菜か何からしい。

「あ、ドレスはどれにしようか？　君の肌の色に似合うのは……、やっぱり白か桃色かな？　薄緑も髪の色に合っていいかもしれない」

　アドニスは衝立ついたての向こうに掛かっている、スケスケのドレスたちを吟味し始めた。

　私にはどれも下着にしか見えなかった。形から言って、その下に下着を着けることも想定されていなさそうだ。

　犯されるために連れてこられたんだということを、嫌でも思い知らされた。

　私はこれから娼婦しょうふのような格好で、魔王の前に差し出される。

　そのあとは犯されるか、気に入らなければ殺されるんだろう。そのふたつともかもしれない。

　魔王とその種族である魔族が支配するこの世界で、人間はしゃべる家畜のような存在だった。

　これが魔法で見せられた夢だったらいいのに……。どうもそうではないらしいことに、私はそっとため息をついた。

「じゃあ行こうか、ミスティちゃん」

　入浴と着替えを終えた私に、アドニスが甘い匂いのする香水を吹きかける。

「〝ミスティちゃん〟……ですか……」

　魔王の恋人だった人の名前だ。すでに死んでしまったと聞いている。

「ああごめん、ミントちゃんだったね」

　その〝ミスティちゃん〟が生きていれば、私はこうして捕まって、連れてこられずに済んだんだろう。お互いにとって悲しい話だ。

「どうしてその人、亡くなってしまったんですか……？」

　ふと気になって聞くと、アドニスの顔から笑みが消えた。

「どうしてだろうね。すごくいい子だったのに……」

　それから彼はぽつりと続ける。

「魔王に愛されすぎたからかな」

「……？　どういう意味？」

　答えの代わりにアドニスは私の手を取り、侍女たちのいる部屋から連れ出した。
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「じゃあ、僕はここで。捕まえといてなんだけど、君の幸せを祈るよ」

　魔王の部屋の前まで来ると、アドニスは引き返していってしまう。

「えっ、どうして……？」

　ひとりで行くのは怖かった。

　少しだけ開いた扉の向こうは薄暗く、重苦しい空気が立ちこめている。

　でもアドニスは行ってしまい、私には戻るべき場所すらなかった。

　仕方なく、ゆっくりと部屋の中へ足を進める。

　そのとき、暗がりでカタリと何かの音がした。

　私はドキリとして足を止める。

「怖がることはない。こちらへ来い」

　誰かの声がした。低く落ち着いた声。その声を聞くとなぜか切なくなる……。

　声のした方に目を凝らすと、大きな背もたれのある王座に、誰かが足を組んで座っていた。

　その姿を見たとたん、体がぞくりと反応する。

　黒髪の美しい人だった。

　けれども彼の頭の左右からは、とぐろを巻くような大きな角が張り出している。顔には入れ墨のような文様が浮かんでいた。

　王座の肘掛けには、長く尖った爪がかかっている。

　背もたれの左右には、ドラゴンのような黒く大きな翼が広がっていた。

　ここへ連れてこられるまでに角のある魔族はいくらでも見たけれど、彼はそれとは明らかに違った。

　魔獣や、絵の中の邪神を思わせるような、あまりに禍々しい姿だった――。
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（この人が、魔王……？）

　恐怖と畏怖の念が押し寄せる。

　私は話すことも動くこともできずに、震えながら立ち尽くしていた。

「こちらへ来いと言ったが来ないのか」

　魔王が痺れを切らしたように立ち上がる。

　彼はゆったりとした足取りで来て、私の顔を見下ろした。

「…………」

「……………………」

　青い瞳の瞳孔が開き、ギラギラと強い光が宿る。

　気づくと彼の尖った爪が、私の顔に近づいていた。

（――きゃっ!?）

　私は反射的に目をつぶる。

　けれども彼の手は、いくら待っても私に触れてこなかった。

「……？」

　目を開けると、魔王は困惑顔で私を見下ろしていた。

「え……。あの……？」

　ようやく声が出た。

「そんなに私が怖いのか。私は何も、お前を取って食ったりしないぞ」

　困ったように、あるいは呆れたように言われた。

　殺されるか、慰みものにされると思い込んでいたのに……。まるで状況がつかめない。

「だったら私は、なんのためにここに連れてこられたんですか？」

「お前はなんのために来た」

　逆に聞き返されてしまった。

「なんのためにって……？」

　まるで自分の意思で来たみたいに言われてカチンと来る。私が魔王に取り入ろうとしているとでも思ったんだろうか。

　こっちの都合なんて聞きもしなかったくせに、魔族という生き物は勝手だ。

「それは、あなたの部下に無理やり連れてこられたんです！　私が魔王の恋人に似てるからって。でも私は人間で、その人とは関係ありません！　私だって、こんな場所へ来たくなかったのに！」

「…………」

　光り輝いていた魔王の目が、とたんに冷ややかなものに変わった。

「無関係ならば結構だ。帰ってくれ」

「は……？」

　そんなことを言われても、私にはこの城がどこにあるのかすらわからない。城の場所を悟られないよう、目隠しされて運ばれてきたからだ。

　それに魔獣の背に乗せられてきた私には、帰りの足だってなかった。

「私以外の、ここへ連れて来られた人間たちはどこに行ったんですか？」

「さあ。そんなことはアドニスに聞いてくれ。私の知るところではない」

　魔王は再び玉座に座り、ふんぞり返った。

　自分たちで捕まえておいて、どうしてその先のことに無関心でいられるのか。これではまるで興味本位で捕まえてきた蝶か何かを、適当に外へ放ってしまうみたいだ。

　死んだ恋人にはこだわり続けているくせに、あまりに扱いが違う気がする。

　とはいえ私はミスティがうらやましいとも思わなかった。こういう男に愛されていた彼女もきっと大変だっただろう。

　なんともいえないモヤモヤが、胸に溜まった。

「どうして死んでしまった人にこだわっているんです？　アドニス将軍が言っていました。その人はあなたに愛されすぎて死んだって」

　その言葉に、一度王座に収まったはずの魔王が再び立ち上がった。

「ほう……？　言ってくれるな。しかしお前に何がわかる」

　彼の周囲に異様な気配が漂い始める。

　あれは怒りのオーラだ。私はどうも、魔王の逆鱗に触れてしまったらしい。

「話はお終いだ。今すぐ出ていけ」

　彼の腹の底に、たぎるマグマのような怒りを感じる。

　自然と体が仰け反り、私はこの場から逃げ出そうとした。

　けれども動けなかった。

　恐怖から……ううん、それだけじゃなかった。

　圧倒的な存在に見える魔王が、とても傷ついて見えたから……。

　彼は何か苦いものでも飲み込むような顔をして、握り込んだ拳を小刻みに振るわせている。

「ごめんなさい。私、何も知らないのに、よくないことを言いました……」

　魔王は動かなかった。

　どうしたらいいんだろう。部屋を出ていくべきなのはわかっている。

　それなのに、彼を慰めたいと思ってしまった。

　彼の震える拳を、私はそっと包み込む。

　すると握った手の甲に、一筋の光のしずくが落下した。

（え……？）

　ドキリとして見上げる。

　魔王は泣いていた。

　透き通った涙がこぼれ落ち、七色に輝く宝石に変わる。

（あ……）

　私はこの美しい涙を知っている気がした。

　頭の中に強いノイズが走る。

（え、何……？）

　亡骸を前にして、泣いている魔王が浮かぶ。

　ううん、あれは魔王じゃない。ロイ……、ロイだ。

　でもロイって誰……？

　ああ、また……。違う場所で、ロイは泣いている。美しい宝石の涙を流して。

　きっと彼はかつての魔王だ。

　私は彼のことを知っている。

「ロイ……？」

　魔王に呼びかけ、手をほんの少し強く握ってみた。

「ミスティ……？」

　彼が握り返す。

　もどかしさを感じ、深く指を絡め合った。

　私はかつて、この人を愛していた。

　そんなことがあるはずないのに、私はそれを確信する。

　魂が甘い痛みを発して惹ひかれ合う、愛すべき相手……。

「ロイ、ごめん。忘れていて……」

　頭の中から抜け落ちていた記憶が、握り合う手の熱に反応し、みるみる再構成されていった――。

　私の記憶を消したのはアドニスだ。

　ロイが神殺しの罪を着て、神の力の器となったあのとき……。

　あの繭の中、神の力を内包する形にロイの体が生まれ変わるのには時間が必要だった。

　そして生まれたのが今の魔王だ。

　アドニスは身重の私を守るため、その恐ろしい記憶を消してしまった。

　けれども結局、子どもが生きて産まれてくることはなく、私は死んでしまい……。

　ミントとして生まれ変わった私も、アドニスの魔法が解けないまま、ミスティだったときの記憶をなくしていた。

「君なのか？　ミスティ」

　魔王が私の手の甲に唇を押し当てる。

「うん……、今思い出した。私はミスティ。生まれ変わり、何度も時間を遡ってあなたと恋をした」

「ミスティは未来を見てきたと言っていた。その未来が今なのか」

　私は彼を見つめてうなずく。

「私が人間に生まれ変わり、あなたに出会ったのはこれで四回目。あなたはいつも少しずつ違っていた」

　魔王は少しの間、難しい顔で考え込んでいた。

　それから首を横に振る。

「ロイ……？」

　彼は私から手を離し、よろけるようにして後ずさった。

「すまない」

「え……？」

「君が望んでいた未来は、こんなものではなかったはずだ」

　そうだ。私はロイが魔王になってしまう未来を変えるため、何度も同じ時間に挑んできた。けれどもその思いは実っていない。

「でもロイは私のために苦しんで、こういう未来を選んだんだよね？　だったら仕方ないよ」

　あのときロイは、私を助けるために神に手をかけた。その結果が神の力を自らの体に取り込むことになるなんて、誰も思わなかったはずだ。

　誰のせいでもない。私の死もロイが魔王になったことも、神の筋書きだ。世界は神の書いた筋書き通りに動いている。ただそれだけだ。

「しかし私は君のいない世界を呪い、この世界を終焉しゅうえんに向かわせている。たくさんの街が眠りについているのは、私の呪いの念に反応し、神の力が働いているせいだ」

（ロイの中にある神の力が、世界を眠らせている？　ロイ自身の意思でなく……）

　神の力の恐ろしさに驚く。

　でもそれに苦しめられてきたのは、きっと誰よりロイ自身だ。

「ロイ、自分を責めないで」

　私が一歩近づくと、魔王は同じだけ後ずさりする。

「来るな！」

「ロイ」

「私を見るな！　お前の美しい瞳が穢けがれる！」

「逃げないで！」

　私は大きく前に踏み出して、彼の胸に飛び込んだ。

　反射的に抱き留めた魔王は、驚いたように目を見開いている。

「ごめん、私は今ミスティじゃなくてミントだから……」

　体の弱いミスティなら、とっさにこんな大胆な動きはできなかっただろう。

　驚く魔王を、私は力いっぱい抱きしめる。

「私があなたを助ける」

　心に強く誓った。

　その瞬間、魔王が胸を掻きむしるようにして苦しみだす。

『ウ……ウワァァアアア！』

「えっ、何？」

　彼を抱きしめる私の腕にも振動が来た。

『手を離せェエ！』

「離すな！　離さないでくれ！」

　どちらもロイの声だった。

　彼が肩で大きく息をする。

「ミスティ――！」

　震える腕が背中に回ってきた。

　彼の中で、神の力と彼自身の意思が戦っている。

　彼の体に刻まれた禍々しい文様が、肌の下を這い回るようにして動いていた。

　怖い！　こんなの恐ろしい！

　私は逃げ出してしまいたくなる。

　でも……。

　彼の額に浮く汗、必死に見つめてくる瞳を見ると、私だけ逃げ出すなんてことはできなかった。

「ロイ、頑張って……！」

「ミスティ……！」

　ロイの震える腕にまた力がこもった。

『コノ女ニコダワルナ……！　コイツハ危険ナ存在ダ……』

（え……？）

　神の力は私を恐れている。負けちゃだめだ。

　くじけそうな心を奮い立たせ、魔王を私は抱きしめ続けた。

　すると次第に彼の震えが引いてくる。

「ロイ……？」

「もう大丈夫だ……」

　彼の中で暴れていた力が収まったみたいだ。

　魔王は私の背中に回していた腕を解き、よろよろとベッドまで移動した。

　大きな体が、天蓋付きの大きなベッドへ投げ出される。

　私はベッドのふちに腰かけ、彼の手を取った。

「ふふっ。神の力を封じてしまうなんて、君は本当に危険な存在だ」

　彼は笑って、私の右手を引き寄せる。

「わっ！」

　バランスが崩れ、私は仰向けに寝転ぶ魔王の胸に飛び込んだ。

「しばらくこうさせてくれ」

　彼の唇が優しく額にぶつかる。

　私は広い胸板に耳を付け、穏やかな心臓の鼓動を聞いていた。

「これから、どうすればいいのかな……」

　漠然とした不安が口を突く。

「君が手を貸してくれれば、神の力を封じることができるかもしれない」

　魔王が言った。

「でもロイ、さっきは苦しそうだった……。無理を続ければ体が持たないよ。いくら世界を手にした魔王でも……」

「ああ……」

　彼は頭上から吊された天蓋のカーテンを眺め、しばらく考えているようだった。

「失われたものはあまりに大きく、魔王の罪は重い……」

　低くかすれたその声に、私は何か思い詰めたものを感じ取る。

「ねえ、何を考えているの？」

　胸元から顔を上げると、彼も私を見ていた。

　彼は内緒話でもするように声を落とす。

「失ったものを、取り戻す方法――」

「え……？」

　私はその方法をひとつしか知らない。しかも、それはとても不確かな方法で……。

　けれども私を見つめる青い瞳は、すでにその挑戦を決意しているようだった――。
















25章　決意







　そのとき私たちは下界を見下ろすことができる、魔王の城のバルコニーに立っていた。

　天からの強い風が髪を乱し、頬をなでる。

　下を見たら目まいがした。

　眼下には森と、その向こうに眠っている人間の街が広がっている。

　おもちゃのような街は人も乗り物も動きを止め、風と木々だけが生きているようだった。

　大きな城と城壁は遠目にもびっしり、ツタや草木が生い茂っている。

「あの街には誰も生きていないだろう」

　魔王が言った。

「ベッドに転がっているのは干からびた骸だけだ。あの街が眠りについてから、もう十何年経つからな」

「…………」

　言葉がない。あんな大きな街なら、何万という人々が住んでいただろう。その中には小さな子どももいたはずだ。

　やはり魔王は邪悪な存在だ。ロイがいかに善良でも、その体の中に神の力を飼っている限り。

　考えたら胸が苦しくなった。

「私はここから飛び降りて、神の力を殺すつもりだ」

　魔王の言葉は唐突だった。

「……？　どうして？　そんなことしたらロイが死んじゃう！」

「神の力は私の中に取り込まれ、捕らえられている。この体が粉々になれば、力は依り代をなくし消え去るだろう。だが――」

　魔王が私の手を取った。

「ミスティ、いや。ミント。君は自らの命と引き換えに、時間を巻き戻すことができる」

「え……？」

　今まで考えてもみなかったことだった。

「違うの！　私の意思に関係なく、ミントとして死んだ私はミスティだった時間に戻っていて――」

「それは君の力だ」

　魔王は確信のこもった瞳で私を見つめていた。

　空と同じ青い瞳は、すべてを見透かすような輝きを持っている。

「そんなわけないよ。ミスティは魔族だったのに、なんの力も持たなくて。人間の私だって、何も……」

　彼ははっきりと首を横に振った。

「君には意思の力がある。だから時間を巻き戻す魔法は君に宿った。一緒に飛び降りてくれないか……？」

「でも、私が失敗したら、ただふたりとも死んでしまう……」

　それが何より恐ろしかった。

「どうして死を恐れる？」

　魔王が言う。

「欲しいのは君の求める未来だけだ」

「死んでもいいの？」

「ああ」

　彼は笑った。

「君と死ねるなら本望だ」

「…………」

　胸が詰まる。

　――君のためならいつでも死ねる。愛してるよ、ミスティ。

　かつてのロイが言っていた。

「私は……」

　私はその思いに応えられるだろうか。

　魔王の瞳に、不安そうな顔の私が映り込んでいた。

　風が吹き付け、ふたりの髪を乱す。

「私、あなたを殺してしまうのが恐ろしい……。でも自分が死ぬのは怖くないの。何度も死んできたから。一緒なら……私、何も怖くない。うん、決めた。怖がるのはもうやめる……！」

　彼の手を握り返した。

（ロイと一緒に、世界を取り戻そう……）

　決めたらすっきりした気分になる。自然と口から笑みがこぼれた。

「行くぞ」

「うん、決意が揺らがないうちに」

　魔王がマントを広げ、私をそれで包み込むようにして抱きしめた。

　彼の背中に生えた翼も、マントに邪魔されて羽ばたくことはないだろう。

　彼は私を抱いたままバルコニーの柵に腰かけ、天を仰ぐ。

　そして頭から真っ逆さまに落下した。

（ああ――）

　浮遊感が体を包む。

　バサバサと激しい風の音が聞こえていた。

　それから魔王の体の中で、神の力が暴れだしたのがわかった。

　力は落下する体から抜け出そうと、必死にもがいている。

「大丈夫、逃がさない」

　ロイが私に微笑んだ。

（うん――）

　私は励ますように、彼の体にしがみつく。

　そして奇跡を信じて目を閉じた。

　どうか、平和で幸せな未来がありますように。

　私たちが、あの湖畔でまた出会えますように……。

　その瞬間、衝撃に襲われて――。
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　気がつくと私は、あの湖のほとりに倒れていた。

「うっ……」

　強い酩酊感めいていかんと、体の痛みに襲われる。

（どうなったの？）

　私はなんとか起き上がった。

　長い距離を走ってきたみたいに、心臓がドキドキしている。

　それを押して岸ににじり寄り、湖面に映る自分を見た。

　十七歳のミスティだった。

　やっぱり私は、また同じ時間に戻ってきたらしい。

　まだ体から恐怖が去らない。ロイはどうなってしまったのか。

　周囲を見回し、心臓が止まりそうになる。

　黒髪の美しい青年が、すぐ近くに倒れていた。

「ロイ……」

　彼の無防備な姿に、胸が変に高鳴ってしまう。

　穏やかに伏せられたまつげ。微かに開いた唇。

　唇も頬も健康的な色をしている。

　そして彼は息をしていた。

　愛おしさに泣きたくなってしまった。

「ミスティ……僕たち……」

　彼がゆっくりと目を開き、私に微笑みかける。

「僕たち生きてるみたいだね」

「覚えてるの？」

「僕は魔王で、君は人間のかわいい女の子だった……」

　ロイはゆっくりと体を起こす。

「君の魔法で、この時間に戻ってきた」

（そっか……）

　またドキドキしてきた。

　私は自分の力で、この時間へ未来のロイを連れて戻ってきたらしい。

　そう、私自身の力で……。

「よかった……。本当に私にも、魔法の力があったんだ……」

　心底ほっとしたら、今度は緊張の糸がほどけて動けなくなる。

「僕は前から知ってたよ。君が特別な子だってこと」

　ぺたんと座り込んだ私を、ロイが横から抱きしめた。

　ああ……。とくとくと鳴る心臓の音が聞こえる。

　私たちは生きている。大好きなロイがそばいる。これ以上のことはない。

　世界は私たちのものだった。

　これが魔王の見せる、夢でありませんように……。

　しばらく休んだあと、私たちは地面に散らばった綿を広い集め、魔族の隠れ里へ戻った。
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　それから数日、平和な日々が続いていた。

　ロイはドレイクの卵を孵し、私は綿花から糸を紡いだ。

　以前と時間の流れは変わらないみたいだ。

　少し変わったことといえば、いつの間にかアドニスが村の魔族の女の子と付き合うようになっていた。

「兄さん、さっきマリーと穀物庫の裏から出てくるとこ見たけど。何してたの？」

　家の前まで戻ってきたアドニスを、ロイが捕まえる。

　するとアドニスは私たちを見て人差し指を立てた。

「誰にも言うなよ？　長老に殺される」

　マリーは長老の孫だった。きっと長老も孫娘を、アドニスよりもっと真面目な誰かの家に嫁がせたいだろう。

「殺されるようなことしてたんだ？」

　ロイの追求に、アドニスは鼻で笑って言い返す。

「お前らだってしてるだろ」

「え……？」

　ロイが困惑顔で私を見た。

「いや……その顔はしてないのか。っていうか、手くらい握った？　ふたり、最近ずっと親密そうに見えるけど……」

「いや、僕たちは……」

　ロイは視線を外し、気まずそうに耳の後ろを掻く。

「まだミスティとは付き合えてない、気が……」

「えっ？　そうだっけ？」

　思わず私が彼の顔をのぞき込んだ。

　でもそうだった。この時間の私たちはピュアな関係で……。

（お互いに前の記憶があるのに、ここからなんだ……）

　なんだか私は愕然としてしまった。

　けれど時間を移動したあと、過去の記憶をどれだけ持っているかはそのときによって違ったはずだ。ロイのテンションが前と違っても仕方ない。

　でも……あんな大恋愛を、忘れられているとしたらちょっと悲しい。

「ロイ、私と死ねるなら本望だって言ってたよね？」

　横からつつくと、ロイは顔を赤くする。

「それを言ったらミスティだって」

「え……。覚えてるんだ？」

「もちろん覚えてるよ。あの言葉、すごく嬉しかったから……」

　今度は私が赤くなる番だった。

「ねえ、君たち？　ここ、家の前なんだけど……」

　ふたりの世界にいた私たちを、アドニスが現実に引き戻す。

「あ……」

「ごめん……」

「お前らもう結婚したら？」

　アドニスがからかった。

「そうだね。結婚しよう、ミスティ」

「そうしよう」

「待て待て！　展開早いって！」

　今度はアドニスは、悲鳴のような声を上げる。

　でも私には何も早くなかった。何度も結ばれては死によって引き裂かれ、そしてまた一緒の時間にたどり着いた私たちだから……。

　昨日卵から孵ったドレイクの子が寄ってきて、ロイの足下でミィミィと鳴く。

　ロイがその子を抱き上げた。

「そうだ。この子が大きくなったら、ふたりで翼に乗って旅をしよう。半年後くらいかな？」

「ドレイクってそんなに成長が早かったっけ？」

「うん。前にも育てたから確かだよ」

　ロイが私の頬にキスをして、ドレイクの子もそれを真似た。

　私たちは新しい未来へ進もうとしている。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　空からの景色は特別なものだった。

「見て、ミスティ、森の向こうに街が見える！」

　ドレイクの手綱を握った手で、ロイが指さす。

「ほんとだ！　お城の影がきれい」

　私はロイの腰に腕を回して乗っていた。

「ほんとだね。ああ、それから向こうに海が見えてきたよ！」

　魔王の城も高いところにあって、バルコニーや外の廊下から下界が見渡せたけれど、ドレイクからの眺めはそれと違った。

　風を切って飛ぶのは少し怖いけれども気持ちいい。

　それに何より、今は自然も人も、平和の中で生きている。

　この世界に悲しい未来が訪れませんように……。

　美しい世界を見下ろしながら、私は願った。

　キラキラと輝く海が真下に見えてくる。

「わあ……！」

　まるで宝石を散りばめたみたいだ。

「高度を下げよう」

　ロイがドレイクの首を叩く。

　街や街道の近くでは、人間に見つからないようかなり高い空を飛んでいた。けれど海に出てしまえば人目につきづらい。

　波の水しぶきがかかってくるギリギリまで、ドレイクは高度を下げていった。

「そういえば、気づいたことがある」

　ロイが首だけこちらへ振り返る。

「この世界にはもう神はいないよ」

「……！　それ、本当に？」

　彼ははっきりとうなずいた。

「僕は魔王になって、君と再会するまで十八年、体に神の力を宿していたからわかるんだ。あの力は、この世界のどこにも存在しない」

「でも時間が巻き戻ったのに、どうして……」

　ロイが湖で神を殺してしまったのは、私たちが今過ごしている時間より、少し先のことだ。

　キラキラ輝く海を背景に、ロイが語った。

「もともと神は、時間の外側にいたんだ。だから好きな時間、好きな場所に現れた。そして死んでしまった。時間の外で死んだ者は、時間が巻き戻っても戻らない」

「そっか……」

　それならここは神のいない世界だ。世界の未来を決める者はいない。

　ううん。未来を決めるのは、人と自然の偶然と……この世界に住んでいるすべての命だ。

　私はロイの腰をぎゅっと抱きしめる。

「一緒に頑張ろうね。魔族も人間も、幸せに暮らせる未来を作れるように」

　今は魔族は隠れて暮らしているけれど、いつかまた、人間と出会ってしまうときが来るかもしれない。アドニスみたいな冒険家は、双方にいるだろうし。

　そのとき戦わずに済むために、私たちは歩み寄り、お互いを知っていく心構えが必要だ。

　そしてその土台を作るのは、未来を見てきた私たちの仕事だと思う。

　少し前に、ロイとそんな話をしていた。

「そうだね……」

　彼の腰に回していた私の手に、ロイが手のひらを重ねた。

　その温かさと、力強さにほっとする。

　そこでロイがもう一度こちらを振り返った。

「ミスティ、お腹、もしかして……」

「何……？」

「赤ちゃん。違う？」

　私の代わりに、ドレイクがグルルと鳴いて返事した。

「うそ……」

　気づかなかった。でも言われてみると、しばらく月のものが来ていなかった。体調不良のせいだと思い込んでいたけれど、他のことも考え合わせれば妊娠を疑うべきだった。

　ロイとは事あるごとに愛し合っているのに。

「えええ、なんでわかるの!?」

　私は思わず肩越しにロイの顔をのぞき込む。

　彼は照れくさそうな顔で言った。

「それは、いろんな魔獣の繁殖を見てきたから、なんとなく」

「え……」

　私は魔獣と一緒なのか……。少し釈然としないけれど、アドニスみたいに「女の子の体に詳しい」なんて言われるよりはマシだった。

「そっか、赤ちゃん……」

　ロイの背中に身を預けてつぶやく。

　それからドレイクの背で、私たちはふたり一緒に笑いだした。

　本当に嬉しいと人は笑ってしまうらしい。

　ドレイクがくすぐったそうに体を震わせた。

「ああ、ごめんごめん！」

　謝るロイの声に、幸せが詰まって聞こえてくすぐったい。

「ミスティ、今度こそ僕が君を守るから……。だから、安心して僕たちの子どもを産んでね」

　ロイは私を抱きしめる代わりに、手の甲を優しくなでてくれた。

「うん……」

　これから先、どんなことが起きるかわからない。お産のことも、子育てのことだって、考えたら不安ばかりだ。

　魔獣使いのロイの子どもがどんな力を持って生まれてくるのか、村の大人たちは不安がるだろうし……。考えたらキリがない。

　けれども目の前に広がる海がどこまでも明るいように、私たちの未来はきっと明るい。

　それを信じて――。

　お日さまの香りのするロイの背中を、私はぎゅっと抱きしめた――。
















著者あとがき







　こんにちは。谷村二十円です。『村を焼かれて死んだ魔王の元カノですが、彼の次元を超えた執着愛が重いです』をお手に取ってくださり誠にありがとうございます。最後まで楽しんで読んでいただけていたならこれ以上喜ばしいことはありません。

　今回ご縁があり、初めてシャルロット文庫さまで書かせていただきました。

　おそらく初めましての読者さまが多いのではと思います。改めまして、初めまして。谷村二十円と申します。十円玉二個の二十円です。いろいろな媒体の文章を細々と書かせていただいています。新しいお話を考えるのが好きで、なかでも小説の執筆は特に楽しく取り組んでいます。

　せっかくのあとがきです。本作についていろいろとお話ししていきたいと思います。

　この物語はもともと女性向け作品の募集に応募する形で考えたのですが、参考になりそうな作品をいろいろと拝見していく中で、魔王と死んだ恋人の話なんてどうかなと考えました。最近はＴＬでも西洋ファンタジー風の作品が多いのと、魔王などＲＰＧ風の設定もわりとあるようだったので。

　それとは別に私自身、男女の恋愛ものならファンタジーがいいと思っていました。恋愛は突き詰めると結構ヘビーなものなので、それをあまり深刻にならずにライトに語れるのがファンタジーのいいところかなと考えたからです。もちろんライトな現代ものも、ヘビーなファンタジー作品も、面白いものはたくさんありますが。

　話を戻しまして、魔王と死んだ恋人についてです。どうして魔王の恋人は死んでいるのかというと、本作を読んでくださった方ならなんとなくわかると思いますが、世界を脅かす魔王は健全な精神を持つ幸せな人であってはいけないからです。愛する恋人との幸せな未来を考えるなら、世界は滅ぼせないはずなので。

　私の中で魔王と死んだ恋人の物語といえば、ご存知の方も多いと思います、『ドラゴンクエストⅣ』に登場する、ピサロさまとロザリーさんでした。のちに魔王になる青年と不幸なヒロインとの悲恋……。それだけですでにひとつの物語としての牽引力を持っていますよね。ただこれだけではハッピーエンドの幸せを味わえるＴＬ作品にはなりません。そこで悲恋をハッピーエンドに変えるためヒロインたちが奔走するお話にすれば？　と考えました。これが『村を焼かれて死んだ魔王の元カノ～』のはじめのコンセプトでした。

　死んだ恋人とのハッピーエンドを目指すなら、過去へ戻るしかありません。そこでこの作品にはタイムリープを取り入れました。

　ちなみにタイムトラベルは体ごと時間を移動するもので、タイムリープは意識だけが過去や未来へ移動するものだそうです。タイムトラベルはその名の通り時間旅行を楽しめるワクワク感があると思いますが、タイムリープは同じ時間を繰り返し、はじめは見えなかったエピソードの裏側に迫っていくのが面白さのポイントだと思います。サスペンスものや謎解きに似たドキドキと緊迫感がありますよね。

　あとがきから読む方もいると思うのでネタバレは避けますが、この作品でもはじめ見えなかったいくつかの真実に、徐々に近づいていけるよう書いたつもりです。その点いかがでしたでしょうか。読んでくださった皆さまがミスティと一緒にぞくぞくっとしてくれていたらいいなと思います。もちろんＴＬ作品として恋のドキドキも追体験していただけていたらと思います。本作の恋のお相手は、魔王とロイと、それからアドニスもいますしね。アドニスはお騒がせキャラのポジションですが、作者としては書いていてとっても楽しく愛おしい人でした。

　ところで前述のピサロさまとロザリーさんですが、あとで調べてみたところ、とくに付き合ってはいなかったようで。私が勝手に恋人同士だと思い込んでいたみたいです……。私がもともと勘違いしていたのか、それとも記憶違いなのか。ともかく何十年も前の、子どもの頃の記憶なんて当てにならないなと思いました。でもまあそのおかげで今回この作品を生み出せたわけで、ある意味では結果オーライといえるのかもしれません。

　最後に。ここまで読んでくださった皆さま、この作品や、執筆を応援してくださっている皆さま、誠にありがとうございます。この作品が、ロイやミスティやアドニスが、少しでも皆さまの心に残りますように。


二〇二二年夏　谷村二十円
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